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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロセ
スの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを促
進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護お
よび維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Oracle Fusion Cloud EPMの投資を最大限に活用する
ことを支援します

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られます。
どのように始めたらよいですか。
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学ぶ
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エク
セレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセレ
ンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上の利点と
価値提案の確認。
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https://community.oracle.com/customerconnect/events/604185-epm-creating-and-running-a-center-of-excellence-coe-for-cloud-epm
https://community.oracle.com/customerconnect/events/604185-epm-creating-and-running-a-center-of-excellence-coe-for-cloud-epm
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32425
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32437
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32437
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2
Smart Viewの概要

Related Topics

• 概要
Oracle Smart View for Google Workspaceは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementビジネス・プロセス向けに特別に設計された共通の Google Workspaceイン
タフェースを提供します。

• サポートされているデータ・ソース・プロバイダ
Oracle Smart View for Google Workspaceは現在、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementデータ・ソース・プロバイダをサポートしています。

• Smart Viewのコンポーネント
ナビゲーションや様々なタスクの実行に役立つメニュー、パネルなど、Oracle Smart View
for Google Workspaceの基本コンポーネントについて学習します。

• Smart View拡張機能のインストール
Oracle Smart View for Google Workspaceは、Google Workspace Marketplaceでアドオン
拡張機能として提供されており、ユーザーはこれを Google Workspaceにインストールで
きます。

• Smart View機能へのアクセス

概要
Oracle Smart View for Google Workspaceは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementビジネス・プロセス向けに特別に設計された共通の Google Workspaceインタフ
ェースを提供します。
Smart Viewを使用すると、Google Workspaceのユーザーは Cloud EPMデータにアクセスし、
フォームを操作し、Google Sheetsでアド・ホック分析を実行できます。Smart Viewを使用す
ると、Google Sheetsでデータを表示、インポート、操作、配布、共有できます。
Google Sheetsで Smart Viewを使用するには、Google Workspace Marketplaceから Smart
Viewアドオン拡張機能をインストールする必要があります。Smart Viewアドオン拡張機能を
使用すると、Google Workspaceユーザーは、Google Sheetsで Smart View機能を利用できる
ようになります。
ビデオ

目的 このビデオを見る
Smart View for Google Workspaceを使用して、
Cloud EPMユーザーが Cloud EPMデータにアク
セスし、フォームを操作し、Google Sheetsでア
ド・ホック分析を実行する方法を学びます。

 
Smart View for Google Workspaceの概要

サポートされる機能
次の機能がサポートされています:
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• フォーム操作(フォームを開く、リフレッシュ、フォームからデータを送信、バージョンの
コピー、指示など)

• アド・ホック分析操作(ズーム、ピボット、保持/削除のみ、属性の挿入、カスケード、ア
ド・ホック・グリッドの保存など)

• 1つのスプレッドシート内で複数の接続
• Smart Viewのオプションと「お気に入り」メニュー
• セルのスタイル
• メンバー選択
• ドリル・スルー(Webブラウザのみ)

• 調整、グリッド分散、一括割当
• 複数グリッドのアド・ホック・シート
• フレックス・フォーム
• ユーザー変数
• ビジネス・ルール
• 関数: HsGetValue、HsSetValue、HsAlias、HsGetSheetInfo

• メンバー式
• タスク・リスト
• 承認
• ジョブ・コンソール

Note:

Oracle Smart View for Google Workspaceでは、Googleのサーバー上で追加の処理が
必要になるため、一部の操作で予想よりもパフォーマンスが遅くなる場合がありま
す。

サポートされない機能
現在、Oracle Smart View for Google Workspaceでは次の機能はサポートされていません:

• ダッシュボード、レポート、ブック
• 期間ごとのデータの分散、新しいシートへのドリル・スルー、元に戻す/やり直し、コピー
と貼付け、フォーマットの保存とクリア、オンザフライ計算などの操作

• Web起動
• クエリー・デザイナ
• アクセシビリティ
• Googleドキュメントと Googleスライド
• スクリプト
• 複合フォーム: 今後のサポート予定はありません。
• ディメンション・ヘッダー: 今後のサポート予定はありません。

Chapter 2
概要
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• スマート・フォームとして保存(ネイティブ・モード): 今後のサポート予定はありません。
• アド・ホック操作用ネイティブ・モード: 今後のサポート予定はありません。
ネイティブ・モードは段階的に廃止されて標準モードになるため、拡張機能を提供する標
準モードをすべてのユーザーにお薦めします。Smart Viewを効果的に活用するには、
Cloud EPMアプリケーションを構成して、Smart Viewのアド・ホック動作設定で標準モ
ード・オプションを使用することをお薦めします。これにより、互換性が確保され、最新
機能にアクセスできるようになります。

サポートされているデータ・ソース・プロバイダ
Oracle Smart View for Google Workspaceは現在、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementデータ・ソース・プロバイダをサポートしています。
Cloud EPMの次のビジネス・プロセスがサポートされています:

• Enterprise Profitability and Cost Management

• Financial Consolidation and Close

• フリーフォーム
• Planning

• Tax Reporting

Smart Viewのコンポーネント
ナビゲーションや様々なタスクの実行に役立つメニュー、パネルなど、Oracle Smart View for
Google Workspaceの基本コンポーネントについて学習します。
基本的なコンポーネントは次のとおりです:

• Smart Viewメニュー
• 「Smart Viewホーム」パネル
• 「検索」ボックス
• 「お気に入り」メニュー
• 「アクション」メニュー
• 右クリック・メニュー
Smart Viewメニュー
Smart Viewは、Google Sheetsで Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
データを操作するための拡張機能アドインです。そのため、Smart View固有の操作を起動する
ためのコマンドは、「拡張機能」メニューにあります。Smart Viewメニューでは、データ・ソ
ースへの接続やフォームおよびアド・ホック・グリッドの操作に必要な様々な Smart View操
作にアクセスできます。
Smart View固有のメニュー・オプションにアクセスするには、「拡張機能」をクリックし、
Smart View for Google Workspaceをクリックします。
• 一般的な Smart View操作には、接続の作成、「Smart Viewホーム」パネルの起動、Smart

Viewオプションの設定、シート情報の表示、メタデータのインポート、データのリフレッ
シュと送信、フォームおよびアド・ホック・グリッド操作の起動などがあります。

Chapter 2
サポートされているデータ・ソース・プロバイダ
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• 「フォーム」メニューには、フォームで実行できるすべての操作があります。これには、
POVの起動、手順とメンバー式の表示、ビジネス・ルールと計算の実行、値の調整、補足
詳細の管理、セルへのコメントと添付ファイルの追加、バージョンのコピー、承認の管理、
ジョブ・コンソールのモニターなどが含まれます。

• 「アド・ホック」メニューには、アド・ホック・グリッドで実行できるすべての操作があり
ます。これには、ズーム・インとズーム・アウト、ピボット、セル情報の表示、別名の変
更、属性の挿入、アド・ホック・グリッドの保存、コメントの表示などが含まれます。

 

 

Note:

Oracle Smart View for Google Workspaceのユーザー・インタフェース・コンポーネ
ント(メニュー・ラベル、メッセージ、ダイアログ・ボックス、パネルなど)は、Google
Workspaceアカウントの言語設定で選択されている言語に関係なく、現在英語でのみ
利用できます。

「Smart Viewホーム」パネル
「Smart Viewホーム」パネルには、データ・ソース内に存在するプラン、フォーム、アド・ホ
ック・グリッド、キューブ、その他のアーティファクトのライブラリがツリー・ビューで表示
されます。フォルダを展開し、アーティファクト名をクリックして開くことができます。
Smart Viewに初めて接続すると、「接続」ダイアログから「ホームの起動」をクリックしてホ
ーム・パネルを直接起動できます。メニューから起動することもできます。「拡張機能」メニュ
ーで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「ホーム」を選択します。
 

Chapter 2
Smart Viewのコンポーネント
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「Smart Viewホーム」パネルを使用してできること:

• 特定のフォームまたはグリッドを検索します。
• フォームとアド・ホック・グリッドの名前をクリックして開きます。
• フォームやアド・ホック・グリッドを開かずに、それらを選択するには、アイコンまたは
名前の横の領域をクリックします。

• フォームを選択し、フォーム名を右クリックしてから「アドホック分析」を選択すると、
フォームがアド・ホック分析モードで直接開きます。

• アド・ホック・グリッドを選択し、アド・ホック・グリッド名を右クリックしてから「フ
ォームを開く」を選択すると、アド・ホック・グリッドをフォームとして直接開きます。

• 各種アクションとプロセスを「アクション」メニューから起動します。フォームまたはア
ド・ホック・グリッドを選択し、その名前を右クリックして、これらのアクションにアク
セスすることもできます。

• 「お気に入り」アイコンをクリックして「お気に入り」メニューを起動します。
ホーム・パネルに加えて、ビジネス・ルール、タスク・リスト、承認、ユーザー・プリファレ
ンス、POV、お気に入りなどのパネルがホーム・パネルにオーバーレイとして開きます。これ
らのパネルを閉じると、ホーム・パネルに戻れます。
「検索」ボックス
「Smart Viewホーム」パネルの上部にある検索ボックスを使用すると、必要なフォームやその
他のアーティファクトをすばやく見つけてアクセスできます。検索ボックスにテキストを入力
し始めると、ホーム・パネルの項目のリストがフィルタ処理され、強調表示された検索用語を
含む名前が表示されます。たとえば、「プラン」を検索するときに、名前に「プラン」が含まれ
ているフォームやアーティファクトのみが、ホーム・パネルに表示されます。
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検索ボックスは大/小文字を区別しない検索をサポート: たとえば、"plan"、"Plan"または"PLAN"
の検索は、大/小文字に関係なく、名前にこの用語が含まれる項目の同じリストをフェッチしま
す。
項目の名前をクリックすると、その項目を検索結果から直接開けます。また、検索結果の項目
を選択して右クリックして、選択した項目に固有の右クリック・メニュー・オプションを表示
することもできます。
検索用語と一致する項目がない場合、パネルに空白が表示されます。「閉じる」アイコンをクリ
ックして検索ボックスをクリアできます。
「お気に入り」メニュー
Smart Viewコマンドに簡単にアクセスするには、それらを「お気に入り」としてマークしま
す。よく使用するコマンドを選択すると、「お気に入り」パネルの上部に固定表示されます。コ
マンドを使用するには、「Smart Viewホーム」パネルで

をクリックして「お気に入り」パネルを開き、コマンドをクリックするのみです。「拡張機能」、
Smart View for Google Workspaceメニューからコマンドにアクセスする必要はありません。
お気に入りのコマンドを追加するには、お気に入りの追加をご覧ください。
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「アクション」メニュー
「アクション」メニューは、「Smart Viewホーム」パネル内にあり、
をクリックすると起動します。このメニューから、ジョブ・コンソール、バージョンのコピー、
ビジネス・ルール、タスク・リスト、承認、ユーザー・プリファレンス、お気に入り、切断な
どの様々な機能にアクセスできます。
 

Chapter 2
Smart Viewのコンポーネント

2-7



 

右クリック・メニュー
「Smart Viewホーム」パネルでフォーム、アド・ホック・グリッド、その他のアーティファク
トを右クリックすると、選択したフォームやアド・ホック・グリッドを開き、ジョブ・コンソ
ール、バージョンのコピー、ビジネス・ルール、タスク・リスト、承認、ユーザー・プリファ
レンス、切断などの機能を起動できます。これらのオプションは、「Smart Viewホーム」パネ
ルの「アクション」メニューでも使用できます。
次の例では、実績と計画フォームを選択して右クリックすると、「アド・ホック分析」オプショ
ンを使用して、フォームをアド・ホック分析モードで直接開けます。同様に、アド・ホック・
グリッドを右クリックすると、「フォームを開く」オプションを使用して、フォームとして開け
ます。
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Smart View拡張機能のインストール
Oracle Smart View for Google Workspaceは、Google Workspace Marketplaceでアドオン拡張
機能として提供されており、ユーザーはこれを Google Workspaceにインストールできます。
Smart View拡張機能とインストールの前提条件の詳細は、Oracle Smart View for Google
Workspaceスタート・ガイドをご覧ください。
ビデオ

目的 このビデオを見る
Smart View for Google Workspaceを設定し、
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementユーザーが Cloud EPMデータにア
クセスし、フォームを操作し、Google Sheetsでア
ド・ホック分析を実行できるようにする方法につい
て説明します。

 
Smart View for Google Workspaceの設定

Smart View機能へのアクセス
Smart View機能へのアクセスは、サービス管理者がビジネス・プロセスでユーザーに設定した
アクセス権によって異なります。
サービス管理者: 詳細は、アクセス制御の管理を参照してください。
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3
データ・ソースへの接続

Chromeなどの Google Workspace対応ブラウザを使用して、Oracle Smart View for Google
Workspace経由でビジネス・プロセスに接続します。
Smart View拡張機能をインストールすると、Google Workspaceアカウントを使用して、Smart
Viewで次の方法でビジネス・プロセスに接続できるようになります:

• 基本認証を使用した接続
• 「会社のサインイン」資格証明を使用した接続

Note:

Google Sheetsの Smart Viewを介して接続するすべてのビジネス・プロセスについ
て、Webアプリケーション設定で Google Sheets用 Smart View拡張機能が有効にな
っていることを確認してください。有効になっていないと、「Smart Viewホーム」パ
ネルを開いて、保存したシートのデータを送信またはリフレッシュすることはできま
せん。詳細は、Oracle Smart View for Google Workspaceスタート・ガイドの Google
Sheetsの Smart View拡張機能の有効化に関する項を参照してください。

基本認証を使用した接続
ユーザー名とパスワードなどの基本認証を使用して、Oracle Smart View for Google Workspace
からビジネス・プロセスに接続できます。
1. Google Workspaceの資格証明を使用して Google Sheetsにログインし、新しいスプレッ
ドシートを開きます。

2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「開始」の「接
続」を選択します。
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3. 「接続」ダイアログで、ビジネス・プロセスの「サーバー URL」を入力し、「ユーザー」フ
ィールドと「パスワード」フィールドにユーザー名とパスワードを入力します。
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4. 「OK」をクリックします。
接続すると、「ホームの起動」ボタンが「接続」ダイアログに表示されます。

5. 「ホームの起動」をクリックすると、「Smart Viewホーム」パネルが開きます。
 

 
これで、Google Sheetsからビジネス・プロセスに接続されました。「Smart Viewホーム」
パネルでは、ライブラリを表示し、ビジネス・アプリケーション内のフォームやアド・ホ
ック・グリッドを操作できます。
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Note:

ホーム・パネルを開こうとすると、「管理者は、このインスタンスの'Google Sheets'
サポートを使用可能にしていません」というエラー・メッセージが表示される場
合、拡張機能をインストールしてビジネス・プロセスに接続していても、Google
Sheetsで Smart Viewを使用することはできません。
サービス管理者は、前提条件として、Google Sheetsの Smart Viewを介して接続
するすべてのビジネス・プロセスのWebアプリケーション設定で、Google
Sheetsの Smart View拡張機能を有効にする必要があります。詳細は、の Google
Sheetsの Smart View拡張機能の有効化を参照してください Oracle Smart View
for Google Workspaceスタート・ガイド

「会社のサインイン」資格証明を使用した接続
組織のサインイン資格証明を使用して、Oracle Smart View for Google Workspaceからビジネ
ス・プロセスにサインインできます。
開始する前に、サービス管理者からクライアント IDと IDCS URLの接続資格証明が提供され
ていることを確認してください。詳細は、Oracle Smart View for Google Workspaceスタート・
ガイドの Oracle Identity Cloud Service (IDCS)アプリケーションの作成を参照してください。
1. Google Workspaceの資格証明を使用して Google Sheetsにログインし、新しいスプレッ
ドシートを開きます。

2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「開始」の「接
続」を選択します。
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3. 「接続」ダイアログ・ボックスで、「会社のサインイン」チェック・ボックスを選択します。
4. 接続資格証明を入力します。詳細は、サービス管理者にお問い合せください。

• サーバー URL: これは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementビ
ジネス・プロセスのWebアプリケーション・リンクを指します。Webアプリケーショ
ン・リンクの「/epmcloud」を削除し、リンクの末尾に「/HyperionPlanning」を追加し
て変更します。

• 「クライアント ID」: これは IDCSアプリケーション作成プロセスの一環として生成さ
れます。IDCSコンソールでクライアント IDを確認するには、「アイデンティティ・ド
メイン」に移動し、「統合アプリケーション」をクリックします。IDCSアプリケーシ
ョン・リンクをクリックし、「一般情報」セクションで、「クライアント ID」フィール
ドの値を確認します。

• IDCS URL: これは、Cloud EPM Webアプリケーションを開いたときにサインイン・ペ
ージに表示される URLです。リンクを「identity.oraclecloud.com」までそのままにし、
この部分の後の文字を削除して、変更します。例: https://idcs-
<instanceID>.identity.oraclecloud.com。

 

 

5. 「OK」をクリックします。
6. 「デバイス・ログイン」ダイアログ・ボックスで、表示されたコードをクリップボードにコ
ピーします。次のステップでこのコードを入力する必要があります。
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7. 「ここをクリックしてください」リンクをクリックし、クラウド資格証明を使用して認証し
た後、「デバイス・ログイン」ページのコード・フィールドにコピーしたコードを入力しま
す。
 

 

8. 「送信」をクリックします。アプリケーションにアクセスできることを示す確認メッセージ
が表示されたら、タブを閉じて、Google Sheetsが開いているタブに戻ります。

9. Google Sheetsのページで、「OK」をクリックします。アクセス・トークンを取得したこ
とを通知するトースト・メッセージが表示されます。

10.「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「ホーム」を選択
します。
これで、Google Sheetsからビジネス・プロセスに接続されました。「Smart Viewホーム」
パネルでは、ライブラリを表示し、ビジネス・アプリケーション内のフォームやアド・ホ
ック・グリッドを操作できます。
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Note:

ホーム・パネルを開こうとすると、「管理者は、このインスタンスの'Google Sheets'
サポートを使用可能にしていません」というエラー・メッセージが表示される場
合、拡張機能をインストールしてビジネス・プロセスに接続していても、Google
Sheetsで Smart Viewを使用することはできません。
サービス管理者は、前提条件として、Google Sheetsの Smart Viewを介して接続
するすべてのビジネス・プロセスのWebアプリケーション設定で、Google
Sheetsの Smart View拡張機能を有効にする必要があります。詳細は、の Google
Sheetsの Smart View拡張機能の有効化を参照してください Oracle Smart View
for Google Workspaceスタート・ガイド

複数データ・ソースへの接続
同じスプレッドシートから複数のデータ・ソースに接続できます。
複数の接続を使用すると、次のことが可能になります:

• 同じスプレッドシート内の異なるシートから異なるデータ・ソースに接続します。
たとえば、あるシートでは Planningのフォームに接続し、同じスプレッドシート内の別の
シートでは Financial Consolidation and Closeのアド・ホック・グリッドに接続できます。

• 複数の接続からの複数のグリッドを同じシートに配置します。
複数のデータ・ソースへの接続を確立することで、同じシート内で異なるデータ・ソース
からの複数のアド・ホック・グリッドを操作できます。詳細は、複数グリッドのシートの
作成を参照してください。

• 同じシート内で異なるデータ・ソースから複数の関数を作成し、操作します。
異なるキューブやデータ・ソースから関数を追加することで、関数シートを作成できます。
詳細は、複数の接続からの関数の作成を参照してください。

複数の接続に接続するには:

1. Google Workspaceの資格証明を使用して Google Sheetsにログインし、新しいスプレッ
ドシートを開きます。デフォルトでは Sheet1が開きます。

2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「開始」の「接
続」を選択します。

3. 最初のデータ・ソースに接続し、「Smart Viewホーム」パネルを開きます。
「Smart Viewホーム」パネルでは、ライブラリを表示し、ビジネス・アプリケーションに
ある必要なフォームまたはアド・ホック・グリッドを開くことができます。

4. Sheet1の横にあるシートの下部にある

をクリックして新しいシート(Sheet2など)を開き、別のデータ・ソースに接続します。
5. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「開始」の「接
続」を選択します。

6. 2つ目のデータ・ソースに接続し、「Smart Viewホーム」パネルを開きます。
「Smart Viewホーム」パネルで、2つ目のデータ・ソースのライブラリを表示し、ビジネ
ス・アプリケーションにある任意のフォームまたはアド・ホック・グリッドを開くことが
できます。
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Note:

2つ目のデータ・ソースに接続した後、「Smart Viewホーム」パネル(開いている
場合)には、以前に開いていたシート(Sheet1で接続されたデータ・ソースのホー
ム・パネル)のライブラリが引き続き表示されます。2つ目のデータ・ソースのラ
イブラリを表示するには、ホーム・パネルを閉じて再度起動する必要があります。

7. オプション: 「アクティブ接続」を使用して、「サーバー URL」リストにすでに接続してい
るサーバーの一覧を表示し、シートのアクティブ接続として設定するサーバーを選択しま
す。詳細は、シートのアクティブ接続の設定を参照してください。
このオプションは、複数の接続からのグリッドを同じシートに配置する場合にも便利です。
詳細は、複数グリッドのシートの作成を参照してください。

8. オプション: 「シート接続の検索」を使用して、現在アクティブなシートに設定されている
接続のホーム・パネルを開きます。「拡張機能」メニューで、Smart View for Google
Workspaceを選択し、「開始」の下の「シート接続の検索」を選択します。

複数接続での作業に関するガイドライン
複数の接続を操作する場合は、次のガイドラインを考慮してください。
• 異なるデータ・ソースに接続されたシートを切り替えるたびに、「Smart Viewホーム」パ
ネルと Smart View for Google Workspaceメニューは次のように動作します:

– 「Smart Viewホーム」パネル: 「Smart Viewホーム」パネルは、自動的にはリロード
されません。シートを切り替える、または新しいシートを開くと、最後に開いた「Smart
Viewホーム」パネルが新しいシートに引き続き表示されます。シートに接続されたデ
ータ・ソースに関連するライブラリ・コンテンツを表示するには、Smart View for
Google Workspaceメニューからホーム・パネルを再起動する必要があります。

– Smart View for Google Workspaceメニュー: ホーム・パネルとは異なり、Smart
View for Google Workspaceメニューは常にアクティブなシートと同期しています。
このメニューを使用して実行する操作は、アクティブなシート上でコンテキスト内で
実行されます。

• Smart View for Google Workspaceメニューの操作は、現在開いているアクティブなシー
トにのみ適用されます。
たとえば、データを送信またはリフレッシュする場合、現在アクティブなシートのデータ
のみが送信またはリフレッシュされます。同じ接続または異なる接続を持つ別のシートか
らデータを送信またはリフレッシュする場合は、そのシートを開き、Smart View for
Google Workspaceメニューから「送信」または「リフレッシュ」オプションを使用し
て、そのシートのデータを送信またはリフレッシュします。

• 特定のシートの接続を確認するには、「シート情報」を開いて、サーバーと URLの詳細を
表示します。詳細は、シート情報を参照してください。

シートのアクティブ接続の設定
各シートにアクティブ接続を設定することにより、同じスプレッドシート内の異なるシートで
様々なデータ・ソース・プロバイダに接続できます。
「アクティブ接続」ダイアログには、セッションのアクティブ接続のリストが表示されます。ア
クティブ接続を使用すると、必要な接続を選択して、次の操作を実行できます:
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• 「ホームの起動」: 新しいシートへの接続を確立し、ホーム・パネルを起動して、そのシー
トのアーティファクトを参照および表示します。新しいシートのアクティブ接続の設定を
参照してください。

• 「シートの接続の設定」: 既存のシートの現在の接続を、グリッド関連の操作を実行するた
めの新しい接続に変更します。既存のシートへのアクティブ接続の設定を参照してくださ
い。

Note:

• スプレッドシートで、操作するすべてのデータ・ソースへの接続を確立し、「アク
ティブ接続」リストに表示します。

• 「接続」ダイアログで「セッションのクリア」をクリックしてセッションをクリア
すると、そのセッションのアクティブ接続のリストと「アクティブ接続」リスト
もクリアされます。

新しいシートのアクティブ接続の設定
すでにアクティブな接続のリストから接続を選択することで、新しいシートに接続を確立でき
ます。「ホームの起動」オプションを使用すると、アクティブ接続を設定し、ホーム・パネルを
起動してライブラリの内容を表示できます。
新しいシートにアクティブ接続を設定するには:

1. 新しいシートを開きます。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「開始」の「アク
ティブ接続」を選択します。

3. 「アクティブ接続」ダイアログで、「サーバー URL」リストをクリックしてアクティブ接続
のリストを表示し、必要な接続を選択します。
 

 

4. 「ホームの起動」をクリックします。
接続が確立され、「Smart Viewホーム」パネルが開き、接続されたデータ・ソースのライ
ブラリ・コンテンツが表示されます。

既存のシートへのアクティブ接続の設定
既存のシートの現在の接続を変更するには、すでにアクティブな接続とは異なる接続を設定し、
新しい接続から取得されたグリッド・データに対してグリッド操作を続行します。

Chapter 3
シートのアクティブ接続の設定
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たとえば、異なる地域の売上データは異なるデータ・ソースに保存されています。現在のセッ
ションでは、北部地域と南部地域のデータ・ソースにすでに接続されています。Sheet1では、
北部地域の売上データを含む Actual Monthly Salesフォームを表示しており、北部地域のデー
タ・ソースに接続しています。ここで、南部地域の同じデータを表示してみます。新しいシー
トを開いてライブラリから関連するフォームを再度開くかわりに、既存のシートの接続を切り
替えて、同じフォームに南部地域のデータ・ソースのデータを表示できます。
「シートの接続の設定」オプションを使用すると、グリッド操作を実行するためのアクティブ接
続を設定できます。このオプションは、複数の接続からのグリッドを同じシートに配置する場
合にも便利です。詳細は、複数グリッドのシートの作成を参照してください。
既存のシートにアクティブ接続を設定するには:

1. 接続をアクティブ接続の 1つに変更する既存のシートを開きます。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「開始」の「アク
ティブ接続」を選択します。

3. 「アクティブ接続」ダイアログで、「サーバー URL」リストをクリックしてアクティブ接続
のリストを表示し、必要な接続を選択します。
 

 

4. 「シートの接続の設定」をクリックします。「新規接続を、異なる接続で作成したグリッドに適用しました。」というメッセージが表示
されます。
メッセージの「OK」をクリックします。
これで、シートは選択したアクティブ接続に接続されました。シートをリフレッシュする
と、既存のシートのフォームまたはグリッドが、選択したアクティブ接続のデータでリフ
レッシュされます。

データ・ソースからの切断
シート上の接続されたデータ・ソースから接続を切断するには、「切断」コマンドを「アクショ
ン」メニューまたは右クリック・メニューで使用します。
接続されたデータ・ソースから接続を切断するには:

1. データ・ソース接続を切断するシートを開きます。
スプレッドシート内に異なるデータ・ソースに接続された複数のシートがある場合は、正
しいシートを開き、対応する「Smart Viewホーム」パネルがコンテキスト内で開いている
ことを確認してください。

Chapter 3
データ・ソースからの切断
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Tip:

「シート接続の検索」を使用して、現在アクティブなシートに設定されている接続
の「Smart Viewホーム」パネルを開きます。

2. 「Smart Viewホーム」パネルで、「アクション」メニューをクリックします。
または、ライブラリ内の任意の項目を右クリックして右クリック・メニューを起動するこ
ともできます。

3. 「切断」をクリックします。
この操作により、接続されているデータ・ソースがシートから切断されます。

セッションのクリア
データ・ソース・プロバイダに接続すると、Smart Viewは接続資格証明やその他のキャッシュ
された詳細を保存します。これらのキャッシュされた情報は、セッションをクリアすることで、
クリアできます。
セッションをクリアすると、不要な保存詳細を削除して、新しい接続を最初から開始できます。

Note:

セッションをクリアすると、そのセッションでアクティブな接続のリストと、「アク
ティブ接続」リストに表示される接続のリストもクリアされます。

セッションをクリアするには:

1. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「開始」の「接
続」を選択します。

2. 「接続」ダイアログで、「セッションのクリア」をクリックします。
 

Chapter 3
セッションのクリア
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以前接続したデータ・ソースとユーザー・セッションに関する保存済のキャッシュはすべ
てクリアされます。

3. データ・ソース・プロバイダに接続するには、資格証明を入力し、「接続」をクリックしま
す。

Chapter 3
セッションのクリア
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4
Smart Viewのオプション

次も参照:

• Smart Viewのオプションの設定
Smart Viewのオプションを使用して、データ、メンバー、フォーマットおよび拡張設定を
表示するためのオプションを設定します。

• 詳細オプション
管理タスクやその他の高度なタスクの詳細オプションを設定します。

• データ・オプション
データ・オプションを設定して、データ・セルの表示を制御します。

• メンバー・オプション
メンバー・オプションを設定して、フォームおよびアド・ホック・グリッドでのメンバー
の表示方法を定義します。

• フォーマット・オプション
メンバーとデータのテキスト表示を制御するには、フォーマット・オプションを設定しま
す。

Smart Viewのオプションの設定
Smart Viewのオプションを使用して、データ、メンバー、フォーマットおよび拡張設定を表示
するためのオプションを設定します。
「オプション」ダイアログの「詳細」タブでグローバル・オプションを設定できます。「デー
タ」、「メンバー」、「フォーマット」タブで、表示オプションや書式設定オプションなど、シー
トのオプションを設定できます。
要約するには:

• グローバル・オプションは、現在のスプレッドシート全体(現在のスプレッドシートに追加
される新しいシートを含む)、および今後作成されるスプレッドシートに適用されます。グ
ローバル・オプションを変更すると、既存のシートおよびスプレッドシートにも影響があ
ります。「オプション」ダイアログの「詳細」タブに表示されるオプションは、一般にグロ
ーバル・オプションです。

• シート・オプションは、設定対象のシートに限定されます。「オプション」ダイアログの
「データ」、「メンバー」、「フォーマット」タブに表示されるオプションは、通常、シート・
オプションです。
「オプション」ダイアログの「詳細」タブの「現在のオプションをデフォルトとして保存」
コマンドを使用して、シート・オプションをデータ・ソースからインポートする新しいコ
ンテンツのデフォルトとして保存することもできます。

詳細オプション
管理タスクやその他の高度なタスクの詳細オプションを設定します。
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「詳細」タブのオプションはグローバル・オプションで、現在のスプレッドシート全体(現在の
スプレッドシートに追加される新しいシートを含む)に適用され、既存および新規のすべてのス
プレッドシートのデフォルトになります。
「オプション」ダイアログの「詳細」タブはいつでも使用できます。アド・ホックの実行、フォ
ームを開く、シートのアクティブ接続の設定、関数の接続の設定などの操作を実行する前に、
「詳細」タブにアクセスできます。
詳細オプションを設定するには:

1. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「オプション」を
選択します。

2. 「オプション」ダイアログで、「詳細」タブを選択します。
3. 詳細オプションの説明に従って、「詳細」タブで選択を行います。
4. オプション: 「データ」、「メンバー」または「フォーマット」タブのオプションにさらに変
更を追加します。

5. 右上隅にある をクリックして「オプション」を閉じます。
詳細オプション
表 4-1 詳細オプション

オプション 説明
全般 全般
現在のオプションをデ
フォルトとして保存

「データ」、「メンバー」および「フォーマット」タブで変更したオプション選択
を保存する場合に選択します。保存すると、オプション選択はデータ・ソース
からインポートする新しいコンテンツのデフォルトになります。

ノート:

「詳細」タブに追加した変更内容は自動的にデフォ
ルト設定になります。「詳細」のオプションを保存
するために「現在のオプションをデフォルトとし
て保存」コマンドを選択する必要はありません。

ロギング ロギング
診断を有効にする 診断を有効にする場合に選択します。
クライアント・ロギン
グの有効化

クライアント・ロギングを有効にする場合に選択します。
ログの表示 Smart Viewログを別のウィンドウに表示する場合にクリックします。ログ

は、ウィンドウに表示するか、ファイルにダウンロードできます。
ストレージのクリア ストレージ・キャッシュをクリアする場合にクリックします。ストレージ・キ

ャッシュには、「詳細」タブに加えて、「データ」、「メンバー」および「フォー
マット」タブで以前に選択したオプションが含まれています。

ユーザー定義関数 ユーザー定義関数
欠落しているラベル ユーザー定義関数内の欠落データに値を指定します。

データ・オプション
データ・オプションを設定して、データ・セルの表示を制御します。

第 4章
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データ・オプションを設定するには:

1. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「オプション」を
選択します。

2. 「オプション」ダイアログで、「データ」タブを選択します。
3. データ・オプションの説明に従って、「データ」タブで選択を行います。
4. オプション: 「データ」タブの選択を、データ・ソースからインポートする新しいコンテン
ツのデフォルトの選択として保存するには、「詳細」タブを選択し、「現在のオプションを
デフォルトとして保存」をクリックします。

5. 右上隅にある をクリックして「オプション」を閉じます。
データ・オプション
表 4-2 データ・オプション

オプション 説明
行の抑制 グリッドを見やすくするために、表示する必要のないデータ・タイプを含む行を抑

制できます。
ゼロ ゼロのみを含む行が抑制されます。
無効 無効な値のみを含む行が抑制されます。
欠落 データベースにデータが存在しないセルのみを含む行が抑制されます。データな

しはゼロとは異なります。ゼロはデータ値です。
アンダースコア メンバー名にアンダースコア文字を含む行が抑制されます。
列の抑制 グリッドを見やすくするために、表示する必要のないデータ・タイプを含む列を抑

制できます。
ゼロ ゼロのみを含む列が抑制されます。
無効 実際のデータが無効な場合でも、「#Invalid/#Meaningless」やその他の置換テキ

ストではなく、実際のデータを表示します。データが存在しない場合、セルは空白
のままです。

欠落 データベース内にデータが存在しないセルを含む列が抑制されます。データなし
はゼロとは異なります。ゼロはデータ値です。
後でデータなし/欠落をクリアすると、抑制されていた値は、その時点以降に入力
された場合にのみ表示されます。このオプションを選択していた間に抑制されて
いた値を取得するためには、ズーム・アウトしてからズーム・インする必要があり
ます。

アンダースコア メンバー名にアンダースコア文字を含む列が抑制されます。
ブロックの抑制 ブロックの抑制
欠落ブロックの抑制 データベースにデータが存在しないセルのブロックを抑制します。
置換 置換
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表 4-2 (続き) データ・オプション

オプション 説明
欠落/データなしラ
ベル
アクセス権なしラベ
ル

データ・セルでは、データが欠落している、または表示権限のないデータが含まれ
ている場合があります。Smart Viewでは、このようなセルにはデフォルトで
#Missingまたは#No Accessとそれぞれ表示されますが、これらのラベルの変更
は可能です。
#Missing置換ラベルにより、セル交差のデータ値をクリアできます。たとえば、
ニューヨークの販売データをクリアするには、Salesと New Yorkが交差するセル
で手動で#Missingと入力し、「送信」をクリックします。これにより、データベ
ースからデータ値がクリアされます。このデータベースの後続の問合せでは、
Salesおよび New Yorkの交差で#Missingが表示されます。
ラベルを変更するには、これらのフィールドのいずれかに選択したテキストを入力
します(またはデフォルトのままにします)。テキスト・ラベルは説明的であるとい
う利点がありますが、Google Sheets関数の失敗の原因になります。
#Missingフィールドで、#NumericZeroと入力して数値ゼロ(0)の置換ラベルを
指定できます。#NumericZeroとともに関数を使用できますが、「ゼロを送信」チ
ェック・ボックスを選択しないかぎり、(ゼロが置換ラベルではなく実際のゼロで
ある場合でも)データベースにゼロを送信することはできません。数値ゼロのラベ
ルを持つセルに依存する計算は正しく計算され、セルの値にゼロが取得されます。

ゼロを送信 前述の#Missingラベルに#NumericZeroを選択した場合、ゼロをデータベースに
送信可能にする際は、このオプションを選択します。

アド・ホック・モー
ド

アド・ホック・モード
データなし操作 ナビゲート中にソース・データを計算しないようにして「ピボット」、「ズーム」、

「選択項目のみ保持」、「選択項目のみ削除」などの操作を高速化します。データを
取得する準備ができたら、「データなし操作」の選択を解除します。

メンバー・オプション
メンバー・オプションを設定して、フォームおよびアド・ホック・グリッドでのメンバーの表
示方法を定義します。
メンバー・オプションを設定するには:

1. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「オプション」を
選択します。

2. 「オプション」ダイアログで、「メンバー」タブを選択します。
3. メンバー・オプションの説明に従って、「メンバー」タブで選択を行います。
4. オプション: 「メンバー」タブの選択を、データ・ソースからインポートする新しいコンテ
ンツのデフォルトの選択として保存するには、「詳細」タブを選択し、「現在のオプション
をデフォルトとして保存」をクリックします。

5. 右上隅にある をクリックして「オプション」を閉じます。
メンバー・オプション
表 4-3 メンバー・オプション

オプション 説明
全般 全般
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表 4-3 (続き) メンバー・オプション

オプション 説明
祖先の配置 次のいずれかを選択し、階層内の祖先の位置を指定します:

• 「最上位」を選択すると、最上位レベルから最下位レベルの順序で階層が表
示されます。

• 「最下位」を選択すると、最下位レベルから最上位レベルの順序で階層が表
示されます。

インデント アド・ホックのみに適用します。
次のいずれかを選択し、階層レベルのインデント方法を指定します:
• なし
• 「サブアイテム」を選択すると、子孫がインデント表示されます。祖先は列

内で左寄せになります。
メンバー名の表示 次のいずれかを選択し、セルのメンバー名の表示方法を指定します:

• 「メンバー名または別名」を選択すると、メンバー名のみ(別名表が使用さ
れている場合、別名のみ)が表示されます。

• 「メンバー名と別名」を選択すると、メンバー名とその別名が表示されます
• 「個別のメンバー名のみ」を選択すると、完全修飾名が表示されます。

テキストとしてのメン
バーのフォーマット

次のいずれかを選択し、メンバーをテキストとしてフォーマットする方法を指
定します:
• 一重引用符
• なし

メンバーの保持 メンバーの保持
アド・ホック・グリッドのみです。

選択を含める 選択したメンバーと、操作の結果として取得されたメンバーを表示します。
選択したグループ内 選択したセル・グループでのみアド・ホック操作が実行され、選択していない

セル・グループはそのまま残ります。この設定は、「ズーム」、「選択項目のみ保
持」および「選択項目のみ除去」に対して、グリッドの下方向の行またはグリ
ッドの横方向の列として、2つ以上のディメンションがある場合にのみ意味を
持ちます。

選択されていないグル
ープの除去

「ズーム・イン」または「ズーム・アウト」では、選択したメンバー、およびズ
ームの結果として取得されたメンバーを除くすべてのディメンションとメンバ
ーが除去されます。

コメントと式 コメントと式
アド・ホックで式とコ
メントを保持

アド・ホック・グリッドで式およびコメントが保持されます。
このオプションをクリアした場合、式およびコメントがグリッドから削除され
ます。

ノート:

「アド・ホックで式とコメントを保持」が選択され
ている場合、リフレッシュ操作のみがサポートさ
れます。「ズーム・イン」または「選択項目のみ保
持」などの他のアド・ホック操作にはサポートさ
れていません。

第 4章
メンバー・オプション

4-5



表 4-3 (続き) メンバー・オプション

オプション 説明
コメントと不明メンバ
ーの保持

コメントおよび不明メンバーをアド・ホック・グリッドに保持します。

ノート:

「コメントと不明メンバーの保持」が選択されてい
る場合、リフレッシュ操作のみがサポートされま
す。「ズーム・イン」または「選択項目のみ保持」
などの他のアド・ホック操作にはサポートされて
いません。

フレックス・フォーム:
POVおよびユーザー変
数の変更時にグリッド
を保持

POVまたはユーザー変数の変更後、変更されたメンバーをフレックス・フォー
ムに保持します。
このオプションが選択されていないと、フレックス・フォームに追加した行ま
たは列は POVまたはユーザー変数の変更時に削除されます。詳細は、POVま
たはユーザー変数の変更後のフレックス・フォームでの変更されたメンバーの
保持を参照してください。

フォーマット・オプション
メンバーとデータのテキスト表示を制御するには、フォーマット・オプションを設定します。

ノート:

• ほとんどのフォーマット・オプションはフォームとアド・ホック・グリッドの両
方に適用されます。例外は表 1に示しています。

• フォーマット・オプションは、設定されたシートに限定されるシートレベルのオ
プションです。「現在のオプションをデフォルトとして保存」コマンドを使用し
て、データ・ソースからインポートした新しいコンテンツのフォーマット・オプ
ションを保存することもできます。

• フォーマット・オプションは、スプレッドシートが保存されるときに保存されま
す。スプレッドシートを再度開くと、保存したフォーマット・オプションが表示
されます。

フォーマット・オプションを設定するには:

1. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「オプション」を
選択します。

2. 「オプション」ダイアログで、「フォーマット」タブを選択します。
3. フォーマット・オプションの説明に従って、「フォーマット」タブで選択を行います。
4. オプション: 「フォーマット」タブの選択を、データ・ソースからインポートする新しいコ
ンテンツのデフォルトの選択として保存するには、「詳細」タブを選択し、「現在のオプシ
ョンをデフォルトとして保存」をクリックします。
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5. 右上隅にある をクリックして「オプション」を閉じます。
フォーマット・オプション
表 4-4 フォーマット・オプション

オプション 説明
ディメンション・ヘ
ッダー

アド・ホック・グリッドのみです。
グリッドで行ディメンションの上にヘッダーを出力します。
たとえば、ディメンション・ヘッダーが選択されていない場合:
 

 
ディメンション・ヘッダーが選択されている場合:

メンバー・ラベルの
繰返し

フォームのみです。
データの各行にメンバー名を表示でき、フォームの可読性が増します。
繰返しメンバーが 1つのセルにマージされるフォームでは、メンバー名が画面表示
外になり、メンバー名と行データの間でスクロールを繰り返す必要が生じることが
あります。「メンバー・ラベルの繰返し」を選択すると、フォームをより簡単に読
み取り、使用できます。

3桁ごとのセパレー
タの使用

数値データでカンマまたは他の 3桁ごとのセパレータを使用します。
小数桁数 アド・ホックおよびフォームに適用されます。フォーム定義に定義されている設定

をオーバーライドします。
データ値の小数点以下の桁数を指定します。
たとえば、Smart Viewで、選択されている小数点のオプションが"1"だとします。
すべての値で、右側の少数の桁が 1つに変更されます。元の値が 50.56の場合、リ
フレッシュ後の値は 50.6と表示されます。同様に、選択されているオプションが
"3"の場合、表示される値は 50.560になります。

列幅の調整 セルのコンテンツに合せて列の幅を自動的に調整します。

ノート:

このオプションを選択した後でも、Google Sheetsの
制限のために、列の内容が全面的には表示されない場
合があります。内容全体を表示するには、列ヘッダー
の区切り線をダブルクリックして列の幅を広げます。
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表 4-4 (続き) フォーマット・オプション

オプション 説明
セルのスタイルの使
用

アド・ホック・グリッドのみです。
メンバー・スタイル、データ・スタイルやその他のスタイル(該当する場合)に定義
した背景色のフォーマットを使用します。ユーザー定義または Google Sheetsの
フォーマットを上書きします。
フォームおよびアド・ホック・グリッドに別々のセル・スタイルを設定できます。
たとえば、メンバーの背景色を、フォームでは緑色、アド・ホック・グリッドでは
青色に設定することもできます。

ノート:

デフォルトでは、アド・ホック分析の開始時に、「セ
ル・スタイルの使用」は有効になっていません。その
ため、フォームにはスタイルが表示されても、アド・
ホック・グリッドとして開いた場合に、スタイルが消
えたように見えることがあります。アド・ホック・グ
リッドでのセル・スタイルの操作に関する詳細は、
Smart Viewフォーマット(セル・スタイル)の使用を参
照してください。

スタイルの適用 フォームのみです。
Smart Viewにフォームが表示されたら、オプションを選択してシートにフォーマ
ットを表示します:
• なし - シートにスタイル(Google Sheetsフォーマットまたは Smart Viewの
セル・スタイル)は適用されません。シートにセル・スタイルやカスタム・ス
タイルが存在する場合でも、このオプションを選択するといずれも表示されま
せん。ただし、それらは保持されているため、「セルのスタイル」、「カスタム・
スタイル」または「カスタム・スタイルとセルのスタイル」オプションを使用
して、後から表示できます。

• セルのスタイル—この表で説明されているように、Smart Viewのセル・スタ
イルのみがシートに適用されます。

• カスタム・スタイル - カスタムのユーザー定義ネイティブ Google Sheetsフォ
ーマットのみがシートに適用されます。

• カスタム・スタイルとセルのスタイル - Google Sheetsフォーマットと Smart
Viewのセル・スタイルの両方がシートに適用されます。
「カスタム・スタイルとセルのスタイル」を選択すると、カスタムの Google
Sheetsフォーマットより、セルのスタイルが優先されることに注意してくだ
さい。

選択を行った後、シートをリフレッシュしてください。
セルのスタイル セルのスタイル
メンバー・スタイル 次のメンバー・スタイルの背景色を設定します。

• メンバー
• 式(フォームのみ)
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表 4-4 (続き) フォーマット・オプション

オプション 説明
データ・スタイル 次のデータ・スタイルの背景色を設定します。

• ダーティ
• ロック済(フォームのみ)
• セル・テキスト(これらは Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance

Managementではセル・コメントです)
• 添付
• ドリルスルー
• サポート詳細
• 読取り専用
• データ

その他のスタイル 次のその他のスタイルの背景色を設定します。
• ディメンション・ヘッダー(アド・ホックのみ)
• コメント(これらはグリッドの外部に配置されるコメントです)
• カスタム・ラベル
• フォーム内の Excel式(フォームのみ)
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5
ディメンションとメンバー

次も参照:

• ディメンションとメンバーについてディメンションは、ビジネス・データを整理して値の取得と保持ができるようにするため
に使用するデータ・カテゴリです。

• 視点ディメンションの表示
POVパネルを使用すると、POVディメンションを表示し、POVディメンションからメン
バーを選択し、グリッドとの間で移動できます。

• メンバーの選択
Smart Viewで、アド・ホック・グリッドおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementフォームで使用するメンバーを選択します。

• 別名および別名表の操作
別名は、データベース・メンバーの代替名です。

• 修飾メンバー名の表示
名前が一意でないか、同一でないメンバーの場合、その修飾メンバー名を表示して、わか
りやすく識別しやすくできます。

ディメンションとメンバーについて
ディメンションは、ビジネス・データを整理して値の取得と保持ができるようにするために使
用するデータ・カテゴリです。
ディメンションには通常、内部でグループ化された関連メンバーの階層が含まれています。た
とえば、年ディメンションには、四半期や月など期間ごとのメンバーが含まれています。

視点ディメンションの表示
POVパネルを使用すると、POVディメンションを表示し、POVディメンションからメンバー
を選択し、グリッドとの間で移動できます。
視点(POV)とは、データ・ソース接続におけるディメンションのデフォルトの開始点です。グ
リッドに含める各ディメンションのメンバーとフィルタを選択し、グリッドに、またはグリッ
ドからメンバーを移動できます。
フォームでの POVの表示
フォームで視点ディメンションを表示するには:

1. フォームを開きます。
フォームを開くには、Google Sheetsでのフォームの開き方を参照してください。

2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」を選
択します。

3. 「データ」を選択し、「POV」を選択します。
「POV」パネルが「Smart Viewホーム」パネルの上に開きます。ここに、シート名とフォ
ームに関連付けられた POVディメンションが表示されます。「POV」パネルを閉じるには、
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をクリックします。
アド・ホック・グリッドでの POVの表示
アド・ホック・グリッドで視点ディメンションを表示するには:

1. アド・ホック・モードでグリッドを表示します。
グリッドを開くには、アド・ホック分析の開始を参照してください。

2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「データ」を選択し、「POV」を選択します。
「POV」パネルが「Smart Viewホーム」パネルの上に開きます。ここに、シート名とアド・
ホック・グリッド・フォームに関連付けられた POVディメンションが表示されます。
「POV」パネルを閉じるには、

をクリックします。
お気に入りからの POVパネルの起動
前述のセクションで説明したように、POVパネルをメニュー・ナビゲーションから起動するこ
とに加え、Oracle Smart View for Google Workspaceの「お気に入り」メニューからさらに速
く開くことができます。「Smart Viewホーム」パネルで、

をクリックし、「データ」セクションを展開して、「POV」をクリックします。お気に入りとし
てマークすると、リスト上部の「お気に入り」セクションに表示されます。
「お気に入り」メニューから「POV」パネルを起動すると、パネルは「Smart Viewホーム」パ
ネル内に開きます。

をクリックするとパネルが閉じられ、「Smart Viewホーム」パネル(
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)に戻れます。
POVパネルとアクティブ・シートの同期
Smart Viewでは、同じスプレッドシート内の複数のシートにまたがる複数のフォームとアド・
ホック・グリッドを操作できます。POVパネルの「同期」ボタンと「リフレッシュ」ボタンを
使用すると、POVパネルのコンテキストをアクティブなシートに維持できます。
これらのボタンは、次のシナリオで役立ちます:

• シート間の切り替え: フォームまたはグリッドで作業中に POVパネルを開くと、現在開い
ているフォームまたはグリッドのシート名と POVが表示されます。別のシート・タブで別
のフォームまたはグリッドに切り替えた場合、POVパネルは自動的に同期されず、新しい
シートの内容に従って POVディメンションが表示されます。前のシートのシート名と
POVが引き続き表示されます。
– アクティブなフォームまたはグリッドのそれぞれの POVディメンションを表示する
には、「同期」をクリックします。POVパネルに、アクティブなシートの名前と、フォ
ームまたはグリッドに関連する POVディメンションが表示されるようになりました。

– アクティブなシートのデータをリフレッシュし、POVパネルとシートを同期するには、
「リフレッシュ」をクリックします。シートがリフレッシュされ、POVパネルにアクテ
ィブなシートの名前と、フォームまたはグリッドに関連する POVディメンションが表
示されます。

• 属性の挿入: 属性の挿入中に、「メンバー・セレクタ」から属性を選択し、「挿入」をクリッ
クしても、属性ディメンションは POVパネルに自動的には表示されません。「同期」をク
リックすると、新しく追加された属性ディメンションが「POV」パネルに表示されます。
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ノート:

「POV」パネルからフォームまたはアド・ホック・グリッドをリフレッシュすると、
シートはリフレッシュされますが、編集されて編集モードのままになっているセル値
はリフレッシュされません。
たとえば、フォームまたはアド・ホック・グリッドでデータ値を編集し、セルを編集
モードのままにして、「POV」パネルから POVを変更したときです。「POV」パネル
で「リフレッシュ」をクリックすると、シートはリフレッシュされ、変更された POV
に基づいてデータが表示されますが、編集モードのセルはリフレッシュされません。
以前の POVの値が引き続き表示されます。

関連トピック:

• POVディメンションのメンバーを選択するには、視点ディメンションからのメンバーの選
択を参照してください。

• グリッドと POVの間でディメンションおよびメンバーをピボットするには、グリッドと
POVの間のディメンションまたはメンバーのピボットを参照してください。

メンバーの選択
Smart Viewで、アド・ホック・グリッドおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementフォームで使用するメンバーを選択します。
次も参照:

• メンバー・セレクタからのメンバーの選択
アド・ホック・グリッドを操作する際や、メンバーを選択して関数に追加する際、POVで
ディメンションを表示および変更する際など、様々な目的でメンバーを選択するときに「メ
ンバー・セレクタ」ダイアログを使用できます。

• 視点ディメンションからのメンバーの選択
グリッドに含める各ディメンションのメンバーとフィルタを選択し、グリッドに、または
グリッドからメンバーを移動できます。

• フリーフォーム・モードでのメンバーの入力
データベースのディメンションとメンバーを詳しく把握している場合は、フリーフォーム・
モードを使用して、これらの名前を直接セルに入力できます。

メンバー・セレクタからのメンバーの選択
アド・ホック・グリッドを操作する際や、メンバーを選択して関数に追加する際、POVでディ
メンションを表示および変更する際など、様々な目的でメンバーを選択するときに「メンバー・
セレクタ」ダイアログを使用できます。
複数の方法で「メンバー・セレクタ」ダイアログを起動できます。例:

• アド・ホック・グリッドから:
「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。「分析」を選択し、「メンバー選択」を選択します。

• 「POV」パネルから:
「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。「データ」を選択し、「POV」を選択します。POVディメンションの横にあ
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る をクリックし、ドロップダウン・リストから「メンバー・セレクタ」を選択しま
す。
詳細は、視点ディメンションからのメンバーの選択を参照してください。

メンバーを選択するには:

1. 「メンバー・セレクタ」ダイアログを起動します。
左側に「メンバー・リスト」、右側に「選択リスト」が表示されます。次の例では、メンバ
ーがまだ選択されていないため、選択リストは空になっています。
 

 

2. 「メンバー・セレクタ」ダイアログで、ディメンション・セレクタ・ドロップダウン (「メ
ンバー」リストの上にあるダイアログ・ボックスの左上)をクリックし、ディメンションを
選択します。選択したディメンションに属するメンバーが「メンバー・リスト」に表示さ
れます。次の例では、「メンバー・リスト」にアカウント・ディメンションに属するすべて
のメンバーが表示されています。
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「POV」パネルの POVディメンションから「メンバー・セレクタ」にアクセスした場合、

をクリックした隣にあるディメンションがドロップダウンに自動的に表示され、別のディ
メンションを選択することはできません。次の例では、エンティティ・ディメンションは
選択できません。
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3. オプション。特定のメンバーのセットを取得するには、「階層」ドロップダウン (ダイア
ログの左上にあるディメンション・セレクタの横にある、省略記号ボタン( )からアク
セス)を使用します。
メンバー・セット・フィルタは、強調表示されたメンバーに適用されます。メンバーを強
調表示するには、メンバー名をクリックして名前を強調表示します。メンバーが強調表示
されていない場合、フィルタはディメンション・セレクタ・ドロップダウンで選択したデ
ィメンションに適用されます。
フィルタ・オプションは、データ・ソース・タイプによって異なることがあります:

• 「階層」は、階層内のすべてのメンバーを選択します
• 「子孫」は、選択したメンバーのすべての子孫を選択します
• 「子孫(含む)」は、選択したメンバー、およびそのすべての子孫を含めます
• 「子」は、選択したメンバーの子のみを選択します
• 子を含むは、選択したメンバー、およびその子が含まれます
• 「兄弟」は、選択したメンバーのすべての兄弟を選択します
• 兄弟を含むは、選択したメンバー、およびそのすべての兄弟が含まれます
• 左の兄弟は、同じ親を持つ選択済メンバーの前に表示されるメンバーのみが含まれま
す

• 左の兄弟を含むは、選択したメンバー、および左の兄弟が含まれます

第 5章
メンバーの選択

5-7



• 右の兄弟は、同じ親を持つ選択済メンバーの後に表示されるメンバーのみが含まれま
す

• 右の兄弟を含むは、選択したメンバー、および右の兄弟が含まれます
• 「親」は、選択したメンバーの親のみを選択します
• 親を含むは、選択したメンバー、およびその親が含まれます
• 「祖先」は、選択したメンバーのすべての祖先を選択します
• 「祖先(含む)」は、選択したメンバー、およびそのすべての祖先を含めます
• 「レベル・ゼロの子孫」は、選択したメンバーの子孫のうち子のないすべての子孫を表
示します

• 「レベル」は、メンバー階層の 1レベルを選択する「フィルタ引数」ダイアログ・ボッ
クスを表示します

• 「世代」は、メンバー階層の 1世代を選択する「フィルタ引数」ダイアログ・ボックス
を表示します

• 「UDA」は、ユーザー定義属性(管理者が定義した場合にのみ使用可能)を選択する「フ
ィルタ引数」ダイアログ・ボックスを表示します

• 「属性」は、属性名と属性値(管理者が定義した場合にのみ使用可能)を選択する「フィ
ルタ引数」ダイアログ・ボックスを表示します

4. オプション。メンバー・リストでメンバーを検索するには、検索ボックスに必要な単語ま
たは文字を入力します。
検索結果は実際のメンバー階層に表示されます。検索アイコンの横にあるメニューを使用
して、検索結果に対して次のアクションを実行できます。
• 「次を検索」と「前を検索」: 次の検索結果と前の検索結果に移動します。検索アイコ
ンをクリックし続けることで、次の検索結果に移動することもできます。

• 「検索結果をすべてチェック」: 検索結果をすべて 1回の操作で選択し、選択リストに
移動します。

次の例では、「Sales」という語句が検索され、検索結果がメンバー・リストに表示されま
す。さらに、「検索結果をすべてチェック」オプションが選択されているため、すべての検
索結果の横にチェック・マークが表示されます。
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5. オプション。メンバー・リストで取得したメンバー・リストをフィルタリングするには、
メンバー・リストの下にあるフィルタ・ボックスに入力を開始します。入力するにつれて、
メンバー・リストが同時にフィルタリングされ、入力した文字が黄色で強調表示され、識
別しやすくなります。
次の例では、フィルタに入力された文字「cha」を含むメンバーが強調表示され、メンバ
ー・リストに表示されます。
 

 

6. 選択対象メンバーを選択するには、メンバー名の左側に直接カーソルをあわせてチェック・
ボックスを選択します。

ノート:

メンバー名の横にあるチェック・ボックスは、マウス・カーソルをあわせるまで
非表示になっています。

次の図では、「キャッシュ・フロー」メンバーのチェック・ボックスが青色になっており、
これは、メンバーが選択対象に選択されていることを意味します。「すべての勘定科目」メ
ンバーのチェック・ボックスは灰色で、これは、メンバーは選択されていない状態であり、
カーソルがこのメンバーの横にあることを意味します。
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次のことも可能です:

• メンバー名を直接クリックして、選択対象に単一のメンバーを選択します。
• マウスを使用して長方形をメンバーのグループにドラッグし、選択対象に複数のメン
バーを選択します。

7. オプション。メンバー・リストで、「アクション」ドロップダウン・メニュー( )を選
択して、次のアクションを実行します:

• 「子のチェック」、「子孫のチェック」または「基本メンバーのチェック」を選択し、該
当するメンバー、つまり選択したメンバーの子、子孫、または基本メンバーの横にあ
るチェック・ボックスを選択します。

• 「チェックのクリア」をクリックすると、すべてのチェック・マークがクリアされま
す。

• 「すべて展開」と「すべて縮小」を選択すると、メンバー階層が展開または折りたたん
だ状態で表示されます。

• 「メンバー情報」をクリックすると、メンバー・リストから選択したメンバーの情報が
表示されます。

• 「別名表」をクリックすると、別名表情報が存在する場合はそれを表示し、別名表を変
更できます。

8. 「追加」ボタン をクリックし、選択されたメンバーを「選択」リスト(ダイアログの右
側)に移動します。
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反対に、「削除」ボタン を使用して、メンバーを「選択」リストから「メンバー」リ
スト(ダイアログの左側のリスト)に戻します。

9. オプション。選択リストで、「上へ移動」、「一番上へ移動」、「下へ移動」、または「一番下
へ移動」の各ボタンを使用して、選択したメンバーをシートに表示する順序に配置します。
有効になるボタンは、「選択」リストで選択したメンバーによって異なります。次の例で
は、「選択」リストに 5個のメンバーが表示され、中央のメンバーが選択されています。中
央のメンバーは上下に移動される可能性があるため、すべてのボタンが有効になります。
 

 

10. オプション。「選択」リストの上にある矢印を切り替えて、グリッドにメンバーを挿入する
方法を選択します:

では、選択したメンバーが列に横方向に挿入されます

では、選択したメンバーが行に縦方向に挿入されます

11. オプション。選択リストで、「アクション」ドロップダウン・メニュー を選択して、
次のアクションを実行します:

• 「ディメンションの選択」を使用して、ディメンション・セレクタ・ドロップダウン(ダ
イアログ・ボックス内の 1つ目のドロップダウン)で選択したディメンションを、「選
択」リストに追加します。

• 「すべて削除」を使用して、選択したすべてのメンバーを削除します。
• 「すべてチェック」と「チェックのクリア」を使用して、「選択」リストのすべてのメ
ンバーを選択、または選択を解除します。

12.「完了」をクリックしてダイアログ・ボックスを閉じ、選択したメンバーをグリッドに追加
するか、「取消」をクリックして変更を保存せずにダイアログ・ボックスを閉じます。

13.「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「リフレッシュ」
を選択して、選択したメンバーに対応するデータを更新します。

視点ディメンションからのメンバーの選択
グリッドに含める各ディメンションのメンバーとフィルタを選択し、グリッドに、またはグリ
ッドからメンバーを移動できます。
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各接続は 1つの POVにのみ関連付けられます。ただし、スプレッドシート内の異なるシート
への同じ接続には、異なる POVが含まれる場合があります。
「POV」ドロップダウン・リストに追加するメンバーを選択するには:

1. アド・ホック・グリッドを開きます。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「データ」を選択し、「POV」を選択します。
4. 「POV」パネルで、POVディメンションの横の省略記号ボタン をクリックし、ドロッ
プダウン・メニューから「メンバー・セレクタ」を選択します。

5. 「メンバー・セレクタ」でメンバーを選択し、これをダイアログの左側から右側に移動しま
す(メンバー・セレクタからのメンバーの選択を参照)。
選択したメンバーは、POVのディメンションのドロップダウン・メニューに表示されま
す。たとえば、Visionアプリケーションにおいて、製品ディメンションのすべてのメンバ
ーを選択した場合、これは結果のドロップダウン・リストの部分ビューとなります:

ノート:

メンバーまたはディメンションを POVからグリッドにピボットするには、グリッド
と POVの間のディメンションまたはメンバーのピボットを参照してください

フリーフォーム・モードでのメンバーの入力
データベースのディメンションとメンバーを詳しく把握している場合は、フリーフォーム・モ
ードを使用して、これらの名前を直接セルに入力できます。
フリーフォーム・モードでは、現在のグリッドに関連付けられている別名表からの別名を使用
できます。アド・ホック・グリッドで、別の別名表の別名を入力すると、現在の別名表の別名
に戻ります
データ・ソースへの接続後、次のようにメンバー名を入力できます。
• メンバー名を空白のセルに入力します
• セル内のメンバー名を、同じディメンションの別のメンバーに置き換えます
POV、メンバー選択およびフリーフォーム・グリッドでのその他のアド・ホック操作も引き続
き使用できます。
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別名および別名表の操作
別名は、データベース・メンバーの代替名です。
次も参照:

• 別名について
• 別名表の選択

別名について
データベース・メンバー名は多くの場合、ストック番号や製品コードで、別名はより記述的に
指定できます。
たとえば、「PBCS Vision Plan1」キューブで、"Product"ディメンションの"P_TP1"メンバーの
別名は"Computer Equipment"です。別名は、データベースの一部として、別名表に保管されま
す。ディメンションは、複数の別名表に関連付けることができます。

別名表の選択
管理者がデータベースに別名表を作成している場合、現在のワークシートに別名表を選択でき
ます。選択した別名表は現在のワークシートにのみ適用され、将来の接続には適用されません。
現在のワークシートの別名表を選択するには:

1. アド・ホック・グリッドでメンバーを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「分析」を選択し、「別名の変更」を選択します。
4. 表示されたダイアログ・ボックスで別名表を選択し、「OK」をクリックします。

ノート:

現在のグリッドに関連付けられていない別名表から名前を入力すると、リフレッシュ
後に、現在のグリッドに関連付けられている別名表から対応する別名が表示されま
す。たとえば、ロング名別名に関連付けられているグリッドに QTR1と入力すると、
リフレッシュ後に、Quarter1が表示されます。

修飾メンバー名の表示
名前が一意でないか、同一でないメンバーの場合、その修飾メンバー名を表示して、わかりや
すく識別しやすくできます。
異なるメンバーまたはメンバーの別名に同じ名前が付けられていることがあります。たとえ
ば、データベースに、1つはニューヨーク市、もう 1つはニューヨーク州の、2つの"ニューヨ
ーク"という名前のメンバーが存在することがあります。グリッドではどちらのメンバーも"ニ
ューヨーク"と表示できますが、両者を区別する場合は、名前のかわりに修飾名を表示できま
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す。修飾名には、メンバー名と、そのメンバーを一意に定義するレベルまでの祖先の名前が含
まれます。たとえば、[Market].[New York]とします。
同一メンバーの修飾名を表示するには、次の方法があります:

セル情報での修飾名の表示
同一メンバーの修飾名は、「セル情報」ダイアログで表示できます。詳細は、メンバー・セル情
報の表示を参照してください。
修飾名を表示するには:

1. グリッドでメンバー・セルを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「分析」を選択し、「セル情報」を選択します。
4. 「メンバー情報」ダイアログで、「別名」タブを選択すると、選択したメンバーの修飾名が
表示されます。

シートでの修飾名の表示
Smart Viewのオプションを使用して、シートに修飾名を表示できます。
シート上で同一メンバーの修飾名を表示するには:

1. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「オプション」を
選択します。

2. 「オプション」ダイアログで、「メンバー」タブを選択します。
3. 「メンバー名の表示」ドロップダウン・メニューから、「個別のメンバー名のみ」を選択し
ます。

4. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、 「リフレッシ
ュ」を選択します。
シート上のグリッドが修飾名でリフレッシュされます。

セル・ノートでの修飾名の表示
Google Sheetsでは、Smart Viewオプションの「メンバー名の表示」ドロップダウン・メニュ
ーで「個別のメンバー名のみ」オプションが選択されていない場合、該当するメンバーのセル・
ノートに修飾名が表示されます。セル・ノートには、セルの隅に三角形が表示されます。セル
にカーソルを置くと、修飾名が表示されます。セル・ノートを持つメンバー・セルを切り取り
またはコピーしてシート上の別の場所に貼り付ける、またはグリッド内でソートすると、ノー
トもメンバーと一緒に新しいセルの位置に移動されます。
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Note:

• ノートのテキストは編集可能に表示されていても、追加、削除、または変更しな
いことをお薦めします。ノートのテキストを変更すると、メタデータが失われ、
シート上のメンバーのコンテキストに影響する可能性があります。

• Google Sheetsの「Insert Note」オプションを使用してユーザーが手動で追加し
たセル・ノートは、グリッドをリフレッシュしても保持されません。

• 修飾メンバー名は、単一のアド・ホック・グリッド・シートのセル・ノートでの
み表示できます。現在、複数のアド・ホック・グリッド・シートではサポートさ
れていません。

• フレックス・フォームでは、修飾メンバー名を表示するセル・ノートは、別名が
存在するメンバーに対してのみ表示されます。

同一メンバーの修飾名を表示するには:

1. シート上で、修飾メンバー名を表示するメンバー・セルを探します。

Note:

修飾メンバー名を持つセルには、ノートがあることを示す三角形が隅に表示され
ます。

2. セルにカーソルを置くと、ツールチップとして表示されるメモに修飾名が表示されます。
 

 

1行目に修飾名が表示されます。例: [Ops Metrics].[BPO Contacts]。
2行目に、シートに表示される名前が表示されます。例: BPO Contacts。
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6
データおよびデータ・セル

次も参照:

• データのリフレッシュ
スプレッドシートの現在のシートのデータを取得してリフレッシュできます。

• データの送信
変更されたデータをフォームおよびアド・ホック・グリッドから送信することにより、デ
ータ・ソースのデータのすべてのタイプを更新できます。

• データの計算
新しいまたは変更されたデータを送信した後、データベースでデータを計算してその変更
を反映する必要があります。

• セル・アクションの操作
セルの展開および縮小、ベースとなるメンバー式の表示、詳細なメンバー情報の表示、フ
ァイルおよび URLの添付、コメントおよびセルの履歴の確認を行います。

• サポート詳細の操作
フォームでアド・ホック・グリッドおよび書込み可能なセルのサポート詳細を入力できま
す。

• データ・セルでの値の調整
セルに数値データが含まれている場合は、1つ以上のデータ・セルの値を、指定した数値
またはパーセンテージによって調整できます。

• 一括割当てを使用した値の分散
一括割当てを使用して、ソース・セルのすべての子孫およびすべてのディメンションでデ
ータを分散できます。

• グリッド分散を使用した値の分散
管理者が「グリッド分散」を使用可能にしている場合、ターゲット・セルの既存の値に基
づいて、グリッド上の複数のディメンションにわたって値を増減する量またはパーセンテ
ージを指定することができます。

• メンバー・セル情報の表示
グリッド上に、任意のメンバー・セルの詳細情報を表示できます。

• ドリルスルー・レポートの操作
管理者により事前定義されたドリルスルー・レポートを、ユーザーは指定された個々のデ
ータ・セルから使用できます。

• スマート・リストの操作
スマート・リストと呼ばれるカスタム・ドロップダウン選択リストを使用してデータを入
力できます。スマート・リストは、フォームおよびアド・ホック・グリッドのデータ・セ
ルからアクセスします。

• データ検証エラーの解決
サービス管理者が任意のデータ検証ルールを設定している場合、ユーザーはこれらのルー
ルの結果を Smart Viewで表示し、フォーム内で直接エラーを修正できます。

データのリフレッシュ
スプレッドシートの現在のシートのデータを取得してリフレッシュできます。
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リフレッシュは現在のシート全体に適用され、フォーム、アド・ホック・グリッド、関数のデ
ータが含まれます。
「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「リフレッシュ」を選
択して、現在のシートをリフレッシュします。
または、「お気に入り」メニューの「リフレッシュ」オプションを使用することもできます。リ
フレッシュは、POVを変更した後にシートをリフレッシュするために使用される「POV」パネ
ルの「リフレッシュ」ボタンなど、特定のアクションの一部でもあります。
リフレッシュについてのノート
• スプレッドシートに複数のシートがある場合は、各シートを開いて「リフレッシュ」をク
リックし、個別にリフレッシュします。スプレッドシート内のすべてのシートを同時にリ
フレッシュすることはサポートされていません。

• アド・ホック・シートで、Google Sheetsフィルタはリフレッシュ後保持されます。
• 一部の列を削除し、シートをリフレッシュした後、選択した POVメンバーがディメンショ
ン・メンバーに戻ります。これを回避するには、「POV」ボタンをクリックして POVディ
メンションを非表示にし、ページ・メンバーを含む列を削除しないようにします。

• 同じシート内の複数のデータ・ソースからの複数のグリッドを操作するときは、一度にす
べての接続のグリッド・データのみをリフレッシュできます。
たとえば、グリッド 1とグリッド 2が Planningに接続され、グリッド 3が Tax Reporting
に接続されたシートを操作しているとします。Smart View for Google Workspaceメニ
ューを「リフレッシュ」からクリックすると、すべてのグリッド (グリッド 1、グリッド 2、
グリッド 3)が 1回の操作で同時にリフレッシュされます。
– すべてのグリッドをまとめてリフレッシュするには、グリッドの範囲外のセルを選択
し、「リフレッシュ」をクリックします。

– 特定のグリッドのみをリフレッシュするには、グリッドの範囲内のセルを選択し、「リ
フレッシュ」をクリックします。これにより、特にシートに多数のグリッドが含まれ
ている場合に、データのリフレッシュにかかる時間を節約できます。

• Google Sheetsのサポートが有効になっていない場合、Smart Viewからデータ・ソースに
接続した後、保存したシートを再度開いて、保存したシートをリフレッシュまたは送信し、
グリッド内のデータを更新して送信するか、シート内の関数をリフレッシュしようとする
と、「この操作は、プロバイダではサポートされていません。Google Sheetsのサポートを
使用可能にするには、管理者に連絡してください。」というメッセージが表示されます。サ
ービス管理者が Google Sheetsのサポートを有効にしないかぎり、データの送信またはリ
フレッシュを続行することはできません。

• 「POV」パネルまたは「お気に入り」パネルからフォームまたはアド・ホック・グリッドを
リフレッシュすると、シートはリフレッシュされますが、編集されて編集モードのままに
なっているセルの値はリフレッシュされません。
たとえば、フォームまたはアド・ホック・グリッドでデータ値を編集し、セルを編集モー
ドのままにして、「POV」パネルから POVを変更したときです。「POV」パネルで「リフ
レッシュ」をクリックすると、シートはリフレッシュされ、変更された POVに基づいてデ
ータが表示されますが、編集モードのセルはリフレッシュされません。以前の POVの値が
引き続き表示されます。

データの送信
変更されたデータをフォームおよびアド・ホック・グリッドから送信することにより、データ・
ソースのデータのすべてのタイプを更新できます。
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データを送信するには:

1. データ・ソースに接続し、プランまたはフォームをグリッドに開きます。
2. 必要に応じてデータを変更します。
3. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「送信」を選択し
ます。
データを送信する際は、カーソルがグリッド内にあることを確認してください。シート上
のすべてのダーティ・セルが送信されます。送信操作が完了すると、「完了」というトース
ト・メッセージが表示されます。

リフレッシュせずにデータを送信
このオプションを使用すると、ユーザーはシートからすべてのデータを送信できます。
「リフレッシュせずに送信」には、明示的に変更した(ダーティになった)すべてのデータ・セ
ル、および変更されていないデータ・セルも含まれます。すべてのデータ・セルがダーティと
マークされ、送信されます。

Note:

変更されたセルを簡単に識別可能にするには、ダーティ・セルのセル・スタイルを設
定します。

最初にリフレッシュせずにデータを送信するには:

1. データ・ソースに接続し、アド・ホック・グリッドを開きます。
2. 必要に応じてデータを変更します。
3. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

4. 「データ」、「送信」を選択し、「リフレッシュせずに送信」を選択します。
セルがダーティであるか否かにかかわらず、シート上のすべてのセルのデータが送信され
ます。

データの計算
新しいまたは変更されたデータを送信した後、データベースでデータを計算してその変更を反
映する必要があります。
データを計算するには、データへのセキュリティ・アクセス権が必要です。
Google Sheetsで Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementフォームのデー
タを計算する場合に使用できる方法は 2つあります:

• 「ビジネス・ルール」では、フォームに適用するビジネス・ルールを選択できます。
Cloud EPMフォームへのビジネス・ルールの適用を参照してください。

• 「フォームに関する規則」は、各フォームでの小計の計算用に作成されています。
Cloud EPMフォームでの小計の計算を参照してください。
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データの送信後にルールが計算されるように設計されたフォームでビジネス・ルールを実行す
ることもできます。データを送信するときにルールが実行されるように定義されたフォームで
のビジネス・ルールの適用を参照してください。
Cloud EPMフォームへのビジネス・ルールの適用
フォームにビジネス・ルールを適用するには:

1. フォームを開きます。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」を選
択します。

3. 「計算」を選択し、「ビジネス・ルール」を選択します。
フォームに関連付けられたビジネス・ルールが Smart Viewパネルに表示されます。

4. オプション: 「ビジネス・ルール」パネルの下部にある「フィルタ」ボタンをクリックし、
キューブおよびルール・タイプによってルールをフィルタ処理します。デフォルトでは、
すべてのキューブおよびルール・タイプのオプションが選択されています。検索を絞り込
むには、表示する必要がないキューブおよびルール・タイプのチェック・ボックスをクリ
アしてから、「適用」をクリックします。選択内容に従ってリストがフィルタ処理されま
す。この例では、Plan1キューブにのみ適用されるすべてのタイプのビジネス・ルールが
表示されます。

図 6-1 ビジネス・ルール・フィルタ・オプション

5. ビジネス・ルールを選択して起動します。
6. 適用可能な実行時プロンプトを入力し、「実行」をクリックします。
7. ダイアログ・ボックスが表示され、ビジネス・ルールが正常に完了したかどうかが示され
ます。「閉じる」をクリックしてダイアログ・ボックスを閉じます。
計算が正常に処理されると、計算結果がデータベースの値に反映されます。

Cloud EPMフォームでの小計の計算
フォームで小計を計算するには:

1. フォームを開きます。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」を選
択します。

3. 「計算」を選択し、「フォームに関する規則」を選択します。
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ノート:

「ビジネス・ルール」パネルの下部にある「フィルタ」ボタンをクリックし、キュ
ーブおよびルール・タイプによってルールをフィルタ処理します。デフォルトで
は、すべてのキューブおよびルール・タイプのオプションが選択されています。
検索を絞り込むには、表示する必要がないキューブおよびルール・タイプのチェ
ック・ボックスをクリアしてから、「適用」をクリックします。選択内容に従って
リストがフィルタ処理されます。

4. Smart Viewパネルで、小計を計算するルールを選択します。
ビジネス・ルールを起動すると、スプレッドシートの未保存のデータは失われます。

5. ダイアログ・ボックスが表示され、ビジネス・ルールが正常に完了したかどうかが示され
ます。「閉じる」をクリックしてダイアログ・ボックスを閉じます。
計算が正常に処理されると、計算結果がデータベースの値に反映されます。

データを送信するときにルールが実行されるように定義されたフォームでのビジネス・ルール
の適用
フォームの中には、データを送信するときにビジネス・ルールが実行されるように設計されて
いるものがあります。Webアプリケーションでは、これを「保存後に実行」と呼んでいます。
データを送信するときにルールが実行される(「保存後に実行」とも呼ばれる)ように設計された
フォームでビジネス・ルールを実行するには:

1. フォームを開きます。
2. フォームに必要な変更を加えます。
3. 「送信」をクリックします。
フォームに関連付けられたビジネス・ルールがダイアログ・ページに表示されます。

4. 適用可能な実行時プロンプトを入力し、「保存」をクリックします。

セル・アクションの操作
セルの展開および縮小、ベースとなるメンバー式の表示、詳細なメンバー情報の表示、ファイ
ルおよび URLの添付、コメントおよびセルの履歴の確認を行います。

セル・コメントの追加
1つのデータ・セルに 1つ以上のコメントを追加できます。
各データ・セルに、複数のユーザーからのコメントを含めることができます。連続するデータ・
セルの範囲に同じコメントを追加することもできます。コメントを含むセルは、セル・スタイ
ルに関連付けることができます。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementで設定された文字制限が適用され
ます。
管理者から割り当てられた権限レベルに応じて、データ・セルで次のいずれかの操作を実行で
きます:

• コメントを追加します
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• 同じコメントを同時に連続または隣接するセル範囲に追加します。
• 自分や他のユーザーが追加したコメントを表示します
• 入力したコメントを削除します。

ノート:

他のユーザーによって入力されたコメントは削除できません。
コメントの削除時、削除を確定するよう求めるダイアログ・ボックスは表示されません。

データ・セルにコメントを追加するには:

1. アド・ホック・グリッドまたはフォームでデータ・セルまたはデータ・セルの範囲を選択
します。
データ・セルの範囲を選択するには、[Shift]キーを使用します。セル範囲の選択に、[Ctrl]
キーを使用しないでください。

2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」また
は「アド・ホック」を選択します。

3. 「データ」、「セルのアクション」を選択し、「セルのアクション」を選択します。
4. 「セルのアクション」ダイアログ・ボックスで、「テキスト」を選択し、コメントを入力し
ます。

5. セルの範囲を選択した場合は、一度に 1つのセルに対するコメントを入力するか、選択し
たすべてのセルにコメントを適用できます。
• 1つのセルのコメントを入力するには、ドロップダウン・メニューからセルを選択し、
コメントを入力します。

• 選択したすべてのセルに対するコメントを入力するには、「選択したセルすべてに適
用」を選択します。

6. 「投稿」をクリックしてコメントを保存します。
7. 「閉じる」をクリックして、ダイアログ・ボックスを閉じます。

添付の追加
ドキュメントは、URLまたはファイルを使用して個々のデータ・セルに添付できます。
各データ・セルには、1人以上のユーザーによって添付された複数のドキュメントを含めるこ
とができます。管理者から割り当てられた権限レベルに応じて、データ・セルで次のいずれか
の操作を実行できます:

• URLまたはファイルを使用してドキュメントを添付します。
• 同じドキュメントを URLとして同時に連続または隣接するセル範囲に添付します。

ノート:

同じドキュメントをファイルとして同時にセル範囲に添付することはできませ
ん。ファイルは一度に 1つのセルに添付できます。
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• 自分や他のユーザーが添付したドキュメントを表示します。
• 添付したドキュメントを編集および削除します。他のユーザーが添付したドキュメントは
編集または削除できません。

添付を含むセルは、セル・スタイルに関連付けることができます。
データ・セルにドキュメントを添付するには:

1. アド・ホック・グリッドまたはフォームでデータ・セルまたはデータ・セルの範囲を選択
します。
データ・セルの範囲を選択するには、[Shift]キーを使用します。セル範囲の選択に、[Ctrl]
キーを使用しないでください。

2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」また
は「アド・ホック」を選択します。

3. 「データ」、「セルのアクション」を選択し、「セルのアクション」を選択します。
4. 「セルのアクション」ダイアログ・ボックスで、「添付」を選択し、次のいずれかを行いま
す:

• URLを添付するには、添付するドキュメントのタイトルおよび URLを入力します。

ノート:

セルの範囲を選択した場合は、一度に 1つのセルに URLを添付するか、選択
したすべてのセルに同じ URLを添付できます。
– 範囲内の 1つのセルに URLを添付するには、ドロップダウン・メニュー
からセルを選択し、URLを添付します。

– 範囲内のすべての選択済セルに同じ URLを添付するには、「選択したセ
ルすべてに適用」を選択します。

• ファイルを添付するには、 をクリックし、添付するファイルに移動して選択し、「開
く」をクリックします。

5. 「投稿」をクリックすると、選択内容が保存されます。
6. 「閉じる」をクリックして、ダイアログ・ボックスを閉じます。

ノート:

添付があるセルの背景色を定義するには、Smart Viewの「オプション」で、「フォー
マット」をクリックし、「セルのスタイル」をクリックします。「データ・スタイル」
を展開し、「添付」を選択して色を設定します。

セルの展開と縮小
フォームで作業している場合、グリッドで親セルを展開したり、縮小できます。
フォームの親セルを展開または縮小するには:

1. フォームでセルを選択します。
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2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」また
は「アド・ホック」を選択します。

3. 「データ」、「セルのアクション」を選択し、「展開/縮小」を選択します。

サポート詳細の操作
フォームでアド・ホック・グリッドおよび書込み可能なセルのサポート詳細を入力できます。
サポート詳細は、メンバー・アウトラインに含まれないデータを作成するための、組込み型の
計算機として機能します。サポート詳細には、データの集約方法を定義するテキスト、値、お
よび演算子を含めることができます。

サポート詳細の追加
フォームでアド・ホック・グリッドのセルおよび書込み可能なセルのサポート詳細を入力でき
ます。

Note:

• サポート詳細は、レベル 0以外の期間セルや、読取り専用セル、およびロックさ
れているセルには追加できません。

• サポート詳細を送信する際に、「保存時に実行」に設定されたルールにフォームが
関連付けられている場合、「ビジネス・ルール」ダイアログが表示されます。

サポート詳細を追加するには:

1. フォームまたはアド・ホック・グリッドで、サポート詳細を追加するセルを選択します。
1つの行また列内で、1つのセルを選択するかまたは複数のセルを続けて選択できます。こ
の選択に行と列の組合せを含めることはできません。書き込めるように、現地通貨のセル
を選択してください。

2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」また
は「アド・ホック」を選択します。

3. 「データ」、「セルのアクション」を選択し、「サポート詳細」を選択します。
「サポート詳細」ダイアログに、選択したセルが反映されます。

4. 「無題」テキストに説明を入力します。
テキストとそれに関連する演算子は、同じ親の下にいる子の間で同じものは使用できませ
ん。デフォルトでは、最大 1,500文字入力できます。

5. ボタンを使用して、インデントされた階層を設定または変更し、目的の構造と計算を反映
します。
たとえば、「子の追加」をクリックして、選択したアイテムの直下にライン・アイテムを追
加します。
詳細は、サポート詳細の階層の設定を参照してください。

6. アイテムごとに演算子を選択して、ライン・アイテム間の演算関係を設定します。
次の演算子から選択します。
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演算子 関数
+ 加算
- 減算
* 乗算
/ 除算
~ 無視

7. データを入力して設定または計算をします。
フォームで設定したものと同じ倍率を使用して、数字を入力します。

8. 「送信」をクリックします。
値は動的に計算され、データを送信する前に集約されます。フォーム上のデータも送信さ
れます。

サポート詳細の階層の設定
サポート詳細の階層は、関係を作成するセルの値と算術演算子をサポートする情報のタイプを
反映しています。この階層を作成し、変更できます。
サポート詳細の階層を設定するには:

1. フォームまたはアド・ホック・グリッドで、サポート詳細のセルを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」また
は「アド・ホック」を選択します。

3. 「データ」、「セルのアクション」を選択し、「サポート詳細」を選択します。
「サポート詳細」ダイアログに、選択したセルが反映されます。

4. 詳細が含まれる必要な階層内でアイテム上にカーソルを置き、次の表のオプションをクリ
ックして行を設定または変更します:

Table 6-1    「サポート詳細」オプションとその結果

オプション 結果
子の追加 選択されたセルの 1レベル下にアイテムを追加

します。子は無制限に追加できますが、パフォー
マンスに与える影響を考慮してください。

兄弟の追加 選択されたセルと同じレベルにアイテムを追加
します。兄弟は無制限に追加できますが、パフォ
ーマンスに与える影響を考慮してください。

削除 選択されたアイテムの除去
すべて削除 すべてのサポート詳細を同時に除去
上位へ移動 選択されたアイテムを 1つ上のレベルに移動
下位へ移動 選択されたアイテムを 1つ下のレベルに移動
上へ移動 選択したアイテムをその兄弟の先祖より前に移

動します
下へ移動 選択したアイテムをその兄弟の子孫より後に移

動します
行のコピー 選択アイテムの下に行を追加してテキスト、演算

子、値などをコピーします。
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Table 6-1    (Cont.) 「サポート詳細」オプションとその結果

オプション 結果
入力 行内の現在のセルからその右のセルにデータを

コピーします。
リフレッシュ 保管されたデータベースの最新の値を取得し、す

でに保存された値を復元し、変更内容を上書きし
ます。

5. 「送信」をクリックします。

サポート詳細の表示および変更
セルに追加されたサポート詳細を表示および変更できます。

Note:

• 詳細をサポートするセルは、グリッド内で簡単に識別できるように、セル・スタ
イルを使用して示すことができます。

• サポート詳細を含むセルの背景色を定義するには、Smart Viewの「オプション」
で、「フォーマット」をクリックし、「セルのスタイル」をクリックします。「デー
タ・スタイル」を展開し、「サポート詳細」を選択して色を設定します。

サポート詳細を表示または変更するには:

1. フォームまたはアド・ホック・グリッドで、サポート詳細を表示または追加するセルを選
択します。
1つの行また列内で、1つのセルを選択するかまたは複数のセルを続けて選択できます。こ
の選択に行と列の組合せを含めることはできません。書き込めるように、現地通貨のセル
を選択してください。

2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」また
は「アド・ホック」を選択します。

3. 「データ」、「セルのアクション」を選択し、「サポート詳細」を選択します。
「サポート詳細」ダイアログに、選択したセルが反映されます。

4. 詳細を表示するか、選択したセル内のデータを集約するライン・アイテムまたは計算を変
更します。

データ・セルでの値の調整
セルに数値データが含まれている場合は、1つ以上のデータ・セルの値を、指定した数値また
はパーセンテージによって調整できます。
値を調整するには、連続したまたは連続していないセルの範囲を含めて、単一のセルまたは複
数のセルの範囲を選択できます。ただし、範囲を選択するとき、読取り専用セル、サポート詳
細を含むセル、文字列または非数値を含むセル、またはグリッド外のセルを選択した場合、関
連するエラー・メッセージによって、調整操作を実行できないことが通知され、選択を変更す
るように求められます。
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ノート:

複数の期間をまたぐデータの分散はサポートされていないため、期間をまたぐデータ
は調整できません。たとえば、四半期データ・セルのデータを調整しても、対応する
月次データ・セルの値は調整されません。

データ値を調整するには:

1. フォームまたはアド・ホック・グリッドで、値を調整するデータ・セルをクリックします。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」また
は「アド・ホック」を選択します。

3. 「データ」、「調整」を選択し、「調整」を選択します。
4. 「データの調整」で、次のいずれかのオプションを選択し、セルの値を調整する数値または
パーセンテージを入力します。
使用可能なオプションは次のとおりです。
• 選択したセルに固定値を加える
• 選択したセルから固定値を引く
• 選択したセルに固定値を掛ける
• 選択したセルを固定値で割る
• 選択したセルを固定率分だけ増やす
• 選択したセルを固定率分だけ減らす

5. 「データの調整」をクリックします。

一括割当てを使用した値の分散
一括割当てを使用して、ソース・セルのすべての子孫およびすべてのディメンションでデータ
を分散できます。
一括割当てによる分散は、グリッドに表示されないセルにデータを分散し、ターゲット・セル
へのアクセス権を持つ必要はありません。
一括割当てを使用する場合は、次の点に注意してください。
• 一括割当てはフォームでのみ可能で、管理者が一括割当てを使用可能にしておく必要があ
ります。

• 一括割当てを使用するには一括割当ての役割でプロビジョニングされる必要があります。
• 一括割当ては元に戻せません。
一括割当てを使用して値を分散するには:

1. フォームまたはアド・ホック・グリッドを開きます。
2. 分散する小計または合計セルにカーソルを置きます。
3. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」また
は「アド・ホック」を選択します。

4. 「データ」、「調整」を選択し、「一括割当」を選択します。
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5. 「分散値」に新しい値を入力して現在の値を置き換えるか、ドロップダウン・メニューか
ら、次のいずれかを選択します。
• 値: 指定した量で値を増減します。
• パーセンテージ: パーセンテージで値を増減します。

6. 「指定値ずつ増やす」または「指定値ずつ減らす」を選択して値を入力します。
7. 「分散値」に実際の分散値を入力します。
たとえば、現在の値が 100で、分散値を 125にする場合、「分散値」に直接 125と入力し、
「指定値ずつ増やす」および「指定値ずつ減らす」オプションには何もしません。
または、「指定値ずつ増やす」に 25と入力すると、「分散値」に 125と表示されます。
「分散値」に値を入力しても「指定値ずつ増やす」および「指定値ずつ減らす」テキスト・
ボックスには影響しません。ただし、「指定値ずつ増やす」および「指定値ずつ減らす」に
値を入力すると、「分散値」テキスト・ボックスに分散値が反映されます。

8. 指定した値またはパーセンテージをターゲット・セル全体に分散するには、「分散タイプ」
を選択します。
• 比例分散: ターゲット・セルの既存値に基づいて、値を比例分散します(デフォルト)。
• 均等分割: ターゲット・セル間で均等に値を分散します。
• 入力: すべてのターゲット・セル内の値を置換します。
• リレーショナル分散: 様々なソースの場所に存在する値に基づいて、選択されたセルに
分散します。このオプションを選択すると、各ディメンションに対して現在選択され
ているメンバーが「現在の関係」列および「関係の選択」列に表示されます。行をダ
ブルクリックすると、「メンバー選択」が開き、そのディメンションのメンバーを 1つ
選択できます。これは後で「関係の選択」列に表示されます。

管理者は他の分散パターンを追加できます。
9. 「分散」をクリックします。
新しい値は自動的に保存されます。

グリッド分散を使用した値の分散
管理者が「グリッド分散」を使用可能にしている場合、ターゲット・セルの既存の値に基づい
て、グリッド上の複数のディメンションにわたって値を増減する量またはパーセンテージを指
定することができます。
分散データを計算する場合、読取り専用のセルとロックされたセル、およびサポート詳細の付
いたセルは無視されます。アクセスできるセルのみに値を分散することで、データの整合性が
保証されます。
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ノート:

• フレックス・フォームでのグリッド分散は、期間ディメンションがフレックス対
応でない場合にのみサポートされます。期間ディメンションが列にある場合、列
でフレックス・フォームを有効にしないでください。同様に、期間ディメンショ
ンが行にある場合、行でフレックス・フォームを有効にしないでください。

• 行のみでフレックス・フォームが有効になっているフォームで「フレックス・フ
ォームの無効なメンバーの表示」オプションが有効になっており、行に期間以外
のディメンションが含まれていて、列の期間ディメンションがフレックスに対応
していない場合、グリッド分散は一度は機能しますが、それ以降の分散操作では
機能しません。このようなフォームを設計する際は、フレックス・フォームでグ
リッド分散が機能するように、「レイアウト」タブの「Smart Viewのオプショ
ン」にある「フレックス・フォームの無効なメンバーの表示」チェック・ボック
スが選択されていないことを確認してください。

グリッド分散を使用した値を分散するには:

1. フォームまたはアド・ホック・グリッドを開きます。
2. ターゲット・セルに分散する小計または合計ソース・セル値にカーソルを置きます。
3. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」また
は「アド・ホック」を選択します。

4. 「データ」、「調整」を選択し、「グリッド分散」を選択します。
5. ドロップダウン・メニューから、次のいずれかを選択します:

• 値: 指定した量で値を増減します。
• パーセンテージ: パーセンテージで値を増減します。

6. 「指定値ずつ増やす」または「指定値ずつ減らす」を選択して値を入力します。
7. 「分散値」に実際の分散値を入力します。
たとえば、「現在の値」が 100で、分散値を 125にする場合、「分散値」に直接 125と入力
し、前のステップの「指定値ずつ増やす」/「指定値ずつ減らす」オプションまたはテキス
ト・ボックスでは何もしません。
または、「指定値ずつ増やす」に 25と入力すると、「分散値」に 125と表示されます。

ノート:

「分散値」に値を入力しても、「指定値ずつ増やす」/「指定値ずつ減らす」テキス
ト・ボックスには影響はありません。ただし、「指定値ずつ増やす」/「指定値ず
つ減らす」に値を入力すると、「分散値」テキスト・ボックスに分散値が反映され
ます。

8. 分散パターンを選択します。
• 比例分散: ターゲット・セルの既存値に基づいて、値を比例分散します(デフォルト)。
• 均等分割: ターゲット・セル間で均等に値を分散します。
• 入力: すべてのターゲット・セル内の値を置換します。
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管理者は他の分散パターンを追加できます。
9. 「分散」をクリックします。指定した値またはパーセンテージがターゲット・セル全体に分
散され、前の値を新しい値に置換します。

10. 新しい値を保存するには、シートを送信します。

メンバー・セル情報の表示
グリッド上に、任意のメンバー・セルの詳細情報を表示できます。
表示される情報は、接続しているデータ・ソースのタイプによって異なります。
セル情報を表示するには:

1. グリッドでメンバー・セルを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「分析」を選択し、「セル情報」を選択します。
4. 次のタブに表示される情報を確認します。メンバーおよび接続に適用できるタブのみが表
示されます。
• 情報: ディメンション、レベル、世代、親メンバー名など、メンバーに関する一般情報
のリスト。これらのプロパティは、選択したメンバーおよびディメンション・タイプ
に基づいて異なる場合があります。

• 別名: メンバーに関連付けられている別名表および対応する別名のリスト
• 属性: メンバーに関連付けられている属性のディメンション、メンバーおよびタイプの
表

• 式: メンバーに関連付けられている式
• コメント: メンバーに関連付けられているコメントのリスト
• ユーザー定義属性: ユーザー定義属性のリスト(管理者によって定義されたメンバーの
属性)

5. 「OK」をクリックしてグリッドに戻ります。

ドリルスルー・レポートの操作
管理者により事前定義されたドリルスルー・レポートを、ユーザーは指定された個々のデータ・
セルから使用できます。
ドリルスルー・レポートを使用して、Smart Viewからデータベースの詳細データにドリル・ス
ルーできます。ドリルスルーは、データ値のソースを理解し、細かいレベルの値の詳細を取得
するのに役立ちます。たとえば、期間ディメンション・メンバー Q4にドリル・ダウンすると、
1月、2月および 3月の値を表示できます。
ドリルスルー・レポートは、Webブラウザで Smart Viewから起動できます。新しいシートで
ドリルスルー・レポートを起動する機能は、将来のリリースで使用可能になる予定です。
ドリルスルー・レポートを操作する際は次のガイドラインを考慮してください。
• ドリルスルー・レポートを含むセルは、グリッドでセル・スタイルごとに示すことができ
ます。セル・スタイルの設定の詳細は、フォーマット・オプションを参照してください。

• ドリルスルー・レポートに表示されるデータは動的です。
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• ドリルスルーには別名を使用できません。メンバー名を使用する必要があります。
ドリルスルー・レポートにアクセスするには:

1. ドリルスルー・レポートに関連付けられているデータ・セルを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」また
は「アド・ホック」を選択します。

3. 「データ」を選択し、「ドリルスルー」を選択します。
4. セルに関連付けられているドリルスルー・レポートが複数ある場合は、リストからレポー
トを選択し、「起動」をクリックします。
1つのドリルスルー・レポートのみがセルに関連付けられている場合は、ドリルスルー・
レポートが直接起動します。

スマート・リストの操作
スマート・リストと呼ばれるカスタム・ドロップダウン選択リストを使用してデータを入力で
きます。スマート・リストは、フォームおよびアド・ホック・グリッドのデータ・セルからア
クセスします。
スマート・リストは、フォームまたはアド・ホック・グリッドでは英数字のテキストによる説
明として表示されるドロップダウン選択リストですが、データベースには数値として保管され
ます。たとえば、報告間隔用の整数スマート・リストに 1から 5の値が含まれ、それぞれ年
(1)、四半期(2)、月(3)、日(4)、時間(5)を表すものとします。フォームまたはアド・ホック・グ
リッドで表示される値は、文字列による年、四半期、月、日、時間です。フォームまたはアド・
ホック・グリッドで値を選択し、データを送信すると、関連する数値がデータベースに保管さ
れます。これは、報告間隔の各期間に関連する数値を覚えておく必要がないことを意味します。
Smart Viewで、フォームまたはアド・ホック・グリッド・セルのカスタム・ドロップダウン・
リストからスマート・リストにアクセスします。メンバーがスマート・リストに関連付けられ
ているセルをクリックし、セルの右側に直接表示される下向き矢印をクリックすると、データ
を入力するかわりに、ドロップダウン・リストのオプションを選択します。実際に、スマート・
リストが表示されるセルへの入力はできません。
たとえば、データ・フォームに「事由」というスマート・リストがあり、研究、顧客の意見、
展開という値を選択できるとします。「理由」という名前の顧客セル(メンバーが「事由」スマ
ート・リストに関連付けられている)をクリックすると、下向き矢印が表示されます。下向き矢
印をクリックすると、次の選択肢を含むドロップダウン・リストが開きます:

• 研究
• 顧客の意見
• 展開
セルの値として、スマート・リストのオプションを 1つ選択します。
スマート・リストの値をフォームまたはアド・ホック・グリッド・セルに入力するには:

1. フォームまたはアド・ホック・グリッドを開きます。
2. フォームまたはアド・ホック・グリッドで、スマート・リストのオプションを選択するデ
ータ・セル内をクリックします。
セルの右側に下向き矢印が表示されます。
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Note:

スマート・リストのドロップダウン・リストが表示されるのは、メンバーがスマ
ート・リストに関連付けられているセルのみです。

3. セルの下矢印をクリックします。
選択可能なオプションを含むスマート・リスト・ドロップダウン・リストが開きます。

4. スマート・リストからオプションを選択します。
選択したオプションがデータ・セルに入力されます。
値を選択すると、そのセルはダーティになり、データの送信準備が整います。

スマート・リストの操作のガイドライン
• スマート・リストを含むセルにスマート・リストの値を手動で入力し、フォームとアド・
ホック・グリッドの両方に対して送信を実行できます。ただし、スマート・リストに誤っ
た値を入力すると、入力した値は無効です。というエラー・メッセージが表示されます。

• スマート・リストが表示されるフォームで、新しいデータを入力して送信するために行内
のすべての値を削除すると、その行のスマート・リストは空になります。
回避策: 行の値を削除した後、「送信」を実行(つまり、#Missing値を送信)するか、または
「リフレッシュ」を実行します。スマート・リストのドロップダウン矢印が適切に表示され
ます。これで、同じ行に新しい値を入力できます。

• スマート・リストは HsGetValueおよび HsSetValue関数でサポートされています。ただ
し、関数を使用する場合、スマート・リスト・ドロップダウン・オプションは表示されま
せん。かわりに、次のようになります:

– HsGetValue - スマート・リスト値を文字列値として取得します。
– HsSetValue - 値を文字列値として送信します。

• フォームおよびアド・ホック・グリッドでスマート・リストを操作しているときに、スマ
ート・リストのセルで[Delete]キーを押すと、セルの値はクリアされますが、スマート・リ
ストはセルに保持されます。

Note:

フリーフォーム状態のアド・ホック・シートを操作している場合は、[Delete]キ
ーを押すと、スマート・リストの値は保持されません。回避策として、シートを
リフレッシュして、スマート・リストの値をドロップダウン・リストに戻す必要
があります。

• Smart Viewでスマート・リストを使用するには、管理者がスマート・リストを事前に設定
して有効化しておく必要があります。フォームおよびアド・ホック・グリッドに対するス
マート・リストの有効化については、該当する管理ガイドでスマート・リストの情報を参
照してください。たとえば、Planningの管理のスマート・リストの管理を参照してくださ
い。
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データ検証エラーの解決
サービス管理者が任意のデータ検証ルールを設定している場合、ユーザーはこれらのルールの
結果を Smart Viewで表示し、フォーム内で直接エラーを修正できます。
管理者は、データが会社のガイドラインを満たすようにデータ検証ルールを設定できます。ル
ールを設定する際に、次を設定できます:

• 入力するデータの基準
• データ検証エラーへの注意を喚起する背景色
• 基準の内容を知らせるメッセージ
データ検証ルールを設定する方法の詳細は、ビジネス・プロセス用の管理ガイドを参照してく
ださい。
フォーム内のデータがデータ検証ルールの基準を満たしていない場合、エラーのあるセルは、
割り当てられた背景色で表示されます。Smart Viewユーザーは、「データ検証」パネルも使用
できます。ここに、検証エラーがあるセルが、検証ルール別にグループ化されてリストされま
す。このリストからセルをクリックすると、フォーム内でそのセルが強調表示され、ルールに
関連付けられたメッセージがツール・ヒントに表示されます。
データ検証エラーを解決するには:

1. エラーがあるフォームを開き、デフォルト以外の背景色のセルにカーソルを合せて検証メ
ッセージを表示します。
管理者は、通常、データ検証ルール・エラーがあるセルへの注意を喚起するために、それ
らに背景色を付けて表示します。

2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」を選
択します。

3. 「データ」をクリックし、「データ検証」をクリックします。
4. 「データ検証」パネルで、検証ルールを展開し、エラーがあるセルのリストを見直します。
5. 検証エラーがある各データ・セル内をクリックし、データ検証メッセージの指示に基づい
て各エラーを解決します。
エラーを解決していくと、それらのセルはリストから削除されます。

6. すべてのエラーを解決したら、データを送信します。
セルから背景色と検証メッセージがクリアされます。「データ検証」パネルを今開いている
場合、これも空白になります。
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7
データ・フォーム

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのフォームを操作して、データを表
示して変更できます。
次も参照:

• Google Sheetsでのフォームの操作
フォームは、Google Sheetsからデータベースにデータを入力でき、データまたは関連テ
キストを表示して分析できるグリッド表示です。一部のディメンション・メンバー値は固
定され、データが特定の視点から表示されます。

• Google Sheetsでのフォームの開き方
Google Sheetsで Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementフォームを
開くことができます。

• バージョンのコピー
データを 1つのボトムアップまたは選択済シナリオのターゲット・バージョンから他のボ
トムアップまたは同じシナリオ内のターゲット・バージョンへコピーします。

• メンバー式の表示
式を含むディメンション・メンバー・セルにベースとなる式を表示できます。

• フォームでの Google Sheetsの式
セルが読取り専用ではない、またはロックされていない場合、Google Sheets式を、グリ
ッドの内部または外部のフォームのセルに作成できます。

• フレックス・フォームの操作
フレックス・フォームというフォーム・タイプを使用すると、Smart Viewで柔軟に行を管
理できます。

Google Sheetsでのフォームの操作
フォームは、Google Sheetsからデータベースにデータを入力でき、データまたは関連テキス
トを表示して分析できるグリッド表示です。一部のディメンション・メンバー値は固定され、
データが特定の視点から表示されます。
Oracle Smart View for Google Workspaceを使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementフォームを Google Sheetsで操作できます。
Smart Viewで開いたフォームのガイドライン
Smart Viewで開いたフォームについては、次のガイドラインを考慮してください:

• フォームのデータ値は変更できますが、フォーム構造は変更できません。
• シート上で許可されていない項目を編集しようとすると、Google Sheetsにヘッズ・アッ
プ警告メッセージが表示され、編集を続行するかどうかを尋ねられます。編集してシート
に望ましくない影響を与えないようにするため、警告メッセージでは「取消」をクリック
することをお薦めします。

• Google Sheetsからデータベースに送信する値は、フォーマットされていないデータにす
る必要があります。
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• フォームを Google Sheetsにロードした後で、管理者がサーバー側でフォームの定義を変
更した場合は、いったんフォームを閉じてリロードすることをお薦めします。このアクシ
ョンによってフォームの最新の定義が表示されます。

• フォームに対して行われたカスタマイズが保存時またはリフレッシュ時に維持されるの
は、グリッドの外部に対して、または 3桁ごとのセパレータと小数点に対して行われた場
合のみです。

• Webでフォームを縮小した後、Smart Viewで開くと、フォームは完全に展開されて表示さ
れます。

• [Back Space]キーを押すか、既存のセルの値を上書きしてセルの値を削除し、同じ値を再
度入力した場合、そのセルはダーティとしてマークされず、同じ値を再度送信することは
できません。ただし、値を削除するために[Delete]キーを押すと、ダーティとしてマークさ
れ、値を送信できるようになります。

• 複合フォームはサポートされていません。21.05以降、Cloud EPMでは複合フォームは公
式にサポートされなくなりました。

スマート・フォームのガイドライン
既存のスマート・フォームを Smart Viewで開くことができます。ただし、次の点に注意して
ください。
• ビュー・タイプを変更できません。現在のWebアプリケーションでのビュー設定が、表示
に使用されます。

• ユーザー定義関数(UDF)はサポートされません。
• 新規スマート・フォームは作成できません。
• 複数グリッドのシートでスマート・フォームをアド・ホック・グリッドとして開くと、レ
イアウトが変更され、式参照が保持されないため、式セルは空白で表示されます。

Google Sheetsでのフォームの開き方
Google Sheetsで Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementフォームを開く
ことができます。
フォームを開くには:

1. データ・ソースに接続します。
2. 「Smart Viewホーム」パネルで、ライブラリ・ツリー・リストを展開します。
データ・ソース・プロバイダに応じて、次のアイコンで示される様々なアーティファクト
が表示されます:

•
- フォーム

•
- フレックス・フォーム

•
- スマート・フォーム

•
- 保存済のアド・ホック・グリッド
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3. 次のいずれかの操作を実行します。
• フォームを開かずに選択するには、フォームのアイコンまたはフォーム名の横にある
領域をクリックします。

• フォームを開くには、フォーム名をクリックします。
• フォームをアド・ホック分析モード、つまりアド・ホック・グリッドとして直接開く
には、まずフォームを選択し、その上の任意の場所で右クリックして、メニューで「ア
ドホック分析」オプションを選択します。

• アド・ホック・グリッドをフォームとして開くには、まずそれを選択して右クリック
し、メニューの「フォームを開く」オプションを選択します。

• フレックス・フォームを開くには、フレックス・フォーム名をクリックします。
• フレックス・フォームを単純なフォームかアド・ホック・グリッドとして開くには、
フレックス・フォーム・アイコン、またはフレックス・フォーム名の後のスペースを
右クリックし、「フォームを開く」または「アド・ホック分析」オプションを選択しま
す。

4. オプション: フォームに関連付けられた説明を表示します。
a. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」
を選択します。

b. 「データ」、「詳細」を選択し、「指示」を選択します。

バージョンのコピー
データを 1つのボトムアップまたは選択済シナリオのターゲット・バージョンから他のボトム
アップまたは同じシナリオ内のターゲット・バージョンへコピーします。
たとえば、「ベスト・ケース」バージョンを作成し、そのバージョンの一部またはすべてのデー
タを「ワースト・ケース」バージョンへコピーし、新規バージョンの開始点をすばやく作成で
きます。
ボトムアップ・バージョンとターゲット・バージョン間でのコピーは可能ですが、
• ボトムアップ・バージョンにコピーすると、選択したレベル 0のメンバーのみがコピーさ
れます。

• ターゲット・バージョンにコピーすると、選択したすべてのメンバーがコピーされます。
• 承認済プランニング・ユニット内のデータ保護のため、バージョンのコピーを行っても承
認済のプランニング・ユニットにはコピーされません。

バージョンのコピーは、フォーム・レベルとアプリケーション・レベルで実行できます。この
トピックでは、フォーム・レベルでバージョンをコピーする手順について説明します。アプリ
ケーション・レベルでバージョンをコピーするには、「Smart Viewホーム」パネルの「アクシ
ョン」メニューをクリックし、「バージョンのコピー」を選択します。「バージョンのコピー」
フィールドと「コピー先」フィールドの値が異なっていることを確認してください。

ノート:

データをコピーするには、コピーするデータの基準を指定するときに、シナリオ、勘
定科目、エンティティ、期間およびバージョン・ディメンションの少なくとも 1つの
メンバーを選択する必要があります。
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バージョンをコピーするには:

1. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」を選
択します。

2. 「ワークフロー」を選択し、「バージョンのコピー」を選択します。
3. 「シナリオ」で、コピーするシナリオを選択します。
4. 「コピー元」で、ソースのバージョンを選択します。
5. 「コピー先」で、宛先のバージョンを選択します。
6. 「実行」をクリックし、選択したソース・バージョンの使用可能なエンティティ (プランニ
ング・ユニット)を表示します。

7. 矢印キーを使用して、「使用可能なエンティティ」から「選択したエンティティ」にエンテ
ィティを移動します。
プロセス・ステータスが「未開始」や「初回パス」のエンティティをコピーできます。

8. オプション: 関連情報をコピーするには、次のオプションを選択します。
• 勘定科目注釈のコピー
選択されたエンティティの注釈のみがコピーされます。ボトムアップ・バージョンに
コピーする場合は、レベル 0のエンティティ (およびその注釈)のみがコピーされます。

• セルのコメントと注釈のコピー
• サポート詳細のコピー

9. 「データのコピー」をクリックします。

ノート:

データのコピー操作が正常に行われたことを示すメッセージが表示されてから、別の
Webページをロードします。

メンバー式の表示
式を含むディメンション・メンバー・セルにベースとなる式を表示できます。
メンバー式を表示するには:

1. フォームを開きます。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」を選
択します。

3. 「データ」、「詳細」を選択し、「メンバー式」を選択します。
選択したディメンションの式を含むメンバーのリストが、「メンバー式」ダイアログに表示
されます。

4. 表示されたリストからメンバーを選択すると、その式が「メンバー式」ダイアログに表示
されます。
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フォームでの Google Sheetsの式
セルが読取り専用ではない、またはロックされていない場合、Google Sheets式を、グリッド
の内部または外部のフォームのセルに作成できます。
セル・テキストを含むセルには Google Sheets式を含められますが、サポート詳細を含むセル
(Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのセルなど)に含めることはできま
せん。
データを保存しなくても、フォームのリフレッシュ時、フォームで式は保持されます。
参照式を移動した場合、そのセル参照は、新しい位置を反映するように更新されます。
フォームでは、次のいずれかを行うとスプレッドシートを Google Sheetsファイルとして保存
するよう求められます(ただし、一時的にフォームへのアクセスを失います):

• 現在のページを変更
• 別のフォームを選択
• 別のデータ・ソースに接続

フレックス・フォームの操作
フレックス・フォームというフォーム・タイプを使用すると、Smart Viewで柔軟に行を管理で
きます。
Related Topics

• フレックス・フォームについて
フレックス・フォームというフォーム・タイプを使用すると、Smart Viewで柔軟に行と列
を管理できます。

• フレックス・フォームの操作に関するベスト・プラクティス
フレックス・フォームの操作に関するベスト・プラクティスおよびガイドラインが含まれ
ています。

• Smart Viewでのフレックス・フォームの操作
フレックス・フォームでは、行および列ディメンションを再配置し、有効なメンバーまた
は別名を対応するディメンションから挿入できます。

• アド・ホック・モードでフレックス・フォームを開いてデータを送信
通常のフォームと同様に、アド・ホック・モードでフレックス・フォームを開き、アド・
ホック分析を使用してグリッド・レイアウトを変更して、データを送信できます。

フレックス・フォームについて
フレックス・フォームというフォーム・タイプを使用すると、Smart Viewで柔軟に行と列を管
理できます。
フレックス・フォームには、フレックス・フォームに添付されたビジネス・ルールの実行など、
通常のフォームのプロパティおよび機能がすべて保持されます。ただし、フレックス・フォー
ムを使用している場合は、フレックス・フォームのデザインに応じて、行と列のメンバーを再
配置できます。変更した行または列の順序は、リフレッシュしたとき、および送信中に維持さ
れます。
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Webアプリケーションで、フォーム定義中にサービス管理者は、「レイアウト」タブの「Smart
Viewのオプション」で、行でのフレックス・フォームの有効化、列でのフレックス・フォーム
の有効化またはその両方のオプションを選択して、フレックス・フォーム固有の機能を有効に
します。これらの選択項目に応じて、フレックス・フォーム内のディメンションおよびメンバ
ーの行のセルおよびすべてのデータ・セルは保護されていません。たとえば、行でのフレック
ス・フォームの有効化のみが有効になっている場合、列メンバーが保護されます。列でのフレ
ックス・フォームの有効化のみが有効になっている場合、行メンバーが保護されます。両方が
有効になっている場合は、左上の空白セルのみが保護されます。
Smart Viewの「シート情報」ダイアログでは、フレックス・フォームの「シート・タイプ」は
「フレックス・フォーム」として表示されます。フレックス・フォームはタスク・リストに含め
ることができ、タスク・リストからフレックス・フォームとして開くことができます。

Note:

フレックス・フォームは Smart Viewでのみ使用され、Webアプリケーションでは使
用されません。

フレックス・フォームの操作に関するベスト・プラクティス
フレックス・フォームの操作に関するベスト・プラクティスおよびガイドラインが含まれてい
ます。
Related Topics

• フレックス・フォームに関する一般的なガイドライン
• フレックス・フォームでのメンバーの選択
• フレックス・フォームでのソート
• フレックス・フォームでの抑制オプションの使用
• フレックス・フォームでの共有メンバーと抑制オプションの操作
• フォーム定義を超えるフレックス操作
• フレックス・フォームでの無効なメンバーの保持
• フレックス・フォームでの式、ラベルおよびコメントの行および列の保持
• POVまたはユーザー変数の変更後のフレックス・フォームでの変更されたメンバーの保持
• フレックス・フォームでサポートされていない機能

フレックス・フォームに関する一般的なガイドライン
• フレックス・フォームの行および列の両方のメンバーを変更できます。
• フレックス・フォームに対する変更は、セッションをまたいで保持されません。
ユーザーがフレックス・フォームを変更すると、変更されたグリッド・レイアウトは現在
のセッションのコンテキストでのみ維持されます。フレックス・フォームを再度開くと、
フレックス・フォームのレイアウトは元の状態に戻ります。

• Google Sheetsの右クリック・メニューにある「挿入」および「削除」アクションを使用
して、フレックス・フォームでメンバー行および列を挿入および削除できます。
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オプションの「行のフレックス・フォームの有効化」、「列のフレックス・フォームの有効
化」、またはその両方が有効になっているかどうかに応じて、フレックス・フォーム・グリ
ッドの内外で行または列を挿入または削除できます。
サービス管理者: フォーム定義で、次のオプションのいずれか、または両方を選択します:

– ユーザーが行を挿入または削除できるようにするには、「行のフレックス・フォームの
有効化」を選択します。

– ユーザーが列を挿入または削除できるようにするには、「列のフレックス・フォームの
有効化」を選択します。

• グリッドの構造に影響を与えるため、列ディメンションの上に新しい行を挿入することは
お薦めしません。同様に、行ディメンションの左側に新しい列を挿入しないでください。

• アクセス権限の設定はフレックス・フォームにも適用されます。
• 有効な交差はフレックス・フォームにも適用されます。
• フレックス・フォームではビジネス・ルールを実行できます。
• 新しいディメンション・メンバー(オンザフライ・メンバー)を追加するためのビジネス・ル
ールまたは Groovyルールがあるフレックス・フォームがフォームから実行された場合、リ
フレッシュ後に新しいメンバーはフレックス・フォームに表示されません。フレックス・
フォームで新しいメンバーを表示するには、フレックス・フォームを再度開く必要があり
ます。

• フレックス・フォームでのグリッド分散のサポートは限定的です。
– フレックス・フォームでのグリッド分散は、期間ディメンションがフレックス対応で
ない場合にのみサポートされます。期間ディメンションが列にある場合、列でフレッ
クス・フォームを有効にしないでください。同様に、期間ディメンションが行にある
場合、行でフレックス・フォームを有効にしないでください。

– 行のみでフレックス・フォームが有効になっているフォームで「フレックス・フォー
ムの無効なメンバーの表示」オプションが有効になっており、行に期間以外のディメ
ンションが含まれていて、列の期間ディメンションがフレックスに対応していない場
合、グリッド分散は一度は機能しますが、それ以降のグリッド分散操作では機能しま
せん。このようなフォームを設計する際は、フレックス・フォームでグリッド分散が
機能するように、「レイアウト」タブの「Smart Viewのオプション」にある「フレッ
クス・フォームの無効なメンバーの表示」チェック・ボックスが選択されていないこ
とを確認してください。

• [Delete]キーを使用して行および列を削除できます。ただし、複数のディメンションを含む
行または列を削除する場合は、[Delete]を押す前に、行または列内のすべてのディメンショ
ン・メンバーを選択していることを確認してください。
次の例では、フレックス・フォームに、アカウント、マーケットおよび年の 3つの行ディ
メンションがあります:

D-Acc US Market FY18
D-Acc US Market FY19
D-Acc US Market FY20
[Delete]キーを使用して FY18の行を削除するには、[Ctrl]キーまたは[Shift]キーを使用して
D-Acc、US Marketおよび FY18の 3つのディメンションをすべて選択してから、[Delete]
を押します。

• 「ディメンション・プロパティ」で、「フォーム定義を超えるフレックス」がフレックス・
フォームに対して選択されていない場合、コピーと貼付けはフォーム定義の範囲に制限さ
れます。フレックス・フォームは、フォームで定義されているように階層に従う必要があ
ります。したがって、フォームの定義された行または列メンバーに含まれないフレックス・
フォーム・メンバーを持つことはできません。
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フォーム定義外のメンバーを手入力またはコピーと貼付けで追加できるようにするには、
「フォーム定義を超えるフレックス」オプションを選択する必要があります。詳細は、フォ
ーム定義を超えるフレックス操作を参照してください。

• 小計計算スクリプトおよび通貨換算計算スクリプトは、元のフォーム定義に基づいて生成
および実行されます。

• フォーム定義で、「行のフレックス・フォームの有効化」、「列のフレックス・フォームの有
効化」またはその両方が選択されている場合、単純なフォームとして開いたフレックス・
フォームは、リフレッシュ後にフォーム以外のセルにコメントを保持できます。
ただし、フレックス・フォームとして開いた場合:

– 「行のフレックス・フォームの有効化」と「列のフレックス・フォームの有効化」の両
方のオプションが選択されている場合、コメントは保持されません。

– 「行のフレックス・フォームの有効化」オプションのみが選択されている場合、フォー
ムの右側に入力したコメントはリフレッシュ後に保持されます。コメントは、フォー
ムの下に直接入力した場合は保持されません。

– 「列のフレックス・フォームの有効化」オプションのみが選択されている場合、フォー
ムの下に入力したコメントはリフレッシュ後に保持されます。フォームの右側に入力
したコメントは保持されません。

• フレックス・フォームでは、メンバーと別名の表示はサポートされていません:

– ビジネス・プロセスのアプリケーション設定の「メンバーのラベルの表示形式」では、
「メンバー名:別名」オプションと「別名:メンバー名」オプションのどちらもサポート
されていません。

– フォーム定義中に、「ディメンション・プロパティ」で、「メンバー名」と「別名」の
両方のオプションを選択することは、フレックス・フォームではサポートされていま
せん。「メンバー名」か「別名」のいずれかを選択します。

• 行または列に複数のディメンションがあるフレックス・フォームを操作する場合(複数のメ
ンバーを含む 2つ以上のディメンションが行または列に配置される場合):

– 行と列はデフォルトで展開されて表示されます。
– フォーム定義時にディメンション・メンバーを別々の行または列に配置するには、フ
レックス・フォームの「メンバー選択」で、「選択内容を別々の行に配置」または「選
択内容を別々の列に配置」を選択します。ビジネス・プロセス管理ガイドのフォーム
のメンバー選択に関するドキュメントを参照してください。Planningの場合、
Planningの管理のフォームのメンバーの選択を参照してください。

• フレックス・フォームで数値メンバー名または共有メンバーを入力する場合は、メンバー
名の前に一重引用符( ' )を入力します。
たとえば、4077などの数値メンバー名の場合、次のように入力します:

'4077
共有メンバーの場合、メンバー名を次のフォーマットで入力します:

'[Parent].[Shared Member]
例:

'[Sales Director 2].[410]
'[Default_Sales Director 2].[Default_International Sales]

• フレックス・フォームの行および列では、ユーザー変数、動的ユーザー変数、属性がある
動的ユーザー変数および代替変数がサポートされます。ユーザーは、POVで変数を変更
し、行および列のリフレッシュを実行して、それらの行および列を新しいメンバーに更新
する必要があります。
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• 除外メンバーをフレックス・フォームの行または列で入力できます。フォーム定義で除外
されるメンバーをフレックス・フォームの行で入力でき、ユーザーは値を入力して送信で
きます。

• フォーム定義で、「行のフレックス・フォームの有効化」、「列のフレックス・フォームの有
効化」またはその両方が有効になっている場合、セグメント・プロパティの「非表示」お
よび「読取り専用」は行または列のいずれに対してもサポートされません。「非表示」およ
び「読取り専用」は単純なフォームでのみサポートされます。

• フレックス・フォームでは、修飾メンバー名を表示するセル・ノートは、別名が存在する
メンバーに対してのみ表示されます。

フレックス・フォームでのメンバーの選択
「メンバー選択」ダイアログ・ボックスを使用して、フレックス・フォームに追加する行メンバ
ーまたは列メンバーを選択できます。「メンバー選択」オプションは、フレックス・フォームで
のみ使用可能で、単純なフォームでは使用できません。
「メンバー選択」ダイアログを起動するには、次の手順に従います:

1. メンバー・セルを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」を選
択します。

3. 「分析」を選択し、「メンバー選択」を選択します。
アド・ホック・グリッドにメンバーを追加するのと同様に、「メンバー選択」ダイアログを使用
してフレックス・フォームに行または列メンバーを追加します。追加できるメンバーは、行ま
たは列ディメンションの基礎となるフォーム定義によって異なります:

• 「ディメンション・プロパティ」設定でフォーム定義を超えてフレックスが選択されている
場合、ユーザーはフォーム定義で指定されているメンバー以外のメンバーを選択できます。
たとえば、フォームに製品ディメンションから「コンピュータ・アクセサリ」メンバーの
み含まれているとします。製品ディメンションに対してフォーム定義を超えてフレックス
が選択されている場合、ユーザーは「製品」の他のメンバー(ノートブック、タブレットな
ど)をフレックス・フォームに追加できます。これらのメンバーは、リフレッシュ時に保持
されます。詳細は、フォーム定義を超えるフレックス操作を参照してください。

• フレックス・フォームのフォーム定義で、特定のメンバーがディメンションに含まれてい
ない場合は、「メンバー選択」ダイアログでそれらのメンバーを選択して追加できても、リ
フレッシュ時にそれらのメンバーは削除されます。

Note:

フォーム定義以外のメンバーを追加するには、該当するディメンションでフォー
ム定義を超えてフレックスを有効にします。

「メンバー選択」では、アプリケーション・レベルで定義されたデフォルトの別名表が使用され
ます。メンバーがグリッドに挿入されると、リフレッシュが実行されるまでそのメンバーはメ
ンバー名で表示され、その後、アプリケーション設定に応じて別名が表示されます。

フレックス・フォームでのソート
• ソートでは、列内のメンバー順序が変わるため、データの送信は無効になります。ソート
後にデータを送信するにはリフレッシュする必要があります。
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• ソートすると、グリッド構造が正しくない場合、列ヘッダー・メンバーの位置が変更され
ることがあります。ユーザーは、このようなグリッドのソートが、グリッドの整合性に影
響を与えないようにする必要があります。
望ましくないソート結果を避けるために、列全体にソートを適用しないでください。かわ
りに、ソートするグリッド・メンバーを選択し、ソート・コマンド(「昇順」または「降順」)
を使用するか、カスタム・ソートを実行します。

フレックス・フォームでの抑制オプションの使用
• フォーム・デザイナでは、「データベース抑制の使用」オプションはサポートされていませ
んが、「欠落ブロックの抑制」、「欠落データの抑制 - 行」および「欠落データの抑制 - 列」
オプションはサポートされています。

Note:

Groovyルールは、抑制オプションが有効になっている場合、フレックス・フォー
ムではサポートされません。

• フレックス・フォームについて Webで定義された「欠落ブロックの抑制」、「欠落データの
抑制 - 行」および「欠落データの抑制 - 列」の各オプションは、Smart Viewで最初にフレ
ックス・フォームを開いたときにのみ適用されます。フォーム定義に応じて、フレックス・
フォームのユーザーは、Webフォームで抑制オプションが有効になっている場合でも、列
または行にメンバーを入力できます。抑制されたメンバーに対するデータ入力とデータ送
信も実行できます。
Smart Viewの「オプション」ダイアログの「データ・オプション」タブにある抑制オプシ
ョン「欠落ブロックの抑制」、「#Missing行の抑制」および「欠落列の抑制」が選択されて
いる場合、それらのオプションはフレックス・フォームに適用されます。ユーザーは、こ
れらのオプションの選択を解除した後、メンバーの追加(シートに入力するか、「メンバー
選択」を使用)、データの入力、データの送信、およびフレックス・フォームのリフレッシ
ュを実行できます。

フレックス・フォームでの共有メンバーと抑制オプションの操作
フォームの設計時は、次のシナリオを検討してください。シナリオは次のとおりです:

1. 共有メンバーが行、列または両方にある
2. 「共有メンバーのドリル」が有効
3. 「欠落ブロックの抑制」および「欠落データの抑制」が有効
フォームを開くと、共有メンバーが基本メンバーに変換され、問合せは基本メンバーに基づい
て行われます。
フレックス・フォーム(「行のフレックス・フォームの有効化」、「列のフレックス・フォームの
有効化」、またはその両方が選択されている)として開くと、基本メンバーはフォーム定義を超
えるため、それがフレックス・フォームの行または列の唯一のメンバーである場合は、
「FlexFormを勘定科目ディメンションの有効なメンバーなしでリフレッシュまたは保存するこ
とはできません。」というエラーが表示されます。
行または列に他の有効なメンバーがあり、「フレックス・フォームの無効なメンバーの表示」オ
プションが有効になっている場合、基本メンバーはコメントになります。
回避策: このエラーを回避するには、次の回避策のいずれかまたは両方を使用します:
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• 「フォーム定義を超えるフレックス」オプションを有効にします。
• 「共有メンバーのドリル」オプションの選択を解除します。

フォーム定義を超えるフレックス操作
フォーム定義時に、フォーム定義を超えてフレックス・プロパティをフレックス・フォームの
行または列ディメンションに適用すると、Smart Viewユーザーは、フォームの行または列軸内
のディメンションに対するフォーム定義以外のメンバーを入力できます。これにより、フレッ
クス・フォーム・ユーザーは、フレックス・フォームに表示されていないメンバーのデータを
入力できます。ユーザーには、入力する有効なメンバーへのアクセス権が必要です。
たとえば、Visionアプリケーションを使用して、製品ディメンションが行ディメンションとし
てフレックス・フォームに配置されているとします。フォーム定義時に、フォームに表示する
対象として製品ディメンションの Sentinal Standard Notebookおよび Sentinal Custom
Notebookメンバーのみ選択されました。製品ディメンションに対してフォーム定義を超えて
フレックス・オプションを有効にすると、Smart Viewユーザーは、フレックス・フォームの行
に製品ディメンションの他の製品(マウス、キーボードなど)を入力できます。メンバーへのア
クセス権があるかぎり、ユーザーは追加メンバー用の行を既存のフレックス・フォームに追加
するか、または既存の製品メンバーを必要な製品メンバーに置換できます。説明のために、次
の階層に注目してください:

Product
   Notebooks  <<this hierarchy is displayed in flex form)
      Sentinal Standard Notebook
      Sentinal Custom Notebook
   Computer Accessories  <<this hierarchy is not displayed in flex form)
      Keyboard
      Mouse

フォーム定義を超えてフレックスが無効(未選択)になっているフレックス・フォームでは、ユ
ーザーはコンピュータ・アクセサリまたはその子孫を追加できません。ユーザーはノート・ブ
ックとその子孫を追加できます。
フォーム定義を超えてフレックスが有効(選択済)になっているフレックス・フォームでは、ユ
ーザーはノートブックとその子孫に加えて、コンピュータ・アクセサリとその子孫を追加でき
ます。
フォーム定義時に、フォーム定義を超えてフレックス・プロパティを有効にする場合は、次の
点に注意してください:

• 「ディメンション・プロパティ」で、フォーム定義を超えてフレックス・オプションが表示
されるのは、「行のフレックス・フォームの有効化」、「列のフレックス・フォームの有効
化」オプションのいずれか、または両方が「Smart Viewのオプション」で選択されている
場合のみです。

• フォーム行に複数のディメンションがある場合は、適用可能な行または列ディメンション
ごとにフォーム定義を超えてフレックス・プロパティを個別に選択することをお薦めしま
す。「ディメンション・プロパティ」オプションの「すべての行ディメンションに適用」、
「すべての列ディメンションに適用」、「すべてのページ・ディメンションに適用」を使用し
て、フォーム定義を超えてフレックス・プロパティをすべてのディメンションに適用でき
ます。ただし、他のすべてのディメンション・プロパティ選択内容は、他のすべてのディ
メンションにも適用されることに注意してください。

Planningの管理のフレックス・フォームの設計を参照してください。
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フレックス・フォームでの無効なメンバーの保持
フレックス・フォームでは、リフレッシュ後にシートの無効なメンバーを保持できます。
フレックス・フォームにメンバー名を入力する際は、たとえば、次のようにエラーが発生する
ことがあります:

• 名前の入力ミスまたはスペルミスによって、セルに無効なメンバーが作成されます
• 特定のシートから別のシートに、または同じシート内で、メンバー名をコピーして貼り付
けるときにエラーが発生すると、無効なメンバーが作成されます

• フォーム定義を超えるメンバー名を入力すると、無効なメンバーが作成されます
「フレックス・フォームの無効なメンバーの表示」が有効になっていない場合、前述の状況が発
生すると、無効なメンバーを含む行または列がシートのリフレッシュ時に削除され、問題の原
因がわかりにくくなり、メンバー名を再入力する必要が生じます。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementサービス管理者が、無効なメンバ
ー・オプションの有効化で説明されているように、「フレックス・フォームの無効なメンバーの
表示」チェック・ボックスを「レイアウト」タブの「Smart Viewのオプション」で選択する
と、フレックス・フォームはリフレッシュ後もフォーム上に無効なメンバーを保持できます。
関連トピック:

無効なメンバーの保持と解決
メンバー名のスぺスミスの例
複数ディメンション行でのメンバー名の欠落の例
フォーム定義外で入力されたメンバー名の例
無効なメンバー・オプションの有効化
無効なメンバーの保持と解決
無効なメンバーを保持して解決するには:

1. フレックス・フォームで、必要に応じて行、列、またはその両方を追加します。
2. 新しい行、列または両方に、メンバー名を入力またはコピーします。
3. リフレッシュを実行します。
無効なメンバー・セルが強調表示され、対応するデータ・セルに#InvalidMemberが表示さ
れます。

4. 無効なメンバーのセルを確認し、入力ミスや不足しているメンバーを修正してから、リフ
レッシュを実行します。

5. 無効なメンバーがすべて修正されるまで、前のステップを繰り返します。
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Note:

• 複数のディメンションを含む行と列では、1つのメンバーのみが無効な場合も、
その行または列のすべてのメンバーが無効として強調表示されます。たとえば、
行に Tabletメンバーと Currentメンバーが含まれる場合に、Tabletと正しく入力
した一方で、誤って Currntと入力すると、Tabletメンバーと Currntメンバーの両
方が無効として強調表示されます。強調表示されているすべてのメンバー名を調
べて、正しく入力されていないメンバー名を修正する必要があります。

• フレックス・フォームに空白の行または列を挿入し、リフレッシュした後、メン
バー名が入力されていない場合、挿入した行または列は、無効なメンバー行また
はメンバー列として強調表示され、フレックス・フォームに空白の行または列と
して残ります。

• 行または列の無効なメンバー・セルを選択して[Delete]キーを押すことで、行ま
たは列全体を削除しようとすると、リフレッシュ時にメンバー・セルに無効なメ
ンバーが表示されます。フレックス・フォームの行全体または列全体を削除する
には、Google Sheetsで行全体を削除または列全体を削除する操作を使用します。

次に、シートの無効なメンバーを操作する方法を示すいくつかのシナリオ例を示します。
メンバー名のスぺスミスの例
たとえば、HR Expensesという Visionアプリケーション・フォームに基づいて、フォームを
フレックス・フォームとして開きます。サービス管理者が、Smart Viewのオプション「行のフ
レックス・フォームの有効化」と「フレックス・フォームの無効なメンバーの表示」を有効に
しました。

Figure 7-1    "7690: Meals"メンバーが含まれていないフレックス・フォーム

フォームに"7690: Meals"メンバーがないことに気付き、それを追加することにしました。グリ
ッドに行を挿入して入力を開始しましたが、スペルを間違えました。リフレッシュすると、
Smart Viewで行がコールアウトされ、メンバー・セルが強調表示されてデータ・セルに
#InvalidMemberが表示されます。
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Figure 7-2    無効なメンバー行が強調表示されているフレックス・フォーム

スペルミスを修正した後、リフレッシュすると、フレックス・フォームが有効なメンバー名と
データで正しく表示されます。

Figure 7-3    エラーが修正され、有効なメンバーが表示されているフレックス・フォーム

複数ディメンション行でのメンバー名の欠落の例
行または列に複数のメンバーがあり、その行または列のメンバー・セルにメンバーを入力し忘
れると、Smart Viewのフレックス・フォームに#InvalidMemberが表示されます。次の例では、
行に 2つのディメンションがあります。行 14の後に 2行追加しました。列 Aの製品ディメン
ションのメンバー、行 15と 16は正しく入力されています。しかし、列 Bの同じ行には何も入
力しませんでした。これらのセルに、エンティティ・ディメンションのメンバー名がありませ
ん。これは、リフレッシュ実行後の結果です。
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Figure 7-4    フレックス・フォームの列 B、行 15と 16に、メンバー名がありません

この問題を修正するには、正しいメンバー("Sales East"と"International Sales")を列 B、行 15と
16に追加し、リフレッシュを実行します。
フォーム定義外で入力されたメンバー名の例
フォーム定義を超えるメンバーを入力すると、Smart Viewのフレックス・フォームに
#Invalidmemberが表示されます。
たとえば、フォームで年ディメンションが FY16に制限されているとします。しかし、アプリ
ケーションのアウトラインには、ディメンションに FY17、FY18、FY19など、さらに多くの
メンバーが含まれています。
フレックス・フォームを設計する際に、サービス管理者が Yearディメンションに対して「フォ
ーム定義を超えるフレックス」オプションを選択した場合、FY17など、フォーム定義外のメ
ンバーを追加できます。「フォーム定義を超えるフレックス」オプションが選択されていない場
合は、フォーム定義外のメンバーを追加すると、メンバーがアウトラインに存在する場合でも、
無効なメンバーが作成されます。
次のケースでは、列の年ディメンションに対して「フォーム定義を超えるフレックス」オプシ
ョンは選択されていません。4つの列を追加し、最初の行に FY17、2行目に Jan、Feb、Mar、
Q1を入力してリフレッシュします。列 Fから Iの下に、現在は無効なメンバーが表示されま
す。
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Figure 7-5    「フォーム定義を超えるフレックス」が未選択で、メンバーがフォーム定義外の
場合

これを修正するには、サービス管理者が年ディメンションに対して「フォーム定義を超えるフ
レックス」オプションを選択する必要があります。フォームでこのオプションが選択されてい
ると、フォーム定義外のメンバーを入力してリフレッシュしても、フレックス・フォームのメ
ンバーが保持されます。
無効なメンバー・オプションの有効化
サービス管理者: 新しい「フレックス・フォームの無効なメンバーの表示」チェック・ボックス
を選択すると、ユーザーは、フレックス・フォームにメンバー名を入力する際に発生した可能
性のあるエラーを簡単に確認、理解および修正できるようになります。
フレックス・フォームに無効なメンバーを保持するには、サービス管理者が Cloud EPM Web
インタフェースで次のステップを実行します:

1. ナビゲータの「作成および管理」で、「フォーム」を選択します。
2. 編集する既存のフォームを選択するか、フォームとアド・ホック・グリッドの管理ページ
で、「アクション」ドロップダウン・メニューをクリックして「単一のフォームの作成」を
選択します。

3. フォーム定義ページの「レイアウト」タブの「Smart Viewのオプション」で、必要に応じ
て「行のフレックス・フォームの有効化」および「列のフレックス・フォームの有効化」
チェック・ボックスを選択します。これらのオプションの一方または両方を選択できます。

4. 「フレックス・フォームの無効なメンバーの表示」チェック・ボックスを選択します。

Tip:

前の手順で説明したように、「フレックス・フォームの無効なメンバーの表示」チ
ェック・ボックスは、「行のフレックス・フォームの有効化」または「列のフレッ
クス・フォームの有効化」、あるいはその両方が選択されている場合にのみ有効に
なります。

5. オプション: 個々の行または列に対して、「ディメンション・プロパティ」の「フォーム定
義を超えるフレックス」オプションを必要に応じて有効にします。

6. フォームを保存します。
このオプションの設定の詳細は、次を参照してください:

• フリーフォームの管理
– フレックス・フォームの設計
– Smart Viewのフォーム・オプションの設定
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– ディメンション・プロパティの設定
• Planningの管理

– フレックス・フォームの設計
– Smart Viewのフォーム・オプションの設定
– ディメンション・プロパティの設定

フレックス・フォームでの式、ラベルおよびコメントの行および列の
保持

フォームを定義する際に「フレックス・フォームの無効なメンバーの表示」オプションを有効
にすることで、フレックス・フォームで式の行および列を保持できます。サービス管理者がこ
のオプションを有効にすると、リフレッシュまたは送信した後に式の行および列がフレック
ス・フォームに保持されます。

Note:

式の行および列は、ラベル行および列またはコメント行および列とも呼ばれます。

リフレッシュまたは送信操作の後、式の行または列のすべてのメンバーおよびデータは、フレ
ックス・フォームでの無効なメンバーの保持で説明されているように、無効なメンバーに対し
て使用されるのと同じセル・スタイルを使用して強調表示されます。

Note:

[Delete]キーを使用して行または列のメンバー・セルのみを削除することで行または
列全体を削除しようとすると、リフレッシュ時にメンバー・セルに無効なメンバーが
格納されます。フレックス・フォームの行全体または列全体を削除するには、行全体
または列全体を選択して右クリックし、Google Sheetsのコンテキスト・メニューか
ら「削除」を選択します。

「フレックス・フォームの無効なメンバーの表示」オプションを有効にすると、ユーザーが式の
行および列が含まれているフォームを操作する際にフレックス・フォームの汎用性が提供され
ます。

POVまたはユーザー変数の変更後のフレックス・フォームでの変更さ
れたメンバーの保持

POVまたはユーザー変数の変更後に、変更したメンバーをフレックス・フォームに保持するに
は、「フレックス・フォーム: POVおよびユーザー変数の変更時にグリッドを保持」を「オプシ
ョン」ダイアログ、「メンバー」タブで有効にします。
このオプションが選択されていないと、フレックス・フォームに追加した行または列は POV
またはユーザー変数の変更時に削除されます。
POVまたはユーザー変数の変更後に追加メンバーをフレックス・フォームに保持するには:
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1. メンバー・オプションの手順に従って、「オプション」ダイアログの「メンバー」タブを起
動します。

2. 「フレックス・フォーム: POVおよびユーザー変数の変更時にグリッドを保持」チェック・
ボックスを選択します。

3. 選択内容を保存し、「オプション」ダイアログを閉じます。
メンバー・オプションの手順に従って、選択内容を保存するオプションを選択します。

4. オプション: フレックス・フォームでメンバーを追加または削除し、「リフレッシュ」をク
リックします。

5. 必要に応じて、次のタスクを実行します:

• POVメンバーを変更して「リフレッシュ」をクリックします
• ユーザー変数を変更します(フレックス・フォームは自動的にリフレッシュされます)。
変更したメンバーは保持されます。これで、フレックス・フォームの任意のメンバー(新規
に追加したメンバーを含む)の変更した POVおよびユーザー変数に対して、データを入力
して送信できます。

6. オプション: POVまたは任意のユーザー変数を再度変更してリフレッシュし、更新された
POVとユーザー変数に対してデータの入力を続行します。

関連項目:

• Smart Viewでのフレックス・フォームの操作
• メンバー・オプション

フレックス・フォームでサポートされていない機能
これらのフォーム機能は、フレックス・フォームではサポートされていません :

• セグメント・プロパティの使用: ディメンションのドロップダウンの非表示、読取り専用、
有効化(行ディメンションのドロップダウン・メンバー・セレクタ)、階層の抑制

Note:

行が再配置またはソートされた後、セグメント・プロパティは維持されません。
• 期間に対するデータの分散
• 列でのデータのフィルタリング
• 行または列での式の使用
• メンバー名と別名オプションの使用
• 複合フォーム内でのフレックス・フォームの使用
• エンティティ・ディメンションの「通貨の表示」の有効化。
• フォーム内のデータ検証ルールは、フレックス・フォームの使用時にはサポートされませ
ん。かわりに、データ検証ルールを Groovyルールに変換します。

フレックス・フォームは次の場合はサポートされていません:

• ダッシュボード
• スマート・フォーム

第 7章
フレックス・フォームの操作

7-18



• タスク・マネージャ拡張機能

Smart Viewでのフレックス・フォームの操作
フレックス・フォームでは、行および列ディメンションを再配置し、有効なメンバーまたは別
名を対応するディメンションから挿入できます。
Smart Viewで変更したフォームのデータを送信する前に、リフレッシュを実行します。リフレ
ッシュ時に、無効なメンバー、コメントおよび空の行または列が削除され、データの送信が有
効になります。
フレックス・フォームを操作するには:

1. データ・ソースに接続します。
2. 「Smart Viewホーム」パネルで、フレックス・フォーム名をクリックして開きます。
デフォルトでは、フレックス・フォーム名をクリックすると、フレックス・フォームとし
て開きます。
フレックス・フォームは、

アイコンで示されます。
フレックス・フォームは、単純なフォームとして開くか、フレックス・フォームを右クリ
ックし、「フォームを開く」または「アド・ホック分析」オプションを選択してアド・ホッ
ク・グリッドとして開くことができます。

3. 要件に従ってデータを変更します。
たとえば、実行できるアクションの一部は次のとおりです:

• 行および列メンバーの再配置または移動
• 行および列の挿入
• 行および列の削除
• メンバーの追加。「メンバー選択」を使用するか、メンバー名を手動で入力してメンバ
ーを追加できます。

• ビジネス・ルールの実行
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Note:

• 行メンバーを編集している場合、データの送信は無効になります。
• Smart Viewの「オプション」ダイアログの「フォーマット」タブで、フレッ
クス・フォームに対して「繰返しメンバー・ラベル」チェック・ボックスを
有効にする必要があります。このチェック・ボックスの選択を解除しようと
しても、リフレッシュするとチェック・ボックスは再度選択され、「繰返しメ
ンバー・ラベル」オプションは有効になります。

• 行と列に対して実行できる操作は、サービス管理者またはフォーム設計者が
フォーム定義時に選択した内容によって異なります。行に対して操作を実行
するには、行でのフレックス・フォームの有効化オプションを選択する必要
があります。列に対してアクションを実行するには、列でのフレックス・フ
ォームの有効化オプションを選択する必要があります。これらのオプション
については、Planningの管理の Smart Viewのフォーム・オプションの設定
で説明しています。

4. オプション: POVまたはユーザー変数の変更後に、追加したメンバーをフレックス・フォ
ームに保持するには、「フレックス・フォーム: POVおよびユーザー変数の変更時にグリッ
ドを保持」チェック・ボックスを「オプション」ダイアログ、「メンバー」タブで選択しま
す。
詳細は、POVまたはユーザー変数の変更後のフレックス・フォームでの変更されたメンバ
ーの保持を参照してください。

5. オプション: サービス管理者がフォームの設計時に「フレックス・フォームの無効なメンバ
ーの表示」オプションを有効にした場合、メンバー名を入力してから「リフレッシュ」を
クリックし、無効なメンバー名を表示して修正できます。
詳細は、フレックス・フォームでの無効なメンバーの保持を参照してください。

6. オプション: ビジネス・ルールを実行するには、フォーム内のセルを選択します。「拡張機
能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」を選択しま
す。「データ」、「計算」を選択し、「ビジネス・ルール」を選択します。ビジネス・ルール
を選択して起動します。

7. 「リフレッシュ」をクリックします。
リフレッシュすると、Smart Viewはフォームに加えた変更を維持します。
フォームで「フレックス・フォームの無効なメンバーの表示」が有効になっている場合、
無効なメンバーは保持されます。このオプションが有効になっていない場合、「リフレッシ
ュ」操作によって、無効なメンバーが削除されます。

Note:

データはリフレッシュ後にのみ送信できます。ただし、変更したフォーム・レイ
アウトはサーバーに格納されず、現在のセッションのコンテキストでのみ維持さ
れます。

8. 変更したデータを送信するには、「送信」をクリックします。
データは、リフレッシュ後にのみ送信できます。

9. 元のフレックス・フォームのレイアウトに戻すには、フレックス・フォームを再度開きま
す。
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変更したフォームはサーバーに格納されず、現在のセッションのコンテキストでのみ維持
されます。フレックス・フォームを再度開くと、フレックス・フォームのレイアウトは元
の状態に戻ります。

アド・ホック・モードでフレックス・フォームを開いてデータ
を送信

通常のフォームと同様に、アド・ホック・モードでフレックス・フォームを開き、アド・ホッ
ク分析を使用してグリッド・レイアウトを変更して、データを送信できます。
アド・ホック・モードでフレックス・フォームを開いてデータを送信するには:

1. データ・ソースに接続します。
2. Smart Viewパネルで、ツリー・リストを展開し、アド・ホック・モードで開くフレック
ス・フォームを見つけます。

3. 選択したフレックス・フォームを右クリックし、「アド・ホック分析」を選択します。
4. 要件に従ってデータおよびグリッド・レイアウトを変更します。
5. 「送信」をクリックします。
6. フレックス・フォームがあるシートに戻ります。
7. 「リフレッシュ」をクリックします。
元のレイアウトおよび変更されたデータがフレックス・フォームに表示されます。
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8
アド・ホック分析

次も参照:

• アド・ホック分析の開始
アド・ホック分析は、キューブおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementフォームから開始できます。

• アド・ホック・グリッドのフォーマット
Smart View(セル・スタイル)または Google Sheetsを使用してグリッドのフォーマットを
制御できます。

• ズーム・インおよびズーム・アウト
グリッドのメンバーをズーム・インして、その子および子孫のデータを表示し、ズーム・
アウトして高レベル・ビューを表示します。

• ピボット
ピボットは、ワークシート上のデータの方向を変更します。行と列の間、およびグリッド
と POVの間でディメンションを移動できます。

• 属性ディメンションの挿入
アド・ホック分析を実行する場合、属性ディメンションまたはメンバーをワークシートに
挿入できます。

• アド・ホック・グリッドでのメンバー保持および除去
メンバーおよび関連付けられたデータをアド・ホック・グリッドに保持したり、グリッド
から除去できます。

• レポートのカスケード
アド・ホック・グリッドに基づくレポートで、1つ以上のディメンションの任意のメンバ
ーまたはすべてのメンバーについて個別のレポートを作成できます。

• アド・ホック・グリッドの保存
アド・ホック・グリッドをフォームとして保存できます。

• アド・ホック操作での Google Sheets式の保持
Google Sheetsの式とコメントをアド・ホック・グリッドのメンバー・セルやデータ・セ
ルに関連付け、そのようなセルを識別できるようにセルのスタイルを設定できます。デフ
ォルトでは、ピボット以外のアド・ホック操作の実行時、式は保持されます。

• 問合せレポートの実行
問合せシートをレポートとして実行することで、ディメンション全体のメンバーの組合せ
をすべて表示できます。

• コメントと不明メンバーの操作
「コメントの表示」リボン・コマンドから開く「コメントの編集」ダイアログを使用して、
アド・ホック・グリッドのコメントおよび不明なメンバーに簡単にアクセスし、編集でき
ます。

• 複数グリッド・シートの操作
Smart Viewでは、1つのシートで複数のアド・ホック・グリッドを取得できます。これら
のグリッドは、すべて同じデータ・ソースまたは別のデータ・ソースのいずれかに接続で
きます。
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アド・ホック分析の開始
アド・ホック分析は、キューブおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementフォームから開始できます。
アド・ホック分析グリッドを開始するには、次のいずれかの方法を使用します:

• キューブからのアド・ホック分析の開始
• Cloud EPMフォームからのアド・ホック分析の開始

ノート:

アド・ホック分析を開始すると、セル・スタイルはデフォルトでは有効になっていま
せん。「セル・スタイルの使用」設定の詳細は、Smart Viewフォーマット(セル・スタ
イル)の使用を参照してください。

キューブからのアド・ホック分析の開始
キューブからアド・ホック分析を開始するには、「Smart Viewホーム」パネルからキューブを
選択します。
Cloud EPMの次の例では、選択可能なキューブが 5個(Plan1、Plan2、Plan3、VisASOおよび
Vis1ASO)あります。
 

 

キューブを選択すると、データがアド・ホック・モードのグリッドに配置され、すぐにアド・
ホック分析を開始できます。
Cloud EPMフォームからのアド・ホック分析の開始
管理者によってアド・ホック・ユーザーの役割を割り当てられている場合、管理者によってア
ド・ホックが使用可能に設定されている Cloud EPMのフォームで、アド・ホック分析を実行で
きます。
Cloud EPMフォームのアド・ホック分析を開始するには:
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1. 「Smart Viewホーム」パネルで Cloud EPMフォームを選択します。
たとえば、Smart Viewパネルが次のようだとします。
a. 「ライブラリ」を選択します。

 

 

b. 「Plan」を選択して Planフォルダに保存されているすべての Cloud EPMフォームを表
示します。
 

 

c. Cloud EPMフォームを選択します。たとえば、「実績 vs計画」Cloud EPMフォームを
選択できます。
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Cloud EPMフォームを選択すると、そのフォームのデータがグリッドに配置されます。た
だし、最初はアド・ホック・モードではありません。

2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」を選
択します。

3. 「アド・ホック」を選択し、「分析」を選択すると、フォームから作成されたアド・ホック・
グリッドを含む 2つ目のシートが開きます。

4. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。「アド・ホック」メニューには、アド・ホック分析を実行するための様々な
オプションがあります。

ヒント:

フォームをアド・ホック分析モード、つまりアド・ホック・グリッドとして直接開く
には、まずフォームを選択し、その上の任意の場所で右クリックして、メニューで
「アドホック分析」オプションを選択します。

アド・ホック・グリッドのフォーマット
Smart View(セル・スタイル)または Google Sheetsを使用してグリッドのフォーマットを制御
できます。
次も参照:

• Smart Viewフォーマット(セル・スタイル)の使用
• Google Sheetsのフォーマットの使用

Smart Viewフォーマット(セル・スタイル)の使用
Smart Viewのフォーマット、またはセル・スタイルは、Smart Viewの「オプション」ダイア
ログの「フォーマット」タブで選択したフォーマットで構成されます。セル・スタイルを有効
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にしない場合は、Google Sheetsのフォーマットが使用されます(Google Sheetsのフォーマッ
トの使用を参照)。
Smart Viewフォーマット・オプションを設定するには:

1. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「オプション」を
選択します。

2. 「オプション」ダイアログで、「フォーマット」タブを選択します。
3. 「フォーマット」タブで「セル・スタイルの使用」を選択します。
4. 必要なセルのスタイルを設定します:

a. 「フォーマット」タブで、「セルのスタイル」ボタンをクリックして、「セルのスタイ
ル」パネルを起動します。
セル・スタイルの 3つのグループ(「メンバー・スタイル」、「データ・スタイル」および
「その他のスタイル」)に注意してください。この例では、「データ・スタイル」が展開さ
れ、セルのスタイルを適用または変更できる使用可能なデータのタイプが表示されて
います。使用可能なスタイルとして「ダーティ」、「セル・テキスト」、「添付」、「ドリ
ルスルー」、「サポート詳細」、「読取り専用」および「データ」が表示されています。
 

 

b. セル・スタイルのカテゴリを展開し、変更するセルのスタイルを見つけてクリックし
ます。
たとえば、「データ・スタイル」カテゴリで「添付」を選択できます。

c. カラー・コントロール(各カラー・ブロックの左上隅にある丸)を、必要な色になるまで
ドラッグします。
デフォルトのカラー・コントロールは次のようなものです。下部の丸を移動して色の
カテゴリを選択し、上部の丸を移動してそのカテゴリで色合いを選択します:

 

第 8章
アド・ホック・グリッドのフォーマット

8-5



 

次の例では、色を青色のカテゴリと色合いに変更しています:

 

 

d. 終了したら、右上隅の「X」をクリックしてペインを閉じ、「セルのスタイル」パネル
に戻ります。

5. 「セルのスタイル」パネルで、「完了」をクリックして「オプション」ダイアログに戻り、
右上隅の「X」をクリックして「オプション」ダイアログを閉じます。

Google Sheetsのフォーマットの使用
Google Sheetsのフォーマットを使用すると、条件付きフォーマットを含む選択したフォーマ
ットがグリッドに適用され、リフレッシュやアド・ホック操作の実行時に保持されます。
Google Sheetsのフォーマットを使用する場合は、Smart Viewは、ユーザーのグリッド操作に
基づいたセルの再フォーマットを行わず、また、ユーザーがデータ値を変更したときにセルを
ダーティ・セルとしてマークしません。Smart Viewは、操作と操作の間はワークシートのフォ
ーマットを保持します。
高度にフォーマットされたレポートについては、一般に Google Sheetsフォーマットの使用を
お薦めします。また、データ・ソースのアプリケーション固有の色が Google Sheetsの色パレ
ットでサポートされていない場合は、Google Sheetsフォーマットを使用する必要があります。
Google Sheetsのフォーマットは、「オプション」ダイアログの「フォーマット」タブで「セル
のスタイルの使用」オプションを選択しないかぎり、デフォルトで使用されます。詳細は、
Smart Viewフォーマット(セル・スタイル)の使用を参照してください。
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ズーム・インおよびズーム・アウト
グリッドのメンバーをズーム・インして、その子および子孫のデータを表示し、ズーム・アウ
トして高レベル・ビューを表示します。
次も参照:

• ズーム・イン
グリッドのメンバーにズーム・インして、その子および子孫のデータを表示できます。

• ズーム・アウト
ズーム・アウトして、ビューを次の上位レベルまたは最上位レベルに縮小できます。

• ズーム時に表示するメンバーの選択
オプションを設定して、ズーム・インおよびズーム・アウト時に保持および表示するメン
バーを指定できます。

ズーム・イン
グリッドのメンバーにズーム・インして、その子および子孫のデータを表示できます。
メンバーにズーム・インするには:

1. グリッドでメンバーを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「分析」を選択し、「ズーム・イン」を選択します。
4. 「ズーム・イン」オプションで、必要なオプションを選択します:

• 「次のレベル」を選択すると、選択したメンバーの子のデータが取得されます
• 「すべてのレベル」を選択すると、選択したメンバーのすべての子孫のデータが取得さ
れます。

• 「最下位レベル」を選択すると、ディメンション内の最下位レベルのメンバーのデータ
が取得されます。

ズーム・アウト
ズーム・アウトして、ビューを次の上位レベルまたは最上位レベルに縮小できます。
ズーム・アウトするには:

1. グリッドでメンバーを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「分析」を選択し、「ズーム・アウト」を選択します。
4. 「ズーム・アウト」オプションで、必要なオプションを選択します:

• 次のレベルのデータにズーム・アウトする「次のレベル」
• 最上位のデータにズーム・アウトする「上位レベル」
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ズーム時に表示するメンバーの選択
オプションを設定して、ズーム・インおよびズーム・アウト時に保持および表示するメンバー
を指定できます。
ズームのメンバー表示オプションを設定するには:

1. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「オプション」を
選択します。

2. 「オプション」ダイアログで、「メンバー」タブを選択します。
3. 「メンバーの保持」で、必要なオプションを選択します:

• 「選択を含める」選択すると、選択したメンバーと、ズームの結果として取得されたメ
ンバーの両方が表示されます。
たとえば、選択したメンバー Qtr1にズーム・インすると、Jan、Feb、Marおよび Qtr1
のデータが取得されます。選択されていない場合、ズームの結果として取得されたメ
ンバー(この例では、Jan、Febおよび Mar)のみが表示されます。

• 「選択したグループ内」を選択すると、選択したセル・グループのみにズーム・イン
し、選択していないセルはそのままになります。
この設定は、グリッドの下に行として、またはグリッドを超えて列として、複数のデ
ィメンションがある場合にのみ有用です。この設定は、「選択項目のみ保持」および
「選択項目のみ除去」にも適用されます。

ピボット
ピボットは、ワークシート上のデータの方向を変更します。行と列の間、およびグリッドと
POVの間でディメンションを移動できます。
次も参照:

• 行と列の間のディメンションのピボット
行と列の間でディメンションまたはメンバーをピボットできます。

• グリッドと POVの間のディメンションまたはメンバーのピボット
ディメンションを、アド・ホック・グリッドから視点(POV)に、または POVからグリッド
にピボットすることができます。メンバーをピボットすることもできます。メンバーをピ
ボットすると、そのディメンション内の他のメンバーもピボットされます。

• グリッドでのディメンションの再配置
グリッド上のディメンションは、上下および左右に移動して再配置できます。

行と列の間のディメンションのピボット
行と列の間でディメンションまたはメンバーをピボットできます。
ピボットするディメンションを含む行または列に、2つ以上のディメンション、または 2つ以
上のディメンションのメンバーが存在する必要があります。つまり、グリッド上の最後の行デ
ィメンションまたは最後の列ディメンションはピボットできません。
メンバーをピボットすると、そのディメンション内の他のメンバーもピボットされます。
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行と列の間でピボットすると、Smart Viewでは、選択したディメンションが反対側の軸の最も
外側の行または列に移動します。たとえば、ディメンションを行にピボットするように選択す
ると、ディメンションはグリッドの上部に移動します。
行から列、または列から行にディメンションまたはメンバーをピボットするには:

1. グリッドでディメンションまたはメンバーを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「分析」を選択し、「ピボット」を選択し、「ピボット」を選択します。
4. グリッド内の変更箇所を確認します。

• 行ディメンションが一番上の列ディメンションにピボットされます。
• 列ディメンションが一番左の行ディメンションにピボットされます。

ノート:

Google Sheetsフォーマットを使用している場合、ピボット操作後、メンバーと数値
のフォーマットが予期せずに変わることがあります。たとえば、メンバー名が中央揃
えになったり、数値が左揃えになったりします。Google Sheetsフォーマット・オプ
ションを使用して、グリッドを適切なフォーマットに戻すことができます。アド・ホ
ック・グリッドのフォーマットを参照してください。

グリッドと POVの間のディメンションまたはメンバーのピボ
ット

ディメンションを、アド・ホック・グリッドから視点(POV)に、または POVからグリッドにピ
ボットすることができます。メンバーをピボットすることもできます。メンバーをピボットす
ると、そのディメンション内の他のメンバーもピボットされます。
グリッドから POVへのディメンションのピボット
グリッドから POVにディメンションをピボットするには:

1. グリッドでディメンションを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「分析」を選択し、「ピボット」を選択し、「POVにピボット」を選択します。
4. 「POV」パネルを開きます。

a. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホッ
ク」を選択します。

b. 「データ」を選択し、「POV」を選択します。
ディメンションが「POV」パネルに表示されます。

POVからグリッドへのディメンションのピボット
POVからグリッドにディメンションをピボットするには:
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1. 「POV」パネルを開きます。
a. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホッ
ク」を選択します。

b. 「データ」を選択し、「POV」を選択します。
2. POVからグリッド内の列にディメンションをピボットするには:

「POV」パネルで、ディメンションの右側にある省略記号ボタン

をクリックし、「列にピボット」を選択します。
3. POVからグリッド内の行にディメンションをピボットするには:

「POV」パネルで、ディメンションの右側にある省略記号ボタン

をクリックし、「行にピボット」を選択します。
POVからグリッドへのメンバーのピボット
POVからグリッドにメンバーをピボットするには:

1. 「POV」パネルを開きます。
a. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホッ
ク」を選択します。

b. 「データ」を選択し、「POV」を選択します。
2. 視点ディメンションからのメンバーの選択の手順を実行し、ドロップダウン・リストにメ
ンバーを追加したことを確認します。

3. ディメンションのドロップダウン矢印をクリックして使用可能なメンバーのリストを表示
し、リストからメンバーを選択します。
メンバー・リストが長い場合は、ディメンション・テキスト・ボックスにメンバー名の一
部を入力し、メンバーをフィルタ処理できます。たとえば、Vision製品ディメンションを
使用して、Computerの入力を開始します。ドロップダウン・リストでは、名前に Computer
が含まれるメンバーに対してフィルタ処理されます:

4. POVからグリッド内の列に選択したメンバーをピボットするには:

「POV」パネルで、ディメンションの右側にある省略記号ボタン

をクリックし、「列にピボット」を選択します。
5. POVからグリッド内の行に選択したメンバーをピボットするには:
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「POV」パネルで、ディメンションの右側にある省略記号ボタン

をクリックし、「行にピボット」を選択します。
ディメンションおよびメンバーのピボットに関するガイドライン
ピボットを使用する際は、次のガイドラインを考慮してください:

• 任意の数のディメンションを POVに残すことができます。
• 最後のディメンションを POVからグリッドにピボットすると、POVパネルは非表示にな
ります。いつでも POVパネルを再び開いて、再表示できます。

• グリッドには、少なくとも 2つのディメンション(行ディメンションと列ディメンション)が
常に含まれている必要があります。グリッドに 1つの行ディメンションと 1つの列ディメ
ンションのみがある場合、グリッドからディメンションをピボットする前に、まずグリッ
ドに代替のディメンションをピボットする必要があります。
たとえば、グリッドから行ディメンションをピボットする場合、まずグリッドに代替の行
ディメンションをピボットしてから、グリッドから不要な行ディメンションをピボットす
る必要があります。

• グリッドから POVにメンバーをピボットする場合、グリッドで選択されたメンバーがその
ディメンションの POVになります。たとえば、Yearディメンションの Qtr2をグリッドか
ら POVにピボットすると、Qtr2が Yearディメンションの POVになります。

• ディメンション名またはメンバー名を手動で入力して、グリッドまたは POVでディメンシ
ョン名またはメンバー名を置き換えることができます。
同様に、グリッドからディメンションまたはメンバーを削除して、グリッドをリフレッシ
ュすることができ、削除されたディメンションまたはメンバーは、グリッドから移動され、
POVに表示されます。

• 視点ディメンションからのメンバーの選択の説明に従って、POVからメンバーを選択して
ピボットできます。

• 複数のシートを切り替えているときに、「同期」または「リフレッシュ」を使用して、現在
アクティブなシートに固有の POVディメンションを同期できます。詳細は、POVパネル
とアクティブ・シートの同期を参照してください。

グリッドでのディメンションの再配置
グリッド上のディメンションは、上下および左右に移動して再配置できます。
アド・ホック・グリッドでディメンションを再配置するには:

1. グリッドでディメンションまたはメンバーを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「分析」を選択し、「ピボット」を選択します。
4. 次のオプションのいずれかを選択します。

• 上へ移動
• 下へ移動
• 左へ移動
• 右へ移動
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属性ディメンションの挿入
アド・ホック分析を実行する場合、属性ディメンションまたはメンバーをワークシートに挿入
できます。
属性ディメンションまたはメンバーを挿入するには:

1. アド・ホック・グリッドを開きます。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「分析」を選択し、「属性の挿入」を選択します。
4. 「属性の挿入」ダイアログ・ボックスで、シートに追加する属性ディメンションを選択しま
す。

5. オプション: 属性メンバーをさらに定義するには、属性の横にある をクリックして
「メンバー・セレクタ」を開き、目的のメンバーを選択します。
たとえば、市場サイズの隣にある をクリックします。

「Large Market」、「Medium Market」または「Small Market」を選択します。

6. 「挿入」を選択して、選択した属性ディメンションをグリッドに追加します。
7. 選択した属性ディメンションを POVパネルに表示するには、「POVのリロード」をクリッ
クします。

属性ディメンションの挿入に関するガイドライン
属性を挿入する場合は、次のガイドラインを考慮してください:

• 属性がグリッドにすでに存在する場合、「属性の挿入」ダイアログ・ボックスで選択できま
せん。

• グリッドはリフレッシュされた状態である必要があります。グリッドがリフレッシュする
前にフリーフォーム状態である場合、手動でリフレッシュするよう指示されます。
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• 属性がグリッドに挿入されると、グリッドが自動的にリフレッシュされます。
• 「属性の挿入」ダイアログ・ボックス:

– 属性ディメンション全体またはディメンションから 1つの属性メンバーを挿入するこ
ともできます。

– メンバー名が属性テキスト・ボックスで空のままである場合、そのディメンションは
選択解除済の状態で挿入されません。

• 「属性の挿入」コマンドおよびダイアログ・ボックスを使用して単一の属性メンバーを挿入
した場合、「メンバー選択」を使用して同じ属性ディメンションからグリッドに他のメンバ
ーを追加できます。

• 属性ディメンションの世代 3レベルで属性をフィルタ処理した場合、Smart Viewでは世代
2レベルまでのメンバーのみが表示されます。

• 属性ディメンションを削除するには、属性ディメンションがグリッド内に存在している必
要があります。詳細は、グリッドと POVの間のディメンションまたはメンバーのピボット
を参照してください。

アド・ホック・グリッドでのメンバー保持および除去
メンバーおよび関連付けられたデータをアド・ホック・グリッドに保持したり、グリッドから
除去できます。
保持するメンバーの選択
グリッドで保持するメンバーを選択するには:

1. アド・ホック・グリッドで、保持するメンバー・セルを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「分析」を選択し、「選択項目のみ保持」を選択します。
グリッドのその他のメンバーは除去されます。

削除するメンバーの選択
グリッドで削除するメンバーを選択するには:

1. アド・ホック・グリッドで、削除するメンバー・セルを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「分析」を選択し、「選択項目のみ除去」を選択します。
グリッドの選択したメンバーがすべて削除されます。

保持および除去の例
「選択項目のみ保持」および「選択項目のみ削除」の結果は、選択したグループがグリッド内で
評価される方法によって異なります。グループは、グリッドの下に行として、またはグリッド
を超えて列として、複数のディメンションで構成されます。
「選択項目のみ保持」または「選択項目のみ除去」コマンドを使用するには、選択されたメンバ
ーがメンバーのグループに属し、関連付けられている必要があります。メンバーは、グループ
を考慮するのに同じディメンションである必要はありません。選択したメンバーは、グループ
の最小または最後のメンバーにしないでください。
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たとえば、New York、Florida、Connecticutおよび New Hampshireという個々のグループにつ
いて考えてみます。いずれも Januaryメンバーを含んでいます。それらの 4つの州の January
のデータを保持します。ただし、「Jan」を選択して「選択項目のみ保持」をクリックすると、
グリッドは変更されません。これは Jan自身がグループではないためです。Janは、実際には
Marketディメンションを起源とするグループのメンバーで、New York、Florida、Connecticut
および New Hampshireグループに属してもいます。

図 8-1 列 Aに Marketメンバー、列 Bに Yearメンバーを使用したグリッド

Janを移動して Janの位置を変え、Janがグループになってメンバー New York、Florida、
Connecticutおよび New Hampshireが Janグループに属するようにします。
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図 8-2 列 Aに Yearメンバー、列 Bに Marketメンバーを使用したグリッド

ここで、Janセルを選択して、「選択項目のみ保持」をクリックします。結果のレイアウトに
は、Janでグループ化されている Marketディメンション・メンバーのみが表示されます。
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図 8-3 Janグループ・メンバーのみを使用したグリッド

レポートをさらに絞り込み、New York、Florida、Connecticutおよび New Hampshireメンバー
のみを表示できます。グリッドでそれらのメンバーを選択します。

図 8-4 「選択項目のみ保持」に選択したメンバー

次に、「選択項目のみ保持」をクリックします。

図 8-5 Janグループ・メンバー New York、Florida、Connecticutおよび New Hampshireの
みを使用したグリッド
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別の方法で結果を得ることもできます。West、Southおよび Centralメンバーと Marketディメ
ンションを選択します。
図 8-6 「選択項目のみ削除」に選択されたメンバー

次に、「選択項目のみ削除」をクリックします。
図 8-7 Janグループ・メンバー New York、Florida、Connecticutおよび New Hampshireの
みを使用したグリッド

「選択項目のみ保持」および「選択項目のみ削除」コマンドは選択されたグループで常に実行さ
れ、グリッド内で評価されることに注意してください。

レポートのカスケード
アド・ホック・グリッドに基づくレポートで、1つ以上のディメンションの任意のメンバーま
たはすべてのメンバーについて個別のレポートを作成できます。
その後、これらのレポートを個別のシートに個別にカスケードできます。各シート・タブに、
そのシートに含まれるレポートのディメンションとメンバーに従って名前が付けられます。

ノート:

カスケードの結果作成されるシートの名前には 30文字の制限があります。30文字
を超える文字は切り捨てられます。
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アド・ホック・グリッドからレポートを重ねて表示するには:

1. アド・ホック・グリッドを開きます。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「分析」を選択し、「カスケード」を選択します。
4. 「カスケード」で、必要なオプションを選択します:

• 「カスケード - 同じスプレッドシート」: 現在のスプレッドシート内のすべてのレポート
をカスケード表示します。

• 「カスケード - 新規スプレッドシート」: 新しいスプレッドシート内のすべてのレポート
をカスケード表示します。

• 「カスケード - 別のスプレッドシート」: 異なるスプレッドシート内のすべてのレポート
をカスケード表示します。

「カスケード」パネルが開きます。
5. 「カスケード」パネルで、各ディメンションの横にある

をクリックして、「メンバー・セレクタ」ダイアログを起動します。
6. レポートの作成対象のディメンションのメンバーを選択し、「完了」をクリックします。
選択したメンバーごとに 1つのレポートが作成されます。選択内容に基づいて、カスケー
ドされたシートの数が「カスケード」パネルの下部に表示されます。

7. 「完了」をクリックすると、カスケードが開始されます。
すべてのレポートがカスケードされるまで、一時的なシートが作成されます。結果のレポ
ートは、選択内容に基づいて、現在のスプレッドシート、新しいスプレッドシート、また
は別のスプレッドシートのいずれかの個別のシートに作成されます。各シート・タブに、
そのシートに含まれるレポートのディメンションとメンバーに従って名前が付けられま
す。レポートを表示するには、シート・タブをクリックします。

ノート:

一時シートを作成した後、最終的なカスケード・レポートが表示されない場合は、
ブラウザのポップアップ・ブロッカ設定を確認し、レポートをカスケードするた
めのポップアップ・ウィンドウの起動を許可してください。

アド・ホック・グリッドの保存
アド・ホック・グリッドをフォームとして保存できます。
アドホック・グリッドをフォームとして保存するには:

1. アド・ホック・グリッドを開きます。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「分析」を選択し、「アド・ホック・グリッドの保存」を選択します。
4. 「グリッドの別名保存」で、フォームの名前と説明を入力し、グリッドの保存先となる場所
を参照します。
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5. 「OK」をクリックします。
保存されたグリッドが、選択した場所の「Smart Viewホーム」パネル・ツリー・リストに
表示されます。

アド・ホック操作での Google Sheets式の保持
Google Sheetsの式とコメントをアド・ホック・グリッドのメンバー・セルやデータ・セルに
関連付け、そのようなセルを識別できるようにセルのスタイルを設定できます。デフォルトで
は、ピボット以外のアド・ホック操作の実行時、式は保持されます。
アド・ホック操作で式およびコメントを保持するかどうかを指定するには:

1. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「オプション」を
選択します。

2. 「メンバー」タブを選択し、「コメントと式」まで下にスクロールし、次のいずれかを行い
ます:

• アド・ホック・グリッドで式およびコメントを保持するには、「アド・ホックで式とコ
メントを保持」チェック・ボックスを選択します。

• 式およびコメントの保持を無効にするには、「アド・ホックで式とコメントを保持」チ
ェック・ボックスをクリアします。この操作は、式およびコメントを保持する必要が
なく、問合せを高速に実行したい場合にのみ行います。

• アド・ホック・グリッドでコメントおよび不明メンバーを保持するには、「アド・ホッ
クで式とコメントを保持」および「コメントと不明メンバーの保持」チェック・ボッ
クスを選択します。「コメントと不明メンバーの保持」チェック・ボックスを有効にす
るには、「アド・ホックで式とコメントを保持」チェック・ボックスを最初に選択する
必要があります。

• コメントおよび不明メンバーの保持を無効にするには、「コメントと不明メンバーの保
持」をクリアします。この操作は、コメントおよび不明メンバーを保持する必要がな
く、問合せを高速に実行したい場合にのみ行います。

選択内容は、メンバー・セルとデータ・セルの両方の式に適用されます。

問合せレポートの実行
問合せシートをレポートとして実行することで、ディメンション全体のメンバーの組合せをす
べて表示できます。
レポートとして実行を使用してシート上のすべてのメンバーの組合せを取得するか、行のクロ
ス結合または列のクロス結合オプションを使用して特定の行または列メンバーの組合せを取得
できます。
レポートとして実行
アド・ホック問合せシートをレポートとして実行し、行ディメンションと列ディメンションの
すべてのメンバー間のクロス結合を取得し、ディメンション全体のすべてのメンバーの組合せ
を別のシートに表示できます。レポートとして実行オプションを使用すると、「クロス結合」を
実行して、ディメンション全体のすべてのメンバーの組合せを表示できます。
通常のアド・ホック・シートはすべて問合せシートとして扱えます。ディメンションとメンバ
ーのどちらのタイプも、シートに直接入力するか、メンバー・セレクタを使用して選択できま
す。たとえば、次のようなフリーフォーム・グリッドを作成します:
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• 列に「Scenario」と「Time」を入力し、1月の実績データと 2月のプラン・データを表示
します。

• 行に「Account」と「Entity」を入力し、特定のアカウントと特定の営業エンティティの特
定のデータを表示します。

 

 
レポートを実行する前に、必要に応じて「リフレッシュ」をクリックしてグリッド内のデータ
値を確認することもできます。
 

 
グリッドでは、行と列のメンバーの組合せはそれぞれ異なります。たとえば、セル C4に
「Actual」シナリオにおける「Sales East for Jan」のハードウェア収益の値を示し、セル D5に、
「Plan」シナリオにおける「Sales South for Feb」のサポート収益の値を示します。
このアド・ホック問合せシートをレポートとして実行するには、レポートとして実行オプショ
ンを使用します。「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「ア
ド・ホック」を選択します。「問合せ」をクリックし、レポートとして実行 をクリックします。
シートで使用可能なすべての行メンバーと列メンバーの組合せが、別のレポート・シートに表
示されます。レポート・シートの名前は<シート名> - レポートになります。この例では、問合
せシートの名前は Revenueなので、レポート・シートは Revenue - レポートという名前で作
成されます。
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レポート・シートには、シート上のすべての既存の行メンバーと列メンバーの組合せとそのデ
ータ値を含むグリッドが表示されます。前述の例では、レポート・シートには、1月と 2月の
両方の「Actual」列と「Plan」列と、「Sales East」エンティティと「Sales South」エンティテ
ィの両方の行に、「Hardware」と「Support」の値が表示されています。
行のクロス結合
行内の特定のメンバーのみに対してクロス結合を実行する場合は、行のクロス結合オプション
を使用します。
特定のメンバーの組合せを表示するには、必要な行メンバーを選択します。
 

 
「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」を選
択します。「問合せ」をクリックし、行のクロス結合をクリックします。
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選択したメンバーのクロス結合または組合せは、同じアド・ホック・シート内の元のグリッド
の末尾の新しい行に表示されることに注意してください。たとえば、「Revenue」シート・タブ
自体に新しい行 5と 6が表示されます。
「リフレッシュ」をクリックすると、異なる行の組合せのデータ値が表示されます。
 

 

列のクロス結合
列内の特定のメンバーのみに対してクロス結合を実行して組合せを表示する場合は、列のクロ
ス結合オプションを使用します。
特定のメンバーの組合せを表示するには、必要な列メンバーを選択します。
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「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」を選
択します。「問合せ」をクリックし、列のクロス結合をクリックします。
 

 
選択したメンバーのクロス結合または組合せは、同じアド・ホック・シート内の既存の列の後
に新しい列として表示されます。たとえば、「Revenue」シート・タブ自体に新しい列 Dと E
が表示されます。
「リフレッシュ」をクリックすると、異なる列の組合せのデータ値が表示されます。
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コメントと不明メンバーの操作
「コメントの表示」リボン・コマンドから開く「コメントの編集」ダイアログを使用して、ア
ド・ホック・グリッドのコメントおよび不明なメンバーに簡単にアクセスし、編集できます。
Related Topics

• コメントと不明メンバーについて
アド・ホック・シートのコメントおよび不明メンバーを強調表示するオプションを設定し
てから、必要に応じて「コメントの編集」ダイアログを使用してコメントおよび不明メン
バーを変更または削除します。

• シート内のコメント表示の有効化
Smart Viewでオプションを設定して、アド・ホック・シートのコメントおよび不明メンバ
ーを検出できます。

• リフレッシュ時の「コメントの編集」ダイアログの表示
シートをリフレッシュするたびに「コメントの編集」ダイアログを表示するためのオプシ
ョンを構成できます。

• シート内のコメントの表示
アド・ホック・シート内のコメントを表示できます。

• コメントと不明メンバーの編集と削除
「コメントの編集」ダイアログを使用して、コメントおよび不明メンバーを編集できます。

コメントと不明メンバーについて
アド・ホック・シートのコメントおよび不明メンバーを強調表示するオプションを設定してか
ら、必要に応じて「コメントの編集」ダイアログを使用してコメントおよび不明メンバーを変
更または削除します。
プロバイダに接続されている場合、Smart Viewのオプションを有効化し、次を迅速に検出でき
ます:

• グリッドの不明メンバー
• グリッドの外で入力されたテキスト、たとえば、シート上のユーザー自身のノート
Smart Viewで、これらのタイプのテキストを含むセルはコメントと呼ばれます。
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Smart Viewでオプションを設定し、グリッド内の無効または不明なメンバー、またはグリッド
の外のシートで作成した関連ノートなどのコメント・セルを迅速かつ簡単に特定できます。
たとえば、Visionデータベースでは"Total Entities"というメンバーの名前が"Total Entity"に変更
されます。Smart Viewはこの変更を追跡し、コメントをコールアウトするセル・スタイルが定
義されている場合、この変更をシートに表示します。次に、変更をすぐにメモして、グリッド
で直接修正するか、Smart Viewのリボンにある「コメントの表示」をクリックし、「コメント
の編集」ダイアログでセルを変更することで修正できます。
アド・ホック・シートでコメントをコールアウトするには、アド・ホック・グリッドを開き、
「オプション」ダイアログの「フォーマット」タブで次の操作を行います:

• 「セルのスタイルの使用」チェック・ボックスの選択
• コメントに対するセル・スタイルの設定
その後、アド・ホック・シート上のコメント・セルを簡単に識別し、選択して「コメントの編
集」ダイアログ・ボックスで操作できます。
「コメントの編集」ダイアログ・ボックスの「リフレッシュ時に常に表示」チェック・ボックス
を選択して、リフレッシュごとにこれを起動することもできます。

シート内のコメント表示の有効化
Smart Viewでオプションを設定して、アド・ホック・シートのコメントおよび不明メンバーを
検出できます。
アド・ホック・シート内のコメント表示を有効化するには:

1. 「オプション」ダイアログで、次のタスクを実行します:

a. 「メンバー」タブで、「アド・ホックで式とコメントを保持」および「コメントと不明
メンバーの保持」チェック・ボックスを選択します。

b. 「フォーマット」タブで「セル・スタイルの使用」チェック・ボックスを選択します。
c. 「セルのスタイル」ボタンをクリックし、「その他のスタイル」を展開してから、「コメ
ント」をクリックします。カラー・コントロール(各カラー・ブロックの左上隅にある
丸)を、必要な色になるまでドラッグします。
 

 

2. 右上隅の「X」をクリックして、「オプション」パネルを閉じます。
シート内のコメントの表示のステップに進みます
オプションで、リフレッシュのたびに「コメントの編集」ダイアログを表示するには、リ
フレッシュ時の「コメントの編集」ダイアログの表示のステップを完了します。
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リフレッシュ時の「コメントの編集」ダイアログの表示
シートをリフレッシュするたびに「コメントの編集」ダイアログを表示するためのオプション
を構成できます。

Note:

この手順はオプションです。

リフレッシュ時のシート内のコメント表示を有効化するには:

1. シートにアド・ホック・グリッドを配置します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「データ」、「詳細」を選択し、「コメントの表示」を選択します。
4. 「コメントの編集」ダイアログで、「リフレッシュ時に常に表示」チェック・ボックスを選
択します。

Figure 8-8    「コメントの編集」ダイアログ

5. 「変更の適用」をクリックします。
グリッドをリフレッシュするたびに、「コメントの編集」ダイアログが表示されます。
「リフレッシュ時に常に表示」チェック・ボックスは、現在のワークシートのみでなく、そ
の後で開く新しいワークシートにも適用されます。シートごとに設定する必要はありませ
ん。
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6. オプション: リフレッシュ時の「コメントの編集」ダイアログ表示を無効にするには、「リ
フレッシュ時に常に表示」チェック・ボックスをクリアします。

シート内のコメントの表示
アド・ホック・シート内のコメントを表示できます。
アド・ホック・シート内のコメント・セルを表示するには:

1. シート内のコメント表示の有効化のステップを必ず実行します
2. アド・ホック・グリッドを開始するか、グリッドを含むスプレッドシートを開き、「リフレ
ッシュ」をクリックします。

3. シートで、コメントおよび不明メンバーを含むセルに注目してください。
次に示す例では、セル B5は不明のメンバーであり、Smart Viewによって、このセルはコ
メントとしてマークされています。メンバー名が、基礎となるキューブで変更されている
可能性があります。コメント・スタイルは、このメンバーに注意する必要があることを示
しています。

Figure 8-9    コメント・スタイルでマークされたセルが表示されたグリッド

さらに、グリッド(G2)の外にあるコメントは、グリッドに関する一般的な指示を示してい
ます。同様に、ユーザーはコメントを入力して、誤った詳細を強調表示する、追加情報を
求める、説明を提供するなどの用途に使用できます。

4. コメントと不明メンバーの編集と削除に進みます。

コメントと不明メンバーの編集と削除
「コメントの編集」ダイアログを使用して、コメントおよび不明メンバーを編集できます。
開始する前に、シート内のコメント表示の有効化のステップを実行します。

Note:

このトピックの手順では、Smart Viewの「コメントの表示」コマンドおよび「コメ
ントの編集」ダイアログ・ボックスを使用してアド・ホック・シートのコメントを編
集する方法を説明します。このトピックの Smart Viewインタフェース要素を使用し
ないで、グリッドに直接コメントを編集することもできます。

アド・ホック・グリッドのコメントを編集および削除するには:

1. コメントが含まれているアド・ホック・グリッドを開き、「リフレッシュ」をクリックしま
す。
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次の例のグリッドには、シート内のコメントが複数表示されています。

Figure 8-10    コメント・スタイルでマークされたセルが表示されたグリッド

2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。

3. 「データ」、「詳細」を選択し、「コメントの表示」を選択します。
「コメントの編集」ダイアログ・ボックスが起動されます。
前述の例のグリッドに基づき、「コメントの編集」ダイアログにシート内の編集可能コメン
トが表示されます。

Figure 8-11    「コメントの編集」ダイアログ

4. コメント・セルのテキストを編集するには、「コメントの編集」ダイアログで、編集するコ
メント・セル・テキスト・ボックス内をクリックし、必要に応じてテキストを変更します。
例の「コメントの編集」ダイアログを使用して、"Total Entities"コメント・セル・テキス
ト・ボックスをクリックし、"Total Entities"を"Total Entity"に変更します。

5. 「変更の適用」をクリックして、グリッド内の変更を確認してください。
編集したセルが、ダーティ・セル・スタイルでマークされるようになります。

6. 「リフレッシュ」をクリックすると、編集したセルのダーティ・セル・スタイルがクリアさ
れ、適切なセル・スタイルが適用されます。
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7. コメントを削除するには:

a. 「コメントの編集」ダイアログを起動し、コメント・セル・テキスト・ボックス内をク
リックして編集可能なテキストを強調表示し、[Delete]キーを押します。

b. 「コメントの編集」ダイアログで「変更の適用」をクリックし、アド・ホック・グリッ
ド・シートに戻ります。

c. 「リフレッシュ」をクリックします。

複数グリッド・シートの操作
Smart Viewでは、1つのシートで複数のアド・ホック・グリッドを取得できます。これらのグ
リッドは、すべて同じデータ・ソースまたは別のデータ・ソースのいずれかに接続できます。
次も参照:

• シート上の複数のアド・ホック・グリッドについて
サポートされている Smart Viewデータ・ソースに接続すると、1つのシートに複数のグリ
ッドを作成できます。

• 複数グリッドのシートの作成
同じデータ・ソースまたは異なるデータ・ソースからアド・ホック・グリッドを配置する
ことで、複数グリッドのシートを作成できます。

• グリッド範囲名の変更
複数グリッドのシート内のグリッド範囲の名前を変更し、わかりやすくて意味のある名前
を使用して識別できるようにします。

シート上の複数のアド・ホック・グリッドについて
サポートされている Smart Viewデータ・ソースに接続すると、1つのシートに複数のグリッド
を作成できます。
これらのグリッドは、同じデータ・ソースまたは別のデータ・ソースに接続できます。たとえ
ば、あるグリッドは Planningに接続し、別のグリッドは Tax Reportingに接続することができ
ます。ソースにはキューブも使用できます。これらのグリッド内のデータを取得して、シート
上でシフトできます。

ノート:

管理者: Smart Viewユーザーが複数グリッド・アド・ホックを使用できるようにする
には、サービスのアプリケーション設定で Smart Viewの「アド・ホック動作」オプ
ションを「標準」に設定します。詳細は、サービスの管理者ドキュメントを参照して
ください。

複数グリッドのシートの操作に関するガイドライン
複数のアド・ホック・グリッドを含むシートを操作するときは、次のガイドラインに注意して
ください:

• 複数のアド・ホック・グリッドを挿入するときは、必ず以前のグリッドが含まれていない
新しいシートに挿入します。シート上にフォームまたはアド・ホック・グリッドがすでに
開かれており、同じシートに別のグリッドを追加するためにセル範囲を選択した場合、次
のようなメッセージが表示されます。「複数のグリッドを単一グリッドのシートに追加することはできません。複数グリッドを追加するには、新規シートを追加してください。」。

第 8章
複数グリッド・シートの操作

8-29



• 複数アド・ホック・グリッドを操作するときは、グリッド固有の操作を実行する前に、グ
リッド内の少なくとも 1つのセルを選択します。Smart Viewが、アクションを実行するグ
リッドを識別できるようにします。選択したセルがグリッド外にある場合は、この操作を実行するグリッド内のセルを少なくとも 1つ選択します。というメッセージが表示されま
す。

• 複数グリッドのシートでは、一度に 1つのグリッドのデータのみを送信できます。
一度に複数のグリッドでデータを送信しようとした場合、つまり、複数のグリッドでセル
範囲を選択した場合、Google Sheetsによって戻された最初の範囲が、選択されたグリッ
ドの判断に使用され、そのグリッドのデータのみが送信がされます。

• 一度にすべての接続のシート内のグリッド・データをリフレッシュできます。
たとえば、グリッド 1とグリッド 2が Planningに接続され、グリッド 3が Tax Reporting
に接続されたシートを操作しているとします。Smart View for Google Workspaceメニ
ューの「リフレッシュ」オプションをクリックすると、すべてのグリッド (グリッド 1、グ
リッド 2、グリッド 3)が 1回の操作で同時にリフレッシュされます。
– すべてのグリッドをまとめてリフレッシュするには、グリッドの範囲外のセルを選択
し、「リフレッシュ」をクリックします。

– 特定のグリッドのみをリフレッシュするには、グリッドの範囲内のセルを選択し、「リ
フレッシュ」をクリックします。これにより、特にシートに多数のグリッドが含まれ
ている場合に、データのリフレッシュにかかる時間を節約できます。

詳細は、データのリフレッシュを参照してください。
• 「オプション」ダイアログ・ボックスの設定は、シート上で選択されたグリッドにのみ適用
されます。つまり、複数のグリッドがあるシートでは、グリッドごとに異なるオプション
設定を設定できます。
たとえば、グリッド 1のメンバー・セルの背景色として青、グリッド 2のメンバー・セル
の背景色として緑を適用するとします。まず、グリッド 1の任意の場所をクリックし、「オ
プション」ダイアログ・ボックスを開きます。次に、「フォーマット」の「セルのスタイ
ル」で、青のセルのスタイルを設定します。「完了」をクリックし、「OK」をクリックして
変更を適用し、ダイアログ・ボックスを閉じます。次は、グリッド 2でも同じ手順を繰り
返します。グリッド 2の任意の場所をクリックしてダイアログを開きます。スタイルを設
定したら、「リフレッシュ」をクリックします。グリッド 1とグリッド 2のメンバー・セル
の背景色はそれぞれ青と緑になります。

• グリッド上でズーム・インし、より多くの行と列にデータを表示するようにグリッドが拡
張されると、拡張されたグリッドがシート上の他のグリッドの内容と重ならないように、
他のグリッドの配置が自動的に調整されます。
たとえば、2つの空白行で区切られた 2つのグリッドが上下に並んでいる場合、上のグリ
ッドでズーム・インすると、下のグリッドがシート内で押し下げられ、上のグリッドの最
後まで下にスクロールして、下のグリッドを表示できます。

• 複数グリッド・シートのシート情報を表示しているときに、「シート情報」ダイアログ・ボ
ックスに、各グリッドの「接続」セクションが表示されます。たとえば、「接続(グリッド
1)」、「接続(グリッド 2)」のようになります。各セクションには、サーバー、アプリケーシ
ョン、URL、プロバイダ、別名表、関連範囲などの詳細が表示されます。詳細は、シート
情報を参照してください。

• 複数グリッド・シートに関数を挿入するには、手動で入力するか、関数ビルダーを使用し
ます。
ただし、複数グリッド・シートに複数の接続からのグリッドが含まれている場合、
HsGetSheetInfo関数は、シートで現在アクティブ接続に関係なく、最初の接続のシート・
プロパティのみを取得します。これは制限です。
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• 関数用の接続の作成は、複数グリッドのシートではサポートされていません。
• 関数のみのシートでは、複数のグリッドを挿入できません。
• Smart View for Google Workspaceメニューの特定の操作が複数グリッドのシートでサ
ポートされていない場合、現在のシートではその操作を実行できないことを示すメッセー
ジが表示されます。

• 複数グリッドのシートでスマート・フォームをアド・ホック・グリッドとして開くと、レ
イアウトが変更され、式参照が保持されないため、式セルは空白で表示されます。

複数グリッドのシートの作成
同じデータ・ソースまたは異なるデータ・ソースからアド・ホック・グリッドを配置すること
で、複数グリッドのシートを作成できます。
複数のデータ・ソース接続から複数のグリッドを配置するには、複数グリッド・シートの作成
を開始する前、または作成中に、必要なデータ・ソースに接続できます。
複数グリッド・シートを作成するには:

1. 新しいシートを開きます。
シートが空白であり、既存のデータが含まれていないことを確認します。

2. シート内の任意の場所からセルの範囲を選択します。
1つのセルのみでなく、セルの範囲を選択する必要があります。

3. 「Smart Viewホーム」パネルで、アクションを実行します:

• キューブを選択します。
• フォームを選択し、その上の任意の場所で右クリックして、「アドホック分析」を選択
します。

4. シートを変更して複数のグリッドをサポートするよう求められたら、「はい」を選択しま
す。
選択した範囲の位置に、アド・ホック・グリッドが追加されます。

5. シート上の同じデータ・ソースから別のグリッドを追加するには:

a. 別のセル範囲を選択します。
b. 「Smart Viewホーム」パネルから、キューブを選択するか、フォームを選択し、その上
の任意の場所で右クリックして、「アドホック分析」を選択します。
選択した範囲の位置に、アド・ホック・グリッドが追加されます。

6. 同じシートに別のデータ・ソースからのグリッドを追加するには:

a. 別のデータ・ソースにまだ接続されていない場合は、接続します。「拡張機能」メニュ
ーで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「開始」の「接続」を選択しま
す。
詳細は、データ・ソースへの接続を参照してください。

b. 空白セルの範囲を選択します。
c. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「開始」の
「アクティブ接続」を選択します。

d. 「アクティブ接続」ダイアログで、「サーバー URL」リストをクリックしてアクティブ
接続のリストを表示し、必要な接続を選択して「ホームの起動」をクリックします。
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「Smart Viewホーム」パネルが開き、接続されたデータ・ソースのライブラリ・コンテ
ンツが表示されます。

e. 「Smart Viewホーム」パネルから、キューブを選択するか、フォームを選択し、その上
の任意の場所で右クリックして、「アドホック分析」を選択します。
選択した範囲の位置に、アド・ホック・グリッドが追加されます。

グリッド範囲名の変更
複数グリッドのシート内のグリッド範囲の名前を変更し、わかりやすくて意味のある名前を使
用して識別できるようにします。
複数グリッド・シートに範囲を設定する場合、Google Sheetsではデフォルトで各範囲に名前
を割り当てます。名前の範囲に使用される文字列は、特にわかりやすくない可能性があります。
たとえば、Vision Plan1キューブに基づいた範囲は、Vision_Plan1_88CA3264のようになりま
す。よりわかりやすい名前(Business Driversなど)を付けると、複数グリッドのシート内のア
ド・ホック・グリッドをユーザーが識別して理解しやすくなります。
Smart Viewの「グリッド範囲名の変更」オプションを使用すると、メタデータと接続を維持し
たままで、グリッド範囲の名前を変更できます。

Note:

Googleの「名前付き範囲」を使用してグリッド範囲の名前を変更することはお薦め
しません。メタデータが失われる可能性があります。Smart Viewの外部でグリッド
範囲の名前を変更すると、次のようになります:

• グリッドの接続が切断され、Smart Viewがグリッドを識別できなくなります。
• このようなグリッドに対しては、いかなるグリッド操作も実行できません。
• グリッドは無効とみなされるため、「シート情報」ダイアログでグリッドの詳細を
表示できません。

グリッド名変更のガイドライン
グリッド名を変更する際は、次のガイドラインを考慮してください:

• グリッド名で使用できるのは、英数字のみです。特殊文字は使用できません。
• 名前を数字で始めることはできません。
• 名前は 255文字以内にする必要があります。
• 名前は各グリッドで一意である必要があります。複数のグリッドに同じ名前を付けること
はできません。たとえば、Salesと SALESという名前を持つグリッドは一意とはみなされ
ないため、使用できません。

• 一度に名前を変更できるグリッドは 1つのみです。名前を変更するには、特定のグリッド
内の少なくとも 1つのセルを選択してください。

複数グリッド・シートのグリッド名を変更するには:

1. 複数グリッド・シートで、名前を変更するグリッド内の任意のセルを選択します。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「アド・ホック」
を選択します。
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3. 「分析」を選択し、「グリッド範囲名の変更」を選択します。
4. グリッドの現在の名前を確認し、新しい名前を入力します。
5. 「OK」をクリックします。
6. 新しい名前を表示するには、次を確認します:

• シート情報: 「シート情報」ダイアログの「関連付けられた範囲」フィールドに新しい
名前が表示されます。

• 名前ボックス: シート上部の式バーの横にある名前ボックスの下矢印をクリックしま
す。新しいグリッド名が、グリッドのセル範囲とともにリストに表示されます。
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9
一般的な操作

次も参照:

• シート情報
現在のワークシートについて接続およびその他の詳細を表示できます。

• ジョブ・ステータスのモニタリング
ジョブ・コンソールを使用して、継続中および完了した Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementのジョブの実行ステータスを表示し、必要に応じて削除します。

• スプレッドシートの共有
Google Sheetsの共有機能を使用して、スプレッドシートを共有できます。

• ユーザー・プリファレンスの設定
アプリケーション設定、表示設定およびユーザー変数のプリファレンスを設定します。

• お気に入りの追加
Oracle Smart View for Google Workspaceの操作に簡単にアクセスするには、操作をお気
に入りとしてマークします。

シート情報
現在のワークシートについて接続およびその他の詳細を表示できます。
次も参照:

• シート情報に関するガイドライン
シート情報を使用する場合は、次のガイドラインを考慮してください。

• シート情報の表示
接続の詳細、接続ステータス、シート・タイプ、最終接続日時など、シートに関する有用
な情報を表示できます。この情報を HTMLファイルに保存したり、不要な場合はシートの
メタデータを削除することもできます。

• Cloud EPMでのシート情報のサポート

シート情報に関するガイドライン
シート情報を使用する場合は、次のガイドラインを考慮してください。
• 「シート情報」ダイアログ・ボックスでは、シート上の有効なグリッドごとに個別の「接
続」セクションが表示されます。たとえば、「接続(グリッド 1)」、「接続(グリッド 2)」のよ
うになります。

• 複数グリッドのシートで、Smart Viewの「グリッド範囲名の変更」オプションではなく、
Googleの「名前付き範囲」を使用してグリッド範囲の名前を変更する、または元の名前を
削除すると、Smart Viewはそのようなグリッドを無効と見なします。これは、グリッドの
接続が切断されているため、Smart Viewがグリッドを識別できないからです。このような
グリッドの詳細は、「シート情報」ダイアログ・ボックスで表示できず、グリッド操作も実
行できません。
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グリッドにわかりやすい名前を付けるには、常に Smart Viewの「グリッド範囲名の変更」
オプションを使用することをお薦めします。詳細は、グリッド範囲名の変更を参照してく
ださい。

• 関数シートの場合、「シート情報」ダイアログ・ボックスには、「シート・タイプ」として関数のみが表示されます。関数シートには、これ以外の説明を表示できません。

シート情報の表示
接続の詳細、接続ステータス、シート・タイプ、最終接続日時など、シートに関する有用な情
報を表示できます。この情報を HTMLファイルに保存したり、不要な場合はシートのメタデー
タを削除することもできます。
シート情報を表示するには:

1. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「シート情報」を
選択します。

2. シートのデータに応じて、「シート情報」ダイアログ・ボックスに表示される次の情報を確
認します:

• 接続
– サーバー: シートの接続先のサーバーの名前
– アプリケーション: シートの接続先のアプリケーション
– キューブ : シートの接続先のキューブ、モデルまたはデータベース
– URL: シートの接続先のソース・プロバイダの URL文字列
– プロバイダ: シートの接続先のデータ・ソース・タイプ。
– 別名表: 現在の別名表
– フォーム名: シートの接続先のフォームの名前。このプロパティが利用できるの
は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーション
のフォームに接続している場合です。

– 関連付けられた範囲: グリッドに関連付けられたセル範囲の名前。Smart Viewの
「グリッド範囲名の変更」オプションを使用してグリッド範囲の名前を変更した場
合、ここで新しい名前を確認できます。

ノート:

複数グリッドのシートの場合、シート上にある有効なグリッドごとに、個別
の「接続」セクションが表示されます。たとえば、「接続(グリッド 1)」、「接
続(グリッド 2)」のようになります。

• 全般
– シート・タイプ: 「フォーム」、「アド・ホック」、「複数のグリッド・アド・ホック」、
「関数」
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ノート:

関数シートの場合、「シート情報」ダイアログ・ボックスには、「シート・
タイプ」として関数のみが表示されます。関数シートには、その他の詳
細を表示できません。

– 最後の取得: シートが最後にリフレッシュされた日時
3. 必要に応じて次のオプションを選択します。

• 削除: Smart Viewメタデータを削除するための次のオプションを指定します:

– 「ワークシート・メタデータの削除」では、アクティブなシートのすべての Smart
Viewメタデータが削除されます。

– 「スプレッドシート・メタデータの削除」では、アクティブなワークブックのすべ
ての Smart Viewメタデータが削除されます。

ノート:

削除操作は元に戻せません。
• 保存: シート情報の内容を HTMLファイルに保存します。

4. 「閉じる」をクリックし、「シート情報」ダイアログ・ボックスを閉じます。

Cloud EPMでのシート情報のサポート
データ・ソースに接続せずに、新しい空白のシート、または保存されたシートを開いて「シー
ト情報」ダイアログを起動すると、「シート・タイプ」情報は「空」として表示されます。シー
トへの接続を確立しないと、その他の詳細は表示できません。
データ・ソースへの接続後は、様々な接続シナリオに応じて、各種アーティファクトに対して
シート情報は次のようにサポートされます。

ノート:

関数シートの場合、「シート情報」ダイアログには、「シート・タイプ」として関数の
みが表示されます。関数シートには、その他の詳細を表示できません。

表 9-1 Cloud EPMでサポートされるシート情報

接続ステータス フォーム アド・ホック 関数
このワークシートのアクティ
ブ接続の設定

はい はい いいえ
デフォルト接続として設定
(アクティブな接続への関連
付け前)

N/A N/A N/A

デフォルト接続として設定
(アクティブな接続への関連
付け後)

はい はい いいえ

最後の取得 はい はい いいえ
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ジョブ・ステータスのモニタリング
ジョブ・コンソールを使用して、継続中および完了した Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementのジョブの実行ステータスを表示し、必要に応じて削除します。
ジョブの実行ステータスをチェックするには:

1. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」を選
択します。

2. 「データ」、「詳細」を選択し、「ジョブ・コンソール」を選択します。
または、「Smart Viewホーム」パネルの「アクション」メニューをクリックし、「ジョブ・
コンソール」を選択することもできます。

3. ジョブのリストを表示します。
デフォルトで、すべてのジョブが表示されます。次のいずれかのジョブ基準を使用して、
ジョブのリストをフィルタできます。
• ジョブ・タイプ
• ステータス
• ジョブ名
• ユーザー名
• 開始日
• 終了日
ジョブのフィルタ基準を入力したら、「実行」をクリックして選択に合うジョブを表示しま
す。

4. オプション: アプリケーション名およびジョブのプラン・タイプを表示するには、ジョブを
選択し、「詳細の表示」をクリックします。
リストのすべてのジョブの詳細を表示するには、「すべて選択」をクリックしてから「詳細
の表示」をクリックします。

5. オプション: ジョブを削除するには、ジョブを選択して「削除」をクリックします。
リストのすべてのジョブを削除するには、「すべて選択」をクリックしてから「削除」をク
リックします。

ノート:

ジョブを削除すると、「ジョブ・コンソール」のリストから削除されるだけです。
ジョブは取り消されません。

6. ジョブの表示を終えたら、「OK」をクリックしてジョブ・コンソールを閉じます。

スプレッドシートの共有
Google Sheetsの共有機能を使用して、スプレッドシートを共有できます。
Google Sheetsには共有機能があり、スプレッドシートをチームと共有できます。「共有」ボタ
ンは、右上隅のユーザー・プロフィール・アイコンの横にあります。スプレッドシートを共有
すると、そのすべてのコンテンツとシートが共有されます。編集権限を設定し、メールで、ま
たはリンクをコピーして受信者に送信することで、スプレッドシートを共有できます。スプレ
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ッドシートの共有方法の詳細は、Googleのドキュメント(Googleドライブからのファイル共
有)をご覧ください。
受信者が共有スプレッドシートにアクセスすると、シートの内容を表示できますが、操作する
には Smart Viewアドオン拡張機能がインストールされている必要があります。受信者の
Google Sheetsに Smart Viewアドオン拡張機能がインストールされていない場合は、Google
Workspace Marketplaceからインストールできます。「拡張機能」メニューで、Smart View for
Google Workspaceを選択し、「インストール」を選択します。Smart Viewアドオン拡張機能
のインストールの詳細は、Oracle Smart View for Google Workspaceスタート・ガイドを参照
してください。
共有スプレッドシートでは、受信者はディメンションやメンバーへのアクセス権に関係なく、
最初はすべての内容を表示できます。ただし、リフレッシュや送信などの操作を実行しようと
すると、ログインして新しいセッションを開始するように求められます。ログイン後、受信者
はスプレッドシートをリフレッシュし、アクセス権限に応じてデータを表示し、さらに操作を
行うことができます。複数のユーザーが同時に同じスプレッドシートで作業を続けることがで
きます。

ユーザー・プリファレンスの設定
アプリケーション設定、表示設定およびユーザー変数のプリファレンスを設定します。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーションのユーザー・プリ
ファレンスを設定するには:

1. 「Smart Viewホーム」パネルのツリー・リストで、キューブを選択するか、またはフォー
ムまたはアド・ホック・グリッドを選択します。

2. 「Smart Viewホーム」パネルから、「アクション」メニューをクリックし、次に「ユーザ
ー・プリファレンス」をクリックします。
「ユーザー・プリファレンス」は、「設定」、「表示」および「変数」の 3つのタブがあるパ
ネルとして表示されます。

3. 「ユーザー・プリファレンス」パネルから、タブをクリックし、アクションを実行します:

• 設定タブ - プランニング・ユニットの電子メール・オプションを管理し、別名設定を指
定し、承認のワークフロー・オプションを設定し、不在設定を指定します。
– オプションにデフォルトのアプリケーション設定を使用するには、右側のチェッ
ク・ボックスを選択します。

– デフォルトのアプリケーション設定をオーバーライドするには、左側のチェック・
ボックスを選択します

– 「別名表」には、左側のドロップダウン・リストから別名表を選択してデフォルト
のアプリケーション設定をオーバーライドし、左側のチェック・ボックスを選択し
ます。

ノート:

別名表の変更を反映するには、Smart Viewを再起動して再接続する必要
があります。

• 表示—3桁区切り、小数点、負数の符号および負数の色の数値フォーマットを設定しま
す。選択したページ・メンバーの記憶、ページ数が指定した数を超えた場合の検索の
許可およびメンバーのインデントの設定を行うためのページ・オプションを設定しま

第 9章
ユーザー・プリファレンスの設定

9-5

https://support.google.com/drive/answer/2494822?hl=en&ref_topic=7000947&sjid=8280747823187054003-AP
https://support.google.com/drive/answer/2494822?hl=en&ref_topic=7000947&sjid=8280747823187054003-AP


す。集計演算子の表示、各ページおよびレコードのメンバー数の指定および日付フォ
ーマットの設定を行うためのその他のオプションを設定します。
– デフォルトのアプリケーション設定を使用するには、右側のチェック・ボックスを
選択します。

– 左側にある使用可能なプロパティごとに、ドロップダウン・リストからオプション
を選択するか、テキスト・ボックスに直接入力して、デフォルトのアプリケーショ
ン設定をオーバーライドします。

• 変数—大きいフォームやグリッドのナビゲートに役立つように管理者によって設定さ
れる変数。
左側の列には、ユーザー変数名が表示されます。関連付けられているディメンション
は、ユーザー変数名の下に表示されます。省略記号アイコンをクリックすると、「メン
バー選択」ダイアログが起動します。次に、メンバー変数のデフォルトとして使用す
るメンバーを選択します。

ノート:

Webアプリケーション内のフォームで設定されたロケール、日付フォーマットお
よび小数点/数値フォーマットのユーザー・プリファレンスは、Smart View内の
フォームには適用されません。

4. タブで変更を追加した後、別のタブを選択する前に、「ユーザー・プリファレンス」パネル
の上部にある「保存」

をクリックします。
5. ユーザー・プリファレンスの設定が終了した後、パネルの

をクリックして閉じます。
 

 

お気に入りの追加
Oracle Smart View for Google Workspaceの操作に簡単にアクセスするには、操作をお気に入
りとしてマークします。
頻繁に使用する操作を選択すると、「お気に入り」パネルの上部に固定表示されます。操作を使
用するには、「拡張機能」、Smart View for Google Workspaceメニューから操作にアクセスす
るのでなく、「お気に入り」パネルを開いて、操作リンクをクリックするのみです。
「お気に入り」パネルを起動し、お気に入りの操作を追加するには:

1. 「Smart Viewホーム」パネルで、「アクション」メニューをクリックし、「お気に入り」を
クリックします。
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「Smart Viewホーム」パネルで

をクリックして、「お気に入り」パネルを開くこともできます。
「お気に入り」パネルには、メイン・メニューに表示されるグループ化と同様に、操作が様
々なグループに分類されて表示されます。

2. グループを展開し、必要な操作の

をクリックします。
「お気に入り」アイコンがハイライト表示され

、選択した操作がリスト上部の「お気に入り」グループに追加されます。
 

 

3. 次回その操作を使用するときは、「お気に入り」パネルを起動し、お気に入りリストから操
作をクリックします。

4. 「お気に入り」リストから操作を削除するには、お気に入りアイコン

をクリックして、選択をクリアします。
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10
タスク・リスト

次も参照:

• タスク・リストについて
Google Sheetsの「Smart Viewパネル」からタスクを開いて管理します。

• タスク・リストを開く
タスク・リストを開いて詳細を表示し、アクションを実行します。

• タスク・リストの表示
タスク・リストで個々のタスクの詳細を表示し、それらに対してアクションを実行し、タ
スク・リストの全体的な完了ステータスを追跡します。

• タスクの実行
要件に従って、不完全なタスクを実行します。

• タスクの完了
要件を完了した後、タスクを完了としてマークします。

• タスク・リスト・レポートの作成
タスク・リストのタスク別および全体的な完了ステータスに関するタスク・リスト・レポ
ートを作成してダウンロードします。

タスク・リストについて
Google Sheetsの「Smart Viewパネル」からタスクを開いて管理します。
適用対象: Planning

Google Sheetsの Smart Viewパネルからタスクを開いて管理できます。
タスク・リストは、作業負荷の整理、追跡および優先度設定に役立ちます。たとえば、タスク
は、フォームの完成、ビジネス・ルールの起動、承認ユニットの上位への移動に役立ちます。
タスクを通じて、Webサイトや社内ページを起動することもできます。
タスク・リストのオープンと表示、タスクの実行と完了、およびタスク・リスト・レポートの
作成を「タスク・リスト」パネルから実行できます。サービス管理者は、タスク・リストのア
クセス権限を管理および割り当てます。詳細は、データ・ソースの管理ドキュメントを参照し
てください。

タスク・リストを開く
タスク・リストを開いて詳細を表示し、アクションを実行します。
Smart Viewからタスク・リストを開くには:

1. データ・プロバイダに接続します。
2. フォームまたはアド・ホック・グリッドを開きます。
タスク・リストの操作を開始する前に、シートにフォームまたはアド・ホック・グリッド
を開いておく必要があります。
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3. 「Smart Viewホーム」パネルの「アクション」メニューから、「タスク・リスト」をクリッ
クします。
「タスク・リスト」パネルが開きます:

 

 

「タスク・リスト」パネルの「表示/非表示」切替えボタンを使用して、「タスクの詳細」ペ
インを表示または非表示にします。
タスクに使用可能なコマンドは、アクション・パネルのタスク・リスト・ツリー・ビュー
のすぐ下、「タスクの詳細」ペインの上に表示されます。

4. 「タスク・リスト」パネルからタスク・リストを選択し、アクション・パネルの「タスク・
リストを開く」をクリックします。

5. タスク・リストの表示に進みます。

タスク・リストの表示
タスク・リストで個々のタスクの詳細を表示し、それらに対してアクションを実行し、タスク・
リストの全体的な完了ステータスを追跡します。
「タスク・リスト」パネルのタスク・リストには、次の情報が表示されます:

• タスク・リスト内の個々のタスク。個々のタスクには、下位タスクが含まれる場合もあり
ます。タスクのステータス(完了、未完、遅滞)は、色コーディングで示されます。
例:
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• 「タスクの詳細」では、タスク・ステータスを含めた、タスク・リストで選択したタスクの
詳細が提供されます。
例:

 

 

「表示/非表示」切替えボタンを使用して、「タスクの詳細」ペインを表示または非表示にし
ます。

• ステータス・バーには、タスク・リストのステータスが高レベルで表示されます。「タス
ク・リスト」パネルの下部にあるステータス・バーには、タスク・リストのタスク数、完
了したタスク数、タスク・リストの完了済タスクの割合、完了する必要があるタスク数が
表示されます。例:

 

 

• アクション・パネルには、選択されたタスクに対して実行可能なアクションが表示されま
す
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上の例では、「フォームを開く」コマンド、「完了をマーク」コマンドおよび が使用可
能です。
同様に、ビジネス・ルールを含むタスクには「ルールの起動」コマンドが表示され、タス
ク・リスト自体からビジネス・ルールを選択して実行できます。「URLまたはファイルを
開く」コマンドは、リンクの起動やファイルを開くタスクに表示されます。

• 他のアイテム・ボタン を使用すると、選択したタスクのその他のコマンドを備えたド
ロップダウン・メニューにアクセスできます。
 

 

次のアクションを使用できます:

– 指示の表示: タスクの指示を表示するには、他のアイテムボタン をクリックし、「指
示の表示」を選択します。タスクに固有の情報が含まれているダイアログが表示され
ます。例:
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– レポートの作成: タスク・リスト・レポートの作成を参照してください。
– タスク・リストのリフレッシュ: クリックすると、タスク・リストがリフレッシュさ
れ、リストに追加した新しいタスクが組み込まれて、ステータス・バーが更新されま
す。

– タスクのフィルタ: クリックして、サブメニューを表示します。タスク・リストに未完
のタスクのみを表示するには、「未完」を選択します。タスク・リスト全体を表示する
には、「すべて」を表示します。

• 「タスク・リスト」パネルの上部のドロップダウン・メニューでは、現在のアプリケーショ
ンに関連付けられている他のタスク・リストを選択できます。矢印をクリックすると:

 

 

アプリケーションで使用可能な他のタスク・リストが表示されます期限切れタスクを含む
タスク・リストの場合、名前の横に赤で期限切れタスクの件数が表示されます。
 

 

タスクの実行
要件に従って、不完全なタスクを実行します。
タスクを実行するには:
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1. 実行するタスクが含まれているタスク・リストを開きます。
2. アクション・パネルで「タスクの実行」をクリックします。
タスクの実行は、タスクとデータ・ソースによって異なります。

タスクの完了
要件を完了した後、タスクを完了としてマークします。
タスクを完了するには:

1. タスクの要件を完了します。
2. 完了するタスクが含まれているタスク・リストを開きます。
3. すべての従属タスクが完了していることを確認します。
4. 完了済としてマークするタスクを選択します。
5. アクション・パネルで「完了をマーク」をクリックします。

タスク・リスト・レポートの作成
タスク・リストのタスク別および全体的な完了ステータスに関するタスク・リスト・レポート
を作成してダウンロードします。
タスク・リスト・レポートを作成するには:

1. タスク・リストを開きます。
2. タスクを選択し、 をクリックして「レポートの作成」を選択します。
3. 「レポート・ウィザード」で、左右の矢印キーを使用して、レポートに含めるすべてのタス
ク・リストを「使用可能なタスク・リスト」から「選択したタスク・リスト」に移動しま
す。
次の例では、レポート対象に運用計画タスク・リストが選択されています。
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4. 「次」をクリックします。
5. 左右の矢印キーを使用して、ステータスをレポートに含めるユーザーを「使用可能なユー
ザー」から「選択したユーザー」に移動します。

6. 「次」をクリックします。
7. レポートの作成に関するオプションを選択します。
使用可能なオプションは次のとおりです。
• 結果のグループ分け—レポート出力をタスク・リストまたはユーザーごとにグループ
化します。

• 表示列—チェック・ボックスを使用して、レポートに表示する列を選択します。
• レポートの詳細—チェック・ボックスを使用して、レポートに含める詳細を選択しま
す。デフォルトでは、すべてのレポート詳細が選択されています。
レポートに詳細タスク列を表示するオプションをクリアしてから、個々の不要なレポ
ート・オプションをクリアすることで、特定の列を選択します。

• レポート・タイプ—レポートの出力タイプで、Excelまたは PDFです。
レポート・タイプとして Excelを選択すると、レポートは HTMLファイルでダウンロ
ードされます。
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ノート:

PDFタスク・リスト・レポートの作成は、今後のリリースで使用可能になる
予定です。

次のデフォルトの例では、結果はタスク・リストごとにグループ化され、すべての表示列
が選択されており、出力タイプは Excelです。
 

 

8. 「終了」、「閉じる」の順にクリックします。
選択したレポート・タイプでレポートが作成されます。
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11
Planningの承認

次も参照:

• Planningの承認について
Planningの承認は、プランニング・ユニットの送信、確認、承認プロセスです。

• プランニング・ユニットの表示
• プランニング・ユニットの検索
「承認の管理」パネルで、プランニング・ユニットのリストを検索したり、フィルタを適用
することで、プランニング・ユニットを簡単に検索できます。フィルタ条件として、自動
フィルタまたはメンバーの選択を使用できます。

• プランニング・ユニットのステータスの変更
1つ以上のプランニング・ユニットのステータスを一度に変更できます。

• プランニング・ユニットの移動パスの表示
プランニング・ユニットの移動パスをグラフィカルな形式で表示できます。

• プランニング・ユニットの注釈の追加
開始したプランニング・ユニットのデータに関するコメントを追加または表示できます。
注釈は、シナリオ、バージョンおよびエンティティ・メンバーの組合せなどによって異な
ります

• 不在時のアシスタントの設定
不在時のアシスタントを設定して、不在中に届いたプランニング・ユニットを再割当てで
きます。

Planningの承認について
Planningの承認は、プランニング・ユニットの送信、確認、承認プロセスです。
適用対象: Planning

予算データを準備する際に、承認プロセスではワークフローを構造化し、権限レベルを形式化
します。
承認では、次のことを行うことができます:

• プランニング・データのレビューと承認
• 予算の進行状況の追跡
• レビュー・プロセスでの問題の特定
• 注釈を通したレビュー担当者のコメントの表示
• プランニング・データの移動パスの表示
• プラン・データがデータ検証ルールを満たしていることの確認

プランニング・ユニットの表示
「承認の管理」パネルで、プランニング・ユニットのリストを確認できます。
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「承認の管理」パネルを開いて、プランニング・ユニットを表示するには:

1. 適切なフォームを開きます。
2. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「フォーム」を選
択します。

3. 「ワークフロー」を選択し、「承認」を選択して、「承認の管理」パネルを開きます。
または、「Smart Viewホーム」パネルの「アクション」メニューをクリックし、「承認」を
選択します。

Figure 11-1    「承認」パネル

4. 「承認の管理」パネルで、「シナリオ」および「バージョン」を選択します。
5. をクリックして、アクセス権を持つプランニング・ユニットのリストを表示します。
6. 表示または作業するプランニング・ユニットを選択します。
リストが長すぎてプランニング・ユニットを容易に特定できない場合、プランニング・ユ
ニットの検索の説明に従ってフィルタを検索するか、リストに適用できます。

7. 選択したプランニング・ユニットの詳細を表示するには、「プランニング・ユニットの詳
細」をクリックします。
• 「承認ステータス」タブでは、プロセスのステータス、所有者、とられたアクションお
よびステータスの変更日時の履歴を参照できます。

• 「注釈」タブでは、プランニング・ユニットに対して入力されたすべての注釈を表示で
きます。プランニング・ユニットの注釈の追加を参照してください。

8. 「閉じる」をクリックして、「承認の管理」パネルに戻ります。
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9. リスト上部のツールバーを使用して、プランニング・ユニットに対してアクションを実行
します。省略記号ボタンをクリックすると、その他のアクションが表示されます。

Figure 11-2    プランニング・ユニットに様々なアクションを実行するためのツールバー

•  — プランニング・ユニットを承認プロセスから除外し、リストから削除します。
•  — プランニング・ユニットを検証し、管理者によって設定されたデータ検証ルー
ルを実行します。

•  — プランニング・ユニットの移動パスを表示します。
•  — プランニング・ユニットに注釈またはコメントを追加します。
•  — 様々な条件を使用してプランニング・ユニットのリストをフィルタします。
•  — プランニング・ユニット・リストに適用されたフィルタを取り消します。
•  — プランニング・ユニットのステータスを変更します。
•  — プランニング・ユニットを管理するための不在時のアクションを設定します。

10. をクリックすると、「承認の管理」パネルが閉じ、「Smart Viewホーム」パネルに戻り
ます。
「承認の管理」パネルを「アクション」メニューから開いた場合は、「プランニング・ユニ
ットの詳細」ボタンの横に表示される「閉じる」ボタンを使用すると、「承認の管理」パネ
ルが閉じ、「Smart Viewホーム」パネルに戻ります。

プランニング・ユニットの検索
「承認の管理」パネルで、プランニング・ユニットのリストを検索したり、フィルタを適用する
ことで、プランニング・ユニットを簡単に検索できます。フィルタ条件として、自動フィルタ
またはメンバーの選択を使用できます。
プランニング・ユニットのリストをフィルタ処理するには:
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1. プランニング・ユニットの表示の説明に従って、「承認の管理」パネルを開き、シナリオお
よびバージョンを選択します。

2. をクリックして、アクセス権を持つプランニング・ユニットのリストを表示します。
3. をクリックして、フィルタ処理を使用可能にします。
このオプションがツールバーに表示されない場合は、省略記号メニューをクリックしてオ
プションを見つけます。
たとえば、フィルタ・ツールを含むフィルタ・オプションが、プランニング・ユニット・
リストのすぐ上に表示されます。次に例を示します:

 

 

4. 次の手順のいずれかを実行します:

• 検索
特定のプランニング・ユニットを検索するには、その名前を「プランニング・ユニッ
ト」フィールドに入力します。

• 自動フィルタの使用
「承認ステータス」、「サブステータス」および「現在の所有者」のリストから、目的の
フィルタ値を選択します。

• メンバー選択によるフィルタ
a. 「プランニング・ユニット」フィールドまたは「場所」フィールドの横にある 
をクリックし、プランニング・ユニット・リストまたは場所リストのメンバーを選
択します。

b. 「メンバー・セレクタ」ダイアログで、目的のメンバーを選択し、「完了」をクリッ
クします。
「承認ステータス」、「サブステータス」および「現在の所有者」リストで選択を行
うことによって、プランニング・ユニットまたは場所でさらにフィルタできます。

5. をクリックして、フィルタを適用します。
フィルタされたユニットを使用して、プランニング・ユニットのリストがリロードされま
す。

ノート:

適用したフィルタを取り消すには、 をクリックします。
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プランニング・ユニットのステータスの変更
1つ以上のプランニング・ユニットのステータスを一度に変更できます。
プランニング・ユニットのステータスを表示または変更するには:

1. 「承認の管理」パネルから、「シナリオ」および「バージョン」を選択します。
2. をクリックして、アクセス権を持つプランニング・ユニットのリストを表示します。
3. ステータスを変更するプランニング・ユニットを選択します。
4. 省略記号ボタンをクリックし、「ステータスの変更」 を選択します。

ノート:

親エンティティのステータスを変更すると、子が「初回パス」状態時に除外され
ているかまたはすでに承認されている場合を除いて、親エンティティのすべての
子もステータスが変更されます。

5. 「ステータスの変更」ダイアログで、アクションおよびプランニング・ユニットの次の所有
者を選択します。

6. オプション: 「注釈の入力」フィールドで、プランニング・ユニットの注釈を入力します。
この注釈は、「注釈」タブの「プランニング・ユニットの詳細」セクションに表示されま
す。

7. 「送信」をクリックします。
ステータスが更新され、ステータスが「承認ステータス」タブの「プランニング・ユニッ
トの詳細」セクションに表示されます。

8. オプション: 変更したプランニング・ユニットを検証するには、 をクリックします。一
度に検証できるのは 1つのプランニング・ユニットのみです。

プランニング・ユニットの移動パスの表示
プランニング・ユニットの移動パスをグラフィカルな形式で表示できます。
プランニング・ユニットは、次に基づいて個人から個人、および部署から部署へ移動します:

• プランニング・ユニットに割り当てられた所有者と確認者
• 階層内のプランニング・ユニットの場所
プランニング・ユニットの移動パスをグラフィカルな形式で表示するには:

1. 「承認の管理」パネルから、「シナリオ」および「バージョン」を選択します。
2. をクリックして、アクセス権を持つプランニング・ユニットのリストを表示します。
3. 移動パスを表示するプランニング・ユニットを選択します。
4. をクリックします。
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移動パスは、グラフィック形式で表示されます。Chromeでは、移動パスは独立したタブ
に表示されます。次に例を示します:

 

 

プランニング・ユニットの注釈の追加
開始したプランニング・ユニットのデータに関するコメントを追加または表示できます。注釈
は、シナリオ、バージョンおよびエンティティ・メンバーの組合せなどによって異なります
プランニング・ユニットの注釈を追加するには:

1. 「承認の管理」パネルから、「シナリオ」および「バージョン」を選択します。
2. をクリックして、アクセス権を持つプランニング・ユニットのリストを表示します。
3. 注釈を追加するプランニング・ユニットを選択します。
4. オプション: 選択したプランニング・ユニットに対する既存の注釈を表示するには、「プラ
ンニング・ユニットの詳細」、「注釈」タブの順にクリックします。

5. をクリックします。
このオプションがツールバーに表示されない場合は、省略記号メニューをクリックしてオ
プションを見つけます。

6. 「承認 - 注釈の追加」で、タイトルおよび注釈を入力します。
「注釈の入力」テキスト・ボックスには、1500文字以内で入力できます。マルチバイト・
システムでは、注釈を 750文字以内することをお薦めします。URL、リンクおよびテキス
トを入力できます。

7. 「送信」をクリックします。
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不在時のアシスタントの設定
不在時のアシスタントを設定して、不在中に届いたプランニング・ユニットを再割当てできま
す。
不在時のアシスタントを使用すると、自分に割り当てられたプランニング・ユニットに対して
次のアクションを設定し、不在時に自動的に実行できます。
• 上位へ移動: プランニング・ユニットが移動パス内の次の所有者またはレベルに移動しま
す。

• 却下: プランニング・ユニットが却下され、前の所有者に戻されます。
• 委任: プランニング・ユニットが選択したユーザーに委任されます。
• 送信: プランニング・ユニットが送信されます。
不在時のアシスタントを設定するには:

1. 「承認の管理」パネルで、「不在時のアシスタント」 をクリックします。
2. 「不在時のアシスタント」ダイアログで、「現在不在です」チェック・ボックスを選択しま
す。

3. アクションを選択し、不在中に届くプランニング・ユニットを管理する次の所有者を選択
します。
たとえば、委任オプションを選択した場合、プランニング・ユニットを委任する所有者を
「次の所有者の選択」リストから選択します。

4. オプション: 「注釈の入力」フィールドで、プランニング・ユニットの注釈を入力します。
この注釈は、「注釈」タブの「プランニング・ユニットの詳細」セクションに表示されま
す。

5. 「送信」をクリックします。
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12
関数

次も参照:

• 関数について
Smart Viewでサポートされている関数を使用して、Google Sheetsシートの特定のセルの
データを取得して送信できます。

• 関数の作成
関数は手動で、または関数ビルダーを使用して作成できます。

• 関数の説明
Smart Viewでは、ここにリストされている関数がサポートされます。説明、構文および例
を参照するには、関数名をクリックしてください。

• 関数の実行
「リフレッシュ」コマンドを使用して、Smart Viewのほとんどの関数を自動的に実行でき
ます。

• 関数内の欠落データに対するラベルの指定
「オプション」ダイアログの「欠落しているラベル」オプションを使用して、HsGetValue
や HsSetValueなどのユーザー定義関数内の欠落データに値を設定します。

• 未解決の関数の更新
シートをリフレッシュしても未解決のままになっている関数を更新できます。

• 一般的な関数エラー・コード
関数で表示される一般的なエラー・コードの一部を示します。

関数について
Smart Viewでサポートされている関数を使用して、Google Sheetsシートの特定のセルのデー
タを取得して送信できます。
データベースの内容を詳しく把握している場合は、Smart Viewの関数を使用して、Google
Sheetsのセルにある特定のデータを操作できます。
Smart Viewで、「関数ビルダー」パネルを使用してシートのセルに関数を追加するか、これら
の関数をシートのセルに手動で入力して、接続名と POVを指定し、リフレッシュしてデータ
を取得できます。
Smart Viewでは、次の関数がサポートされています。

表 12-1 Smart Viewの関数およびサポートされているプロバイダ

関数 説明 サポートされるプロバイダ
HsGetValue この関数を使用して静的なレポート

を作成し、その後、アプリケーショ
ン・データを特定のセルに取り込む
ことで必要に応じてそのレポートを
フォーマットできます。

• Planning
• Planningモジュール
• Financial Consolidation and

Close
• Tax Reporting
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表 12-1 (続き) Smart Viewの関数およびサポートされているプロバイダ

関数 説明 サポートされるプロバイダ
HsSetValue ディメンションの選択済メンバーに

基づいて、データ値をワークシート
からデータ・ソースに送信するため
に使用されます。

• Planning
• Planningモジュール
• Financial Consolidation and

Close
• Tax Reporting

HsAlias 指定されたディメンション・メンバ
ーの別名を表示するために使用され
ます。

• Planning
• Planningモジュール
• Financial Consolidation and

Close
• Tax Reporting

HsGetSheetInfo 現在のシートの詳細情報を、シー
ト・プロパティごとに取得するため
に使用されます。

• Planning
• Planningモジュール
• Financial Consolidation and

Close
• Tax Reporting

関数の使用に関するガイドライン
Smart Viewで関数を使用する際は、次のガイドラインを考慮してください:

• 関数は、リフレッシュしたときにのみ検証されます。
• いずれかの関数が無効な場合は、シート上のすべての関数(有効な関数も含めて)に#Error
が表示されます。たとえば、ディメンションまたはメンバー名が無効な場合、関数は無効
になります。関数のエラーを確認し、修正してから、シートを再度リフレッシュします。

• 関数シートに異なるデータ・ソース接続からの関数が含まれている場合、シートをリフレ
ッシュすると、接続されているすべてのデータ・ソースのすべての関数がリフレッシュさ
れます。

• 関数のみのシートでは、アド・ホック分析を実行できず、複数のグリッドを挿入すること
もできません。

関数の作成
関数は手動で、または関数ビルダーを使用して作成できます。
関連トピック:

• 関数ビルダーでの関数の作成
• 関数の手動作成

関数ビルダーでの関数の作成
関数ビルダーで、関数を選択し、関数で使用する接続とメンバーを指定します。
これにより、関数ビルダーが適切な構文を使用して関数を作成し、選択したセルにその関数を
入力します。これらの関数は編集が可能です。
関数ビルダーの特定のフィールドで使用可能な選択内容は、関数ビルダーの他のフィールドで
の選択内容によって限定されてきます。たとえば、選択した関数でサポートされる接続のみが
表示され、選択した関数でサポートされるディメンションのみが表示されます。
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各関数の引数でセル参照を選択できます。各引数でタイプ・イン機能を使用できます。
関数ビルダーを使用して関数を作成するには:

1. データ・ソースに接続します。
2. キューブを選択し、表示される接続ダイアログで「関数の接続として設定」を選択し、接
続の名前を入力します。
次の例で、接続名は MyVisionです。

ノート:

新しいスプレッドシートごとに接続名を作成する必要があります。
接続名はスプレッドシートとともに保存されます。保存されたスプレッドシート
を再度開いた場合、接続名の入力を求めるプロンプトは表示されません。

図 12-1 接続オプションおよび名前

3. シートで、関数を入力するセルを選択します。
4. 「拡張機能」メニューで Smart View for Google Workspaceを選択し、「関数」の下にあ
る「関数の構築」を選択します。

5. 「関数ビルダー」パネルで、リストから関数を選択して「選択」をクリックします。
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ノート:

現在、Smart Viewでは次の関数がサポートされています:

• HsGetValue

• HsSetValue

• HsAlias

• HsGetSheetInfo

これらの関数の詳細な説明については、関数の説明を参照してください。

次の例では、HsGetValue関数が選択されています。

図 12-2 「関数ビルダー」パネル、サポートされている関数のリスト

「選択」をクリックすると、選択した関数のパネルが関数ビルダーに表示されます。次の例
は、関数ビルダーにおける HsGetValueのフィールドを示しています。これらのフィール
ドは、選択した関数によって異なります。
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図 12-3 「関数ビルダー」パネルの「メンバー・リスト」

6. HsGetValueの場合:

a. 「接続」に、ステップ 2で指定した接続名を入力します。
b. 「メンバー・リスト」で、次のいずれかの方法を使用して、キューブのディメンション
ごとに引数を追加します:

• 引数テキスト・ボックスの横にある「メンバーの選択」ボタン をクリックし、「メ
ンバー・セレクタ」で、ディメンションおよびメンバーを選択します。キューブの
ディメンションごとに繰り返します。

• テキスト・ボックスにディメンションとメンバーのペアを dimension#memberの
形式で入力することで、引数を手動入力します。たとえば、Year#Qtr1または
Year#Janとなります。キューブのディメンションごとに繰り返します。

• セル参照を使用するには、セル参照の使用の手順に従います。
次の例は、HsGetValue関数の入力済メンバー・リストを示しています。
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図 12-4 Planning Visionサンプル・データベースに基づいた HsGetValueの「関数ビ
ルダー」パネル

c. オプション: 「メンバー・リスト」に行を追加するには、「追加」をクリックします。
7. HsSetValueの場合:

a. 「値」に設定する値を入力します。
b. 「接続」に、ステップ 2で指定した接続名を入力します。
c. 「メンバー・リスト」で、キューブ内の各ディメンションの引数を追加します。
d. オプション: 「メンバー・リスト」に行を追加するには、「追加」をクリックします。

8. HsAliasの場合:

a. 「接続」に、ステップ 2で指定した接続名を入力します。
b. 「メンバー名」、「宛先の別名」、「ソース別名」、「個別名」の各フィールドに値を入力し
ます。

9. HsGetSheetInfoの場合: 「シート・プロパティ」リストからプロパティを選択します。
10.「検証」をクリックし、エラーを修正します。
エラーは、問題領域の横にある「関数ビルダー」パネルに表示されます。
表示される可能性のあるエラーを次に示します。
• 接続がオフラインまたは無効です
• 無効な選択です
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• メンバー名が無効か、選択した別名と一致しません
• ディメンション名が無効か、選択した別名と一致しません
• Dimension#Memberの組合せが不完全です
• 疑問符の欠落またはその他の微細な構文エラーによる、一般的なエラー
たとえば、関数ビルダー検証エラーは、無効な接続名、ある引数の無効なディメンション
名、別の引数の無効なメンバー名の原因となった単純なスペル・エラーを示しています。

図 12-5 関数ビルダー検証エラー

ノート:

「検証」は、テキスト・ボックスに手動入力された dimension#memberの組合せ
でのみ機能し、「メンバー・セレクタ」ダイアログを使用して追加された
dimension#membersには適用されません。すべての dimension#memberの組合
せが「メンバー・セレクタ」を使用して入力されている場合は、それらの組合せ
に関する検証メッセージは表示されません。綴りが間違っている接続名に関して
エラーが表示される可能性はあります。
• 接続名が正しく、他のすべての dimension#memberの組合せが「メンバー・
セレクタ」ダイアログを使用して追加された場合、"検証成功"メッセージは
表示されません。

• 接続名が正しく、1つ以上の dimension#memberの組合せが正しく手動入力
されている場合、"検証成功"メッセージが表示されます。

11. エラーを修正し、「検証」を再度クリックします。
関数が正しく検証されると、検証が成功したことを示すメッセージが表示されます。

12.「適用」をクリックします。
13. 関数を実行するには、関数の実行の手順に従います。

セル参照の使用
接続、ラベル、データ/テキストまたは変数の引数の単一セルへの参照を入力できます。
セル参照を使用するには:
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1. 関数ビルダーでの関数の作成の手順に従って、「関数ビルダー」パネルを開きます。
2. 「関数ビルダー」パネルで、選択した関数の引数ごとに、参照するシートのセルを選択し、
「セル参照」ボタン をクリックします。
次の構文を使用して、セル参照を手動で入力することもできます:

""&<column letter><row number>&""
例:

""&A3&""
ノート:

• この手順で選択したメンバー名がグリッドに dimension#memberとして表示されてい
る場合、引数の選択は完全です。たとえば、メンバーがグリッド内のセル A3に
Year#Qtr 2と表示されている場合、""&A3&""は完全です。
グリッド内にメンバー名のみが表示されている場合、二重引用符の最初の 2セットの
間に、ディメンション名と#を続けて手動入力する必要があります。たとえば、メンバ
ーがセル A3に Qtr2として表示されている場合、次のように引用符の間に Year#と入
力する必要があります: "Year#"&A3&""

• 引数テキスト・フィールドにテキストが含まれている状態で参照セルを選択すると、
そのテキストに参照セルのテキストが追加されます。そのため、参照セルを選択する
前に不要なテキストはフィールドから削除しておきます。

• 日付セルが入力として直接参照される場合は、次のようにテキスト関数を使用して、
入力を適切なテキスト・フォーマットに変換します。この例ではセル B3に適切な日付
があります。
=HsSetValue(TEXT(B3,"dd/mm/yyyy"),"ConnectionName", "dim#member"…)

3. セル参照の入力が終了した後、「適用」をクリックします。
4. シートをリフレッシュします。

関数の手動作成
Smart Viewで関数を手動で作成できます。
Smart Viewで関数を手動で作成するには:

1. データ・ソースに接続します。
2. キューブを選択し、表示される接続ダイアログで「関数の接続として設定」を選択し、接
続の名前を入力します。
次の例で、接続名は MyVisionです。

ノート:

新しいスプレッドシートごとに接続名を作成する必要があります。
接続名はスプレッドシートとともに保存されます。保存されたスプレッドシート
を再度開いた場合、接続名の入力を求めるプロンプトは表示されません。
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図 12-6 接続オプションおよび名前

3. シートで、関数を入力するセルをクリックします。
4. 等号を入力した後に関数名を入力します。次に例を示します:

=HsSetValue

5. 関数の説明の各関数に固有の情報を使用して、構文のガイドラインで説明しているルール
に従って関数のパラメータを入力します。

6. シートの他のセルに関数を追加するには、ステップ 4から 6を繰り返します。
7. 関数を実行するには、シートをリフレッシュします。
関数は、リフレッシュしたときにのみ検証されます。
いずれかの関数が無効な場合は、シート上のすべての関数(有効な関数も含めて)に#Error
が表示されます。たとえば、ディメンションまたはメンバー名が無効な場合、関数は無効
になります。
関数のエラーを確認して、シートを再度リフレッシュします。

構文のガイドライン
関数のパラメータを入力する際は、次のガイドラインを使用してください。
個々の関数の構文は、関数の説明を参照してください。
• 接続パラメータは、接続のユーザー定義名です。
接続パラメータの前に POVが必要です。
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• POVは、dimension#memberのペアから構成されます。例:

Entity#Connecticut

• 親子関係はピリオド(.)で指定します。例:

Entity#UnitedStates.Maine

• 接続と各 POV dimension#memberのペアは別々の関数パラメータに分割できます。各パ
ラメータは引用符(")で囲み、カンマ(,)で区切ります。例:

"MyVision","Entity#UnitedStates","Account#Sales"

dimension#memberパラメータのセパレータとしてセミコロン(;)の使用はサポートされて
いません。

• POV dimension#memberを指定しないと、Smart Viewによってそのディメンションの最
上位メンバーが関数に追加されます。たとえば、次の HsGetValue関数には期間ディメン
ションとメンバーが指定されていません:

=HsGetValue("MyVision","Account#Amount","Years#2017","Scenario#Annual, 
Contract","Version#Final","Entity#AR02-
Argentina-,IS_Adjustments","Package#Depreciation","Currency#Local 
Currency")

この場合、Smart Viewによって、最上位の期間メンバーである Periodが関数
Period#Periodに追加されます。例:

=HsGetValue("MyVision","Account#Amount","Period#Period","Years#2017","Scena
rio#Annual Contract","Version#Final","Entity#AR02-Argentina-
IS_Adjustments","Package#Depreciation","Currency#Local Currency")

• 関数ではディメンション名とその別名を混在させないでください。ただし、メンバーにつ
いては、メンバー名または選択した別名表からの別名を使用できます。

• HsSetValue関数でテキスト値を使用する場合は、引用符(")で囲んでください。例:

HsSetValue("Enter Some Text", "MyVision","Account#7110: 
Advertising","Period#Jun","HSP_View#BaseData","Year#FY16","Scenario#Plan","
Version#Commentary","Entity#International Sales","Product#No Product")

複数の接続からの関数の作成
異なるキューブやデータ・ソースから関数を追加することで、関数シートを作成できます。
複数のデータ・ソース接続から関数を追加する場合は、関数シートの作成を開始する前、また
は作成中に、必要なデータ・ソースに接続できます。
同じシート上の複数のデータ・ソース接続から関数を追加するには:

1. 新規ワークシートを開き、データ・ソースに接続します。
2. キューブを選択し、表示される接続ダイアログで「関数の接続として設定」を選択し、次
に
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3. 「名前」フィールドに接続名を入力し、「OK」をクリックします。
4. シートで、関数を入力するセルを選択します。
5. 関数は、手動で作成するか、関数ビルダーを使用して追加します。
関数の手動作成および関数ビルダーでの関数の作成を参照してください。

6. 同じシート上の別のキューブから関数を追加するには、前述の手順 2から 5を繰り返しま
す。

7. 同じシートに別のデータ・ソースからの関数を追加するには:

a. 別のデータ・ソースにまだ接続されていない場合は、接続します。「拡張機能」メニュ
ーで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「開始」の「接続」を選択しま
す。
詳細は、データ・ソースへの接続を参照してください。

b. 接続したら、シートでアクティブ接続として設定します。「拡張機能」メニューで、
Smart View for Google Workspaceを選択し、「開始」の「アクティブ接続」を選択
します。
詳細は、シートのアクティブ接続の設定を参照してください。

c. シートで、関数を入力するセルを選択します。
d. 関数は、手動で作成するか、関数ビルダーを使用して追加します。

Note:

複数の接続からのグリッドを持つ複数グリッドのアド・ホック・シートの場
合、HsGetSheetInfo関数は、シートで現在アクティブな接続に関係なく、最
初の接続のシート・プロパティのみを取得します。これは制限です。

8. 関数を実行して値を表示するには、シートをリフレッシュします。
接続されているすべてのデータ・ソースのすべての関数が一度にリフレッシュされます。
関数のエラーを確認して、シートを再度リフレッシュします。

関数の説明
Smart Viewでは、ここにリストされている関数がサポートされます。説明、構文および例を参
照するには、関数名をクリックしてください。
• HsGetValue: 視点の選択したディメンション・メンバーのデータ・ソースからデータを取
得します。

• HsSetValue: 視点の選択したディメンション・メンバーのデータ・ソースに値を送信しま
す。

• HsAlias: 指定されたディメンション・メンバーの別名を表示します。
• HsGetSheetInfo: 現在のシートの詳細情報をプロパティごとに取得します。

HsGetValue
適用対象: Planning、Planningモジュール、Financial Consolidation and Close、Tax Reporting
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説明
HsGetValueは、視点(POV)の選択したディメンション・メンバーのデータ・ソースからデータ
を取得します。
HsGetValueでデータが取得されない場合、欠落/データなしラベル置換オプションで指定され
た値が使用されます( データ・オプションを参照してください)。
HsGetValueおよび HsSetValueが同じシートにある場合に、「リフレッシュ」を選択すると、
HsGetValueのみが呼び出されされます。「送信」を選択した場合は、HsSetValueが呼び出され
ます。HsSetValueが正常に戻った場合は、「リフレッシュ」を選択して、HsGetValueを呼び出
す必要があります。
HsGetValueは、Planning、Planningモジュール、Financial Consolidation and Close、Tax
Reportingの各データ・ソースでの 1つの属性ディメンションとメンバーの使用をサポートし
ています(属性を使用した例を参照)。
構文
HsGetValue("ConnectionName","POV")

構文情報の詳細は、構文のガイドラインを参照してください。
例 12-1 属性を使用しない例
この例では、HsGetValueは、指定した POVに対して、Visionアプリケーション、Plan1キュ
ーブ(MyVision接続名で表されます)からの値を戻します。
=HsGetValue("MyVision","Account#Amount","Period#Jan","Years#2017","Scenario#An
nual Contract","Version#Final","Entity#AR02-Argentina-
IS_Adjustments","Package#Depreciation","Currency#Local Currency")

例 12-2 属性を使用した例
この例では、HsGetValueは Visionアプリケーション、Plan1キューブ(MyVision接続名で表さ
れます)からの値を戻し、POVには属性ディメンションおよびメンバー、
Entity_Regions#NA_Regが含まれています。

ノート:

HsGetValueは、関数当たり 1つの属性ディメンションおよびメンバーのみをサポー
トします。

=HsGetValue("MyVision","Account#Amount","Period#Jan","Years#2017","Scenario#An
nual Contract","Version#Final","Entity#AR02-Argentina-
IS_Adjustments","Package#Depreciation","Currency#Local 
Currency","Entity_Regions#NA_Reg")
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HsSetValue
適用対象: Planning、Planningモジュール、Financial Consolidation and Close、Tax Reporting

説明
HsSetValueは、視点(POV)の選択したディメンション・メンバーに対するデータ値をワークシ
ートからデータ・ソースへ送信します。属性ディメンションおよびメンバーは HsSetValueで
はサポートされていません。
データ・ソースにデータを送信するには、データ・ソースに対する適切なロード規則と書込み
アクセス権が必要です。
構文
HsSetValue (value,"ConnectionName","POV")

構文情報の詳細は、構文のガイドラインを参照してください。
例 12-3 基本的な例
この例では、HsSetValueは値 123を Visionアプリケーション(MyVision接続名で表されます)
に送信します。
=HSSETVALUE(123, "MyVision","Account#7110: Advertising","Period#x---------
x","HSP_View#BaseData","Year#FY19","Scenario#Forecast","Version#Driver","Entit
y#International Sales","Product#No Product")

例 12-4 テキストの例
HsSetValueの valueパラメータにテキストを使用するときは、引用符が必要です。
HsSetValue("Enter Some Text", "MyVision","Account#7110: 
Advertising","Period#Jun","HSP_View#BaseData","Year#FY16","Scenario#Plan","Ver
sion#Commentary","Entity#International Sales","Product#No Product")

HsAlias
適用対象: Planning、Planningモジュール、Financial Consolidation and Close、Tax Reporting

説明
HsAliasは、指定されたディメンション・メンバーの別名を表示します。

ノート:

HsAliasでは、関数のネストはサポートされていません。つまり、HsAliasの出力を別
の HsAlias関数で参照することはできません。
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構文
HsAlias("PrivateConnectionName","Dimension#Member", "OutputAliasTable", 
"MemberNameFromAliasTable", "FlagToReturnDistinctName")

ノート:

構文情報の詳細は、構文のガイドラインを参照してください。

例 12-5 基本的な例
HsAlias("MyVision","Scenario#Actual", "German", "Default", "True")

ノート
• 接続パラメータと Dimension#Memberパラメータは必須です。
• OutputAliasTableパラメータはオプションです。OutputAliasTableが空の場合は、接続レベ
ルの別名が OutputAliasTableに使用されます。

• メンバーが属する別名表の指定はオプションです。MemberNameFromAliasTableが空の
場合は、アウトラインからの元のメンバー名が使用されます。

• メンバー名が MemberNameFromAliasTableで指定された別名表に見つからない場合は、ア
ウトラインからの元のメンバー名が使用されます。

• HsAlias関数内の HsActiveキーワードはアド・ホック・グリッドを持つシートでのみ使用
できます。

• Smart Viewまたは Google Sheetsからのコピーと貼付けはサポートされていません。静
的テキストのみ貼り付けられます。

• ブール引数 FlagToReturnDistinctNameは、別名出力が短縮名か完全修飾名かを決定しま
す。デフォルトの値は Falseです。

HsGetSheetInfo
適用対象: Planning、Planningモジュール、Financial Consolidation and Close、Tax Reporting

説明
HsGetSheetInfoは、現在のシートの詳細情報をプロパティごとに取得します。次のシート・プ
ロパティを取得してシートに表示できます。
Table 12-2    HsGetSheetInfoの詳細

文字列等価 シート情報
最後の取得 シートで最後のリフレッシュが実行された日時
シート・タイプ フォーム、アド・ホック、複数のグリッド・アド・

ホック、関数、またはスマート・フォーム
サーバー シートの接続先のサーバー
アプリケーション シートの接続先のアプリケーション
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Table 12-2    (Cont.) HsGetSheetInfoの詳細

文字列等価 シート情報
キューブ シートの接続先のキューブ
URL シートの接続先の URL

別名表 現在の別名表
プロバイダ シートの接続先のデータ・ソース・タイプ
次のシート・プロパティの表示はサポートされていません:

• ユーザー
• わかりやすい名前
• 説明
• プロバイダ URL

構文
HsGetSheetInfo("<string equivalent>")

構文情報の詳細は、構文のガイドラインを参照してください。
Example 12-6    基本的な例
この例では、HsGetSheetInfoはシートにフォーム、アド・ホック、複数のグリッド・アド・ホ
ック、関数、またはスマート・フォームが含まれているかどうかを通知します。
HsGetSheetInfo("Sheet Type")

ノート
• 無効なシート・プロパティを入力した場合、この関数は「該当なし」の値を返します。
• 複数のグリッド・アド・ホック・シートでは、HsGetSheetInfoは常に最初に挿入されたグ
リッドに関する情報を表示します。シートで最後にリフレッシュが実行された日時を見つ
けるために「最後の取得」プロパティを使用した場合、HsGetSheetInfo関数は、シートで
最後に取得されたグリッドが 2番目のグリッドであっても、最初のグリッドの取得時刻を
表示します。ただし、「シート情報」ダイアログを起動して正しい最終取得時刻を確認する
か、シートをもう一度リフレッシュして一貫した時刻を取得できます。

• 複数の接続からのグリッドを持つ複数のグリッド・アド・ホック・シートの場合、
HsGetSheetInfo関数は、シートで現在アクティブな接続に関係なく、最初の接続のシー
ト・プロパティのみを取得します。
たとえば、複数グリッドのアド・ホック・シートに 2つの異なる接続からの 2つのアド・
ホック・グリッドがあり、URLプロパティを使用する場合、HsGetSheetInfo関数は、シー
トで最初に接続されたグリッドの接続 URLのみを表示します。

• アド・ホック・グリッドのセル・スタイルが有効になっている場合、HsGetSheetInfo関数
を使用して追加したシート・プロパティを変更すると、関数セルがダーティとして表示さ
れます。たとえば、シートに追加された URLシート・プロパティをキューブに変更する
と、関数セルはキューブ名を表示するためにリフレッシュされますが、ダーティとして表
示されます。このような場合は、「リフレッシュ」をクリックしてダーティな背景色を削除
します。
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関数の実行
「リフレッシュ」コマンドを使用して、Smart Viewのほとんどの関数を自動的に実行できます。
HsGetValueの場合は、「送信」コマンドを使用します。
関数を実行して値を取得するには:

1. データ・ソースに接続します。
2. 実行する関数を含むシートを開きます。
3. 次のいずれかを行います:

• HsSetValueの場合は、「送信」をクリックします。
• 関数を実行し、スプレッドシートのすべてのシートを更新するには、「リフレッシュ」
をクリックします。

関数内の欠落データに対するラベルの指定
「オプション」ダイアログの「欠落しているラベル」オプションを使用して、HsGetValueや
HsSetValueなどのユーザー定義関数内の欠落データに値を設定します。
アド・ホック分析や関数に対する空白のシートの指定など、シートで操作を実行する前に、「欠
落ラベル」フィールドに値を入力できます。このオプションは、接続直後に「オプション」を
開いたときに使用可能になります。「欠落ラベル」オプションの値もいつでも指定できます。
「欠落ラベル」オプションの値を設定するには:

1. データ・ソースに接続します。
2. オプション: すでに関数が含まれているシートを開きます。
3. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「オプション」を
選択します。

4. 「オプション」ダイアログの「詳細」タブにある「ユーザー定義関数」の「欠落ラベル」テ
キスト・ボックスに値を入力します。
デフォルト値は#Missingですが、カスタム値を指定でき、必要に応じて特殊文字や大文字
を含めることができます。

5. パネルを閉じるか、またはオプションで「現在のオプションをデフォルトとして保存」リ
ンクをクリックして、この値を将来使用するために保存してからパネルを閉じます。

6. 関数を手動で、または関数ビルダーを使用してシートに追加して続行するか、前のステッ
プで開いた関数を含むシート内の操作を続行します。

未解決の関数の更新
シートをリフレッシュしても未解決のままになっている関数を更新できます。
Google Sheetsは通常、スプレッドシートで最大 1,500個の関数のリフレッシュをサポートし
ています。Smart Viewシートで関数をリフレッシュする際に、一部の関数が未解決のままにな
ることがあります。これは、シートに多数の関数が含まれている場合、またはリフレッシュ操
作が Google Sheetsのタイムアウトしきい値(30秒)を超えた場合に発生することがあります。
未解決の関数を含むセルには、#Errorコードが表示されます。
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シート全体を再度リフレッシュするかわりに、「未解決の関数の更新」オプションを使用して、
#Errorを含むセルのみをリフレッシュし、関数を正しく解決できます。
未解決の関数を更新するには:

1. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、「関数」を選択し
ます。

2. 「未解決の関数の更新」を選択します。
#Errorを含むセルがリフレッシュされ、関数が解決されて値が表示されます。

一般的な関数エラー・コード
関数で表示される一般的なエラー・コードの一部を示します。
#NO CONNECTION - データ・ソースに接続されていないか、またはログオンしていません。
#INVALID - メタデータが無効です。値を含む無効なセルで、値がゼロとして表示されます。
#LOCKED - セルがロックされています。
#NO ACCESS - このセルのアクセス権がありません。
#NO DATA - セルに NoDataが含まれています。NoDataのかわりに 0と表示することもでき
ます。セルには、「オプション」ダイアログで指定した置換テキストが表示されます。
#INVALID INPUT - テキスト文字列など、HsSetValueデータ値が有効ではありません。
#READ ONLY - セルが読み取り専用である場合に HsSetValue関数に対してのみ表示されま
す。
#NEEDS REFRESH - データをリフレッシュする必要があります。
#INVALID DIMENSION - 関数で指定されたディメンションが無効です。
#INVALID MEMBER - 関数で指定されたディメンション・メンバー名が無効です。
#NAME - Google Sheetsは式内のテキストを認識しません。関数を含むシートを、Smart View
がインストールされていないユーザーに転送した場合、ユーザーは同じデータを関数としてシ
ート上に表示できます。ユーザーが関数を編集またはリフレッシュすると、関数は#Nameに変
わります。
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13
フリー・フォーム・モード

次も参照:

• フリーフォーム・モードについて
アド・ホック分析では、データベースのディメンションとメンバーを詳しく把握している
場合に、ディメンション名とメンバー名を直接セルに入力することにより、フリーフォーム・モードを使用できます。

• フリーフォーム・モードで作業するためのガイドライン
フリーフォーム・モードで作業を行うときは、次のガイドラインを考慮します。

• フリーフォーム・グリッドの作成
シートのセルにディメンション名とメンバー名を直接入力することで、フリーフォーム・
グリッドを作成できます。

• 予期しない動作の原因となるアクション
Smart Viewでは、コメント、式、カスタマイズしたレポート・レイアウトは極力保持され
ます。

フリーフォーム・モードについて
アド・ホック分析では、データベースのディメンションとメンバーを詳しく把握している場合
に、ディメンション名とメンバー名を直接セルに入力することにより、フリーフォーム・モードを使用できます。
POV、メンバー選択およびフリーフォーム・グリッドでのその他のアド・ホック操作も引き続
き使用できます。
表 13-1 Smart Viewのグリッド・コンポーネント

グリッド・コンポーネン
ト

説明

行ディメンション ワークシートの行にまたがって 1列に配置されるディメンションまたはメン
バー

列ディメンション ワークシートの行にまたがって 1列に配置されるディメンションまたはメン
バー

コメント ユーザーが追加したテキスト
データ領域 ディメンションまたはメンバーのデータを含むグリッドの領域
空白領域 ワークシートでエントリを含まない領域

フリーフォーム・モードで作業するためのガイドライ
ン

フリーフォーム・モードで作業を行うときは、次のガイドラインを考慮します。
• グリッドは、セル A1で始まる必要はありません。

13-1



• グリッドには少なくとも 1つの行ディメンションと 1つの列ディメンションが必要です。
• 各行ディメンションは 1つのディメンションのみのメンバーを含むことができます。各列
ディメンションは 1つのディメンションのみのメンバーを含むことができます。

• 1つのディメンションのメンバーは、次の領域のうちの 1つのみに入力できます:

– 同じ行
– 同じ列

• 「オプション」をクリックすると、Smart Viewパネルの「データ」タブで指定した置換ラ
ベルがフリーフォーム・モードで適用されます。

• 数字エントリはデータ領域ではデータとして、データ領域外ではコメントとして識別され
ます。数字をメンバー名として使用する場合は、前に一重引用符を付けます; たとえば'100
のようにします。

• 単語間にスペースを含むメンバー名の前には一重引用符を付けます。
• 重複するメンバー名をサポートするデータベースに接続している場合は、Smart Viewの
「オプション」の「メンバー」タブ内の「メンバー名の表示」フィールドの「個別のメンバ
ー名のみ」を選択し、ワークシートに完全修飾メンバー名を表示します。重複メンバーを
入力するには、修飾メンバー名に次のような構文を使用します:

[Income].[Other]
[Expenses].[Other]

• 現在の別名表からの別名はフリーフォーム・グリッドに使用できますが、その他の別名表
からの別名はコメントとして扱われます。

• アド・ホック・グリッドで、列を挿入して新しい列にメンバー名を入力し、シートの別名
表を変更するには、最初にシートをリフレッシュしてから別名表を変更する必要がありま
す。

• フリーフォーム・モードで操作している場合は、予期しない動作の原因となるアクション
にリストされている例外を考慮してください。

フリーフォーム・グリッドの作成
シートのセルにディメンション名とメンバー名を直接入力することで、フリーフォーム・グリ
ッドを作成できます。
フリーフォーム・グリッドを作成するには:

1. 新規ワークシートを開き、データ・ソースに接続します。
他のシートのデータ・ソースにすでに接続していて、同じ接続を適用する場合は、「アクテ
ィブ接続」ダイアログ・ボックスを開き、サーバー URLを選択して、「シートの接続の設
定」をクリックします。詳細は、シートのアクティブ接続の設定の既存のシートへのアク
ティブ接続の設定に関する項を参照してください。

2. そのシートで、行と列にメンバー名をフリー・フォーム・モードで入力してグリッドを作
成します。
フリーフォーム・モードで作業するためのガイドラインで指定されているガイドラインに
従います。

3. 「拡張機能」メニューで、Smart View for Google Workspaceを選択し、 「リフレッシ
ュ」を選択します。

4. 接続してグリッドのデータを取得するプラン・タイプを選択します。
シートがリフレッシュされ、グリッドに値が表示されます。

第 13章
フリーフォーム・グリッドの作成
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予期しない動作の原因となるアクション
Smart Viewでは、コメント、式、カスタマイズしたレポート・レイアウトは極力保持されま
す。
例外として、予想外の振る舞いをする可能性があるのは、次のアクションを実行した場合です:

• ページ・ディメンションにズーム・インする
• POVから行または列にディメンションをピボットする
• POVからワークシートにディメンションをドラッグ・アンド・ドロップする
• 行ディメンションを列ディメンションにピボットする
• 行ディメンションの位置を別の行に切り替える
• 列ディメンションの位置を別の列に切り替える
• 「別名表の変更」コマンドを使用してメンバーの別名を変更する

第 13章
予期しない動作の原因となるアクション
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